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生徒より

特
集  

２
０
２
１
年
度
大
学
入
試
合
格
者
の
姿
か
ら
考
え
る 

志
望
を
か
な
え
る「
マ
イ
・
ス
ト
ー
リ
ー
」

身
に
つ
け
た
教
養
を
、

国
際
社
会
で
も

発
揮
で
き
る
よ
う
に

Yoshida M
otohiko

吉
田
元
彦
先
生

兵
庫
県
・
私
立
姫
路
女
学
院
中
学
校
・
高
校

心
の
教
育
を
重
視
し
て
き
た
本
校
は
、礼
儀

作
法
や
言
葉
遣
い
な
ど
を
学
ぶ
学
校
設

定
教
科「
教
養
」を
通
し
て
、
生
徒
に
豊
か
な
人

間
性
を
育
ん
で
き
ま
し
た
。
2
0
2
0
年
度
に

兵
庫
県
播
磨
高
校
か
ら
姫
路
女
学
院
高
校
へ
校

名
を
変
更
し
、
21
年
度
、
創
立
1
0
0
周
年
を

迎
え
ま
し
た
。
ま
さ
に
次
の
一
歩
を
踏
み
出
し
た

本
校
が
、
心
の
教
育
を
根
幹
に
据
え
、
変
化
に
対

応
す
る
力
を
育
む
た
め
、
力
を
入
れ
て
い
る
の

が
、
リ
ベ
ラ
ル
ア
ー
ツ
教
育
と
国
際
教
育
で
す
。

　
リ
ベ
ラ
ル
ア
ー
ツ
教
育
で
は
、
隔
週
土
曜

日
に「
リ
ベ
ラ
ル
ア
ー
ツ
・
デ
ー
」
を
設
け
、

S
D
G
s
を
題
材
に
し
た
グ
ル
ー
プ
討
議
や
、

外
部
講
師
を
招
い
た
少
人
数
の
ゼ
ミ
形
式
の
授

業
を
集
中
的
に
実
施
し
、
社
会
課
題
に
触
れ
な

が
ら
、
そ
の
背
景
に
あ
る
多
様
性
の
理
解
を
深

め
て
い
ま
す
。
ま
た
、
国
際
教
育
で
は
、
オ
ー
ル

イ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ
の
授
業
や
、
海
外
姉
妹
校
と
の

交
流
な
ど
を
通
じ
て
、
グ
ロ
ー

バ
ル
な
視
野
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
能
力
を
育
成
し
て
い
ま

す
。
そ
う
し
た
教
育
活
動
と
と

も
に
、「
な
ぜ
？
」「
何
の
た
め

に
？
」
と
本
質
に
迫
る
問
い
を

生
徒
に
繰
り
返
し
投
げ
か
け
た

り
、
立
ち
止
ま
っ
て
か
ら
挨
拶

を
す
る「
停
止
礼
」
を
教
師
も

徹
底
し
た
り
す
る
こ
と
が
生
徒

の
成
長
を
促
し
ま
す
。

　
先
日
、
１
人
の
生
徒
が
、「
近

所
の
方
に
停
止
礼
を
し
た
ら

驚
か
れ
ま
し
た
。
学
校
の
外
で

実
践
し
て
も
よ
い
の
で
す
か
」

と
質
問
し
て
き
ま
し
た
。
私
は
、

「
身
に
つ
け
た
力
が
本
物
な

ら
、
国
境
を
も
越
え
て
相
手
の

心
に
届
く
」
と
、
２
年
前
に
国

連
本
部
を
訪
問
し
た
生
徒
が
停
止
礼
を
行
っ
た

際
に
、
ド
イ
ツ
の
外
交
官
に
感
動
さ
れ
た
逸
話

を
交
え
て
答
え
ま
し
た
。
身
に
つ
け
た
資
質
・
能

力
を
、
社
会
で
堂
々
と
発
揮
で
き
る
よ
う
に
な

る
こ
と
が
、
生
徒
の
次
の
一
歩
だ
と
思
い
ま
す
。

よ
し
だ
・
も
と
ひ
こ
　
教
職
歴
28
年
。
同
校

に
赴
任
し
て
３
年
目
。
教
頭
。
進
路
部
統
括
部

長
。国
語
科
、書
道
科
。

兵
庫
県
・
私
立
姫
路
女
学
院
中
学
校
・
高
校

全
日
制
／
普
通
科
、商
業
科
／
女
子
校
／
１

学
年
約
2
4
0
人
／
２
０
２
１
年
度
入
試
合

格
実
績（
現
役
の
み
）国
公
立
大
は
、鳥
取
大
、

岡
山
大
、神
戸
市
外
国
語
大
に
３
人
が
合
格
。

私
立
大
は
、立
命
館
大
、近
畿
大
、甲
南
大
、武

庫
川
女
子
大
な
ど
に
延
べ
51
人
が
合
格
。

１
年
生
の
時
は
、
リ
ベ
ラ
ル

ア
ー
ツ
・
デ
ー
の
グ
ル
ー
プ

討
議
で
発
言
す
る
の
は
大
体
同
じ

人
で
、
議
論
も
う
ま
く
進
ま
な
か
っ

た
の
で
す
が
、
２
年
生
に
な
っ
た
今

は
、
全
員
が
自
分
の
意
見
を
言
え
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
Ａ
Ｌ

Ｔ
の
先
生
と
の
会
話
も
、
恥
ず
か
し

さ
を
感
じ
る
こ
と
が
な
く
な
り
、
自

分
の
考
え
を
正
確
に
伝
え
る
こ
と

を
、
意
識
し
て
話
す
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
今
後
は
、
本
校
な
ら
で
は
の

学
び
で
あ
る
停
止
礼
な
ど
の
礼
儀

作
法
を
、
社
会
に
出
た
時
に
も
自
信

を
持
っ
て
発
揮
で
き
る
よ
う
に
、
磨

い
て
い
き
た
い
で
す
。

2021 
August

学校の今に寄り添い、先生方とともに未来を描く
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学
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中
学
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高
校

8
発
問
・
課
題
設
定
を
キ
ー
に
見
る

主
体
的
・
対
話
的
で
深
い
学
び
授
業
実
践

化
学

東
京
都
立
多
摩
科
学
技
術
高
校

田
中
義よ

し

靖や

す

体
育

北
海
道
浦
河
高
校

舟ふ

な

田だ

彩さ

い

一い

ち

朗ろ

う

新
課
程
に
向
け
て
描
く

 「
学
校
教
育
デ
ザ
イ
ン
」

東
京
都
立
第
五
商
業
高
校

２
０
２
１
年
度
大
学
入
試

合
格
者
の
姿
か
ら
考
え
る

特
集志

望
を
か
な
え
る

マ
イ・ス
ト
ー
リ
ー

［
ビ

ュ
ー

ネ
ク

ス
ト
］高

校
版

［
ビ
ュ
ー
ネ
ク
ス
ト
］高
校
版

2021
年

8
月

号

0-
01

-J
-2

25
10

-0
01

20
21

年
度

 V
IE

W
 n

ex
t 高

校
版

 8
月

号
表

1-
4

Ｃ
Ｍ

Ｙ
Ｋ

色 校
07

/2
6

松
下

念 校
08

/0
4

引
寺

−
−/

− −
−

−/
− −

−
−/

− −



京
都
・
私
立
聖
学
院
中
学
校
・
高

校
で
は
、
６
年
間
を
通
し
て
、
生

徒
が
主
体
の
探
究
・
Ｐ
Ｂ
Ｌ
型
の
学
習
活

動
に
力
を
注
ぐ
。
そ
う
し
た
学
び
の
中

で
、
生
徒
は
社
会
問
題
に
向
き
合
う
意
義

に
気
づ
き
、
そ
の
解
決
に
向
け
た
プ
ロ
セ

ス
を
身
に
つ
け
て
い
く
。
中
に
は
自
主
的

に
校
外
で
の
社
会
貢
献
活
動
に
取
り
組
ん

だ
り
、
在
学
中
に
起
業
し
た
り
す
る
生
徒

も
い
る
。

　
山
口
由
人
さ
ん
は
、
２
０
２
０
年
、
一

般
社
団
法
人
「Sustainable G

am
e

」
を

設
立
。
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
（
＊
）
の
実
現
に
向
け

て
中
高
生
が
活
動
す
る
仕
組
み
づ
く
り
に

取
り
組
ん
で
い
る
。

　「
社
会
問
題
に
関
心
を
持
っ
た
中
高
生

が
、
企
業
の
人
な
ど
、
様
々
な
大
人
た
ち

と
一
緒
に
、
問
題
解
決
の
た
め
に
活
動
で

き
る
よ
う
に
支
援
す
る
団
体
を
中
学
３
年

生
の
時
に
立
ち
上
げ
ま
し
た
」

　
山
口
さ
ん
は
、
小
学
校
ま
で
を
ド
イ
ツ

で
過
ご
し
た
。
そ
の
頃
の
体
験
が
、
中
学

２
年
生
の
時
に
授
業
で
学
ん
だ
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

と
結
び
つ
き
、
社
会
問
題
に
興
味
を
持
つ

よ
う
に
な
っ
た
。

　「
ド
イ
ツ
で
は
、
自
分
は
マ
イ
ノ
リ

テ
ィ
ー
で
あ
る
外
国
人
で
し
た
か
ら
、
疎

外
感
を
味
わ
い
ま
し
た
し
、
難
民
差
別
に

中高生が社会参加
できる仕組みとは？

東

＊　Sustainable Development Goals　の略。2015 年に国連が掲げた、持続可能な開発目標のこと。「貧困をなくそう」「飢餓をゼロに」など、17 の目標と 169 のター
ゲットから成る。

社会問題に関心を持った中高生が
実社会で活動できるように支援

山口由
ゆ う

人
じ ん

さん・高校２年生

東京都・私立聖学院中学校・高校

未来を描く！ 創る！

イノベーティブな
生徒たち

第2 回

編集部からのお知らせ

今号の「誌上で見学　学びの next」で紹介し
た、神奈川県立藤沢清流高校の「リーダーシッ
プ教育」について、指導の留意点、学習の振
り返りや評価の方法などを、さらに詳しくお
伝えします。

今号の「発問・課題設定をキーに見る　主体的・対話的で深い学び　授業実践」
で紹介した、北海道浦河高校・舟

ふ な

田
だ

彩
さ い い ち ろ う

一朗先生の体育の授業と、東京都立多
摩科学技術高校・田中義

よ し や す

靖
先生の化学の授業の様子を、
ダイジェスト動画でご覧い
ただけます。

I N F O R M A T I O N

「VIEW n-express」では、最新の教育現場の状況や取り組み、今求められている情報、現
場の教師や識者のオピニオンなどを、「express＝速達」でお伝えします。

ウェブで見学 学びのnext誌面で紹介した２つの授業が動画で見られる！

自校の研修・会議に使える！　対話促進スキル向上・オンライン講座のご案内

ベネッセ教育総合研究所ウェブサイト内のコーナー　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　リリース

2021年度大学入試で躍進した高校が、躍進の一因となった対話の場について解説！

参加申し込み
受け付け中！

詳しくは
本誌 24ページを
ご覧ください。

ニューコンテンツ、続々

や教育に関連する最新情報をタイムリーにお届けします。
友だち登録をすれば、冊子の発刊時や新コンテンツの公開時に通知が届きます。
＊友だち登録の方法は、右の２次元コードを読み取っていただくか、LINE アプリの

「友だち追加」＞「ID 検索」で「@view21」とご入力いただき、追加をお願いいたします。

公式アカウント

友 だ ち 募 集 中！

の LINEをご登録いただければ、
                      や の電子ブックに、ダイレクトにアクセスできます！

本誌特集テーマとも
連動！

開催日時 2021年10月4日（月）
	 16時30分〜17時40分
形式 オンライン（ライブ配信）

※お申し込みいただいた方に、
詳しい参加方法をご案内します。

参加申し込み締め切り　2021年9月29日（水）　
参加費 無料

田中先生の授業動画では、生
徒が他者の発言から問題を多
面的に捉えていく過程を紹介
します。

舟田先生の授業動画では、生徒同
士で試行錯誤しながら、走る速度
を高める方法を見いだしていく様
子が分かります。

アクセスは
こちら！

長崎県立諫
いさはや

早高校
教務主任

後
うしろ
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だ
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決
の
取
り
組
み
と
、
そ
う
し
た
中
高
生
の

活
動
に
対
す
る
支
援
を
希
望
す
る
企
業
や

団
体
と
を
マ
ッ
チ
ン
グ
さ
せ
る
ウ
ェ
ブ
サ

イ
ト
の
開
発
を
進
め
て
い
る
。

　「
こ
れ
ま
で
の
活
動
を
通
し
て
、
地
域

や
社
会
で
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
起
こ
し
た

国
内
外
の
同
世
代
の
人
た
ち
と
つ
な
が
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
が
、
そ
う
し
た
仲
間

と
切
磋
琢
磨
す
る
中
で
、
自
分
も
『
社
会

の
こ
こ
を
変
え
た
』
と
誇
れ
る
よ
う
な
こ

と
を
し
た
い
と
い
う
思
い
が
さ
ら
に
強
く

な
り
ま
し
た
。
将
来
は
、
小
規
模
な
Ｎ
Ｐ

Ｏ
や
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
問
題
意
識
を
広
く
社
会
に

伝
え
た
り
、
活
動
の
た
め
の
資
金
調
達
を

支
援
し
た
り
す
る
仕
組
み
を
考
え
て
、
誰

１
人
取
り
残
さ
れ
な
い
社
会
の
実
現
に
貢

献
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
」

対
し
て
何
も
行
動
で
き
な
か
っ
た
こ
と
な

ど
に
、
ず
っ
と
モ
ヤ
モ
ヤ
し
た
気
持
ち
を

抱
え
て
い
ま
し
た
。
授
業
で
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
を

学
び
、
自
分
に
も
具
体
的
な
行
動
が
起
こ

せ
る
の
で
は
な
い
か
、
活
動
を
通
し
て
社

会
や
大
人
と
つ
な
が
る
こ
と
が
で
き
た
ら

楽
し
そ
う
だ
と
い
っ
た
こ
と
を
考
え
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
」

　
そ
の
後
、
教
師
に
紹
介
さ
れ
た
Ｓ
Ｄ
Ｇ

ｓ
関
連
の
外
部
イ
ベ
ン
ト
に
積
極
的
に
参

加
を
し
た
山
口
さ
ん
は
、
自
ら
が
主
体
と

な
っ
て
、さ
ら
な
る
一
歩
を
踏
み
出
し
た
。

社
会
問
題
に
関
心
の
高
い
先
輩
た
ち
に
声

を
か
け
、「
課
題
発
見
Ｄ
Ａ
Ｙ
」
と
い
う

教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
考
案
し
、
高
校
生
向

け
の
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
実
施
し
た
の
だ
。

　「
ル
ー
レ
ッ
ト
で
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
17
の
目

標
か
ら
１
つ
の
目
標
を
選
び
、
そ
の
目

標
を
意
識
し
て
街
を
歩
き
、
発
見
し
た
課

題
を
発
表
し
合
う
と
い
う
プ
ロ
グ
ラ
ム
で

す
。
社
会
問
題
の
解
決
を
、
持
続
可
能
な

未
来
を
つ
く
る
ゲ
ー
ム
と
捉
え
る
こ
と

で
、
中
高
生
が
『
自
分
た
ち
の
力
で
ク
リ

ア
し
よ
う
』
と
、
社
会
問
題
の
解
決
に
挑

戦
し
た
く
な
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
た

の
で
す
。
ポ
ス
タ
ー
を
作
っ
て
校
外
か
ら

参
加
者
を
募
っ
た
り
、
企
業
に
頼
ん
で
会

場
を
借
り
た
り
し
な
が
ら
、
月
１
回
『
課

題
発
見
Ｄ
Ａ
Ｙ
』
を
実
施
し
ま
し
た
」

業
と
連
携
し
な
が
ら
、
中
高
生
が

大
人
と
と
も
に
社
会
問
題
を
解
決

す
る
た
め
の
仕
組
み
づ
く
り
に
取
り
組
ん

で
き
た
山
口
さ
ん
だ
が
、
そ
の
過
程
で
壁

に
ぶ
つ
か
る
こ
と
も
あ
っ
た
。
特
に
、
中

高
生
の
話
を
真
剣
に
聞
い
て
く
れ
な
い
企

業
が
多
か
っ
た
こ
と
に
は
悩
ま
さ
れ
た
。

　「『
社
会
を
よ
く
し
た
い
』
と
い
う
思
い

を
伝
え
る
だ
け
で
は
、
相
手
を
説
得
で
き

な
い
こ
と
を
痛
感
し
ま
し
た
。
他
者
を
動

か
す
た
め
に
は
、
社
会
問
題
の
背
景
を
理

解
す
る
上
で
必
要
な
幅
広
い
知
識
や
、
活

動
を
行
う
理
由
や
根
拠
を
分
か
り
や
す
く

説
明
す
る
力
な
ど
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
学

校
で
様
々
な
教
科
を
学
ぶ
意
義
は
、
そ
の

点
に
あ
る
の
だ
と
思
い
ま
し
た
」

　
中
高
生
と
大
人
が
一
緒
に
社
会
問
題

の
解
決
に
挑
む
の
が
、
あ
た
り
前
の
社

会
を
つ
く
り
た
い
。
社
会
を
よ
り
よ
く
し

た
い
と
い
う
そ
の
思
い
は
同
じ
な
の
だ
か

ら
─
。
変
わ
ら
ぬ
理
想
を
抱
き
、
山
口

さ
ん
は
今
、
中
高
生
に
よ
る
社
会
問
題
解

先生がご存知の「イノベーティブな生徒たち」をご推薦ください！
具体的なご推薦方法は、 公式LINEを通じて９月下旬にお伝えいたします。
※ 公式LINEが未登録の方は、右の２次元コードを読み取っていただき、友だち追加をお願いいたします。

企

学
校
概
要

設
立	

１
９
０
３
（
明
治
36
）
年

形
態	

全
日
制
／
普
通
科
／
男
子
校

生
徒
数	

１
学
年
約
１
５
０
人

２
０
２
１
年
度
入
試
合
格
実
績
（
現
役
の
み
）　

国
公
立
大
は
、
千
葉
大
、
東
京
海
洋
大
、
金
沢
大
、
防
衛

大
学
校
に
４
人
が
合
格
。
私
立
大
は
、
慶
應
義
塾
大
、
上

智
大
、
中
央
大
、
東
京
理
科
大
、
明
治
大
、
立
教
大
、
早

稲
田
大
な
ど
に
延
べ
４
５
２
人
が
合
格
。

生徒の成長スピードは様々ですか
ら、それぞれに適したタイミングで
社会とつながってほしいという思い
を持って、探究・ＰＢＬ型の学習で
は、社会問題を積極的に扱ったり、
外部イベントを紹介したりしていま
す。山口さんは元々問題意識が強く、
行動力があるために、早い段階で心
に火がともったのでしょう。当初は、
外部のファシリテーターを紹介する
など、校外とつなげる支援をしまし
たが、今は山口さん自身で校内外に
仲間をどんどん増やし、活動を充実
させています。以前、山口さんが私
に、「国語や歴史、英語など、学校
で広く学ぶ意味が分かった」と話し
てくれたことがあります。校内外で
の様々な経験を通じて、学びの本質
を理解したのだと思いました。「社
会をよくしたい」という思いに支え
られ、大きく伸びていく生徒たちの
姿から、社会とつながる学びの意義
を再認識しています。

イノベーションの芽を育てる

教師たち

各々にふさわしい時機に、
社会とつながる支援を

東京都・私立
聖学院中学校・高校
高校２学年主任

山本 享
あきら
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２
０
２
０
年
度
に
ク
ラ
ス
担
任
と
し
て
３
年
生
を
卒
業
さ
せ
た
あ
る
教
師
よ
り

私
の
大
切
な
２
人
の
生
徒
の
こ
と

2021 August

C o n t e n t s

https://berd.benesse.jp
本誌記事は、ベネッセ教育総合研究所のウェブサイトでもご覧いただけます。
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複製及び転載を禁じます。 ©Benesse Corporation 2021
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２
０
２
０
年
度
卒
業
生
が
そ
れ
ぞ
れ
の
進
路
を
踏
み
出

し
て
、
既
に
４
か
月
が
過
ぎ
ま
し
た
。
さ
か
の
ぼ
る
こ
と
３
年

前
、
初
め
て
の
大
学
入
学
共
通
テ
ス
ト
に
向
け
て
、本
校
で
も
、

入
学
時
か
ら
入
試
本
番
ま
で
の
３
年
間
の
指
導
計
画
を
作
成

し
、
私
た
ち
教
師
は
、
生
徒
の
進
路
意
識
と
学
力
の
向
上
に

努
め
て
き
ま
し
た
。
３
年
次
に
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

感
染
拡
大
と
い
う
想
定
外
の
事
態
に
直
面
し
な
が
ら
も
、
生
徒

は
教
師
が
想
像
す
る
以
上
の
力
を
発
揮
し
、
３
年
生
の
１
日
１

日
を
懸
命
に
過
ご
し
ま
し
た
。

こ
の
春
、
希
望
の
進
路
を
踏
み
出
し
た
生
徒
も
い
れ
ば
、
そ
れ

が
か
な
わ
な
か
っ
た
生
徒
も
い
ま
す
。
今
で
も
よ
く
思
い
出
す

の
は
、
２
人
の
生
徒
の
こ
と
で
す
。
難
関
国
立
大
学
の
総
合
型

選
抜
に
挑
戦
し
た
そ
の
２
人
は
、
対
照
的
な
生
徒
で
し
た
。

Ａ
さ
ん
は
、
あ
る
社
会
問
題
の
解
決
を
目
指
す
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
に
熱
心
に
取
り
組
ん
だ
生
徒
で
し
た
。
幼
少
の
頃
、
健

康
上
の
苦
労
を
経
験
し
た
こ
と
か
ら
、
自
分
が
こ
の
世
に
存
在

し
て
い
る
の
は
、
人
々
の
善
意
の
お
か
げ
だ
と
考
え
て
い
た
Ａ

さ
ん
は
、そ
の
恩
返
し
と
し
て
、中
学
校
時
代
か
ら
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
に
参
加
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
Ａ
さ
ん
の
社
会
に

対
す
る
思
い
は
、「
総
合
的
な
学
習
の
時
間
」で
の
振
り
返
り
や
、

日
直
日
誌
の
記
述
欄
な
ど
で
滔と

う
と
う滔
と
つ
づ
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
通
じ
て
か
か
わ
っ
て
き
た
社
会
問
題
に

つ
い
て
研
究
す
る
た
め
、
総
合
型
選
抜
で
の
受
験
を
決
意
し
た

Ａ
さ
ん
が
作
成
し
た
志
望
理
由
書
の
第
１
稿
は
、
体
験
に
裏
づ

け
ら
れ
た
Ａ
さ
ん
の
思
い
が
あ
ふ
れ
出
て
い
ま
し
た
。
伝
え
た

い
こ
と
が
あ
り
す
ぎ
る
Ａ
さ
ん
を
、
冷
静
に
さ
せ
る
よ
う
な
添

削
を
、
私
は
何
度
か
繰
り
返
し
ま
し
た
。

Ａ
さ
ん
が
、「
大
学
入
学
共
通
テ
ス
ト
の
自
己
採
点
の
結
果
が
、

目
標
に
届
か
な
か
っ
た
」
と
、
悲
痛
な
表
情
で
私
に
報
告
に
来

た
時
も
、
Ａ
さ
ん
の
強
固
な
志
望
理
由
を
知
る
私
は
、「
Ａ
さ

ん
は
、合
格
さ
せ
な
け
れ
ば
い
け
な
い
人
だ
」
と
思
い
ま
し
た
。

も
ち
ろ
ん
、
生
徒
全
員
に
合
格
し
て
ほ
し
い
。
で
も
、
Ａ
さ
ん

は
、「
大
学
が
合
格
さ
せ
な
け
れ
ば
い
け
な
い
人
」
だ
と
思
っ

た
の
で
す
。

Ｂ
さ
ん
は
、
探
究
学
習
で
素
晴
ら
し
い
成
果
を
収
め
た
生
徒

で
し
た
。
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
な
ど
で
大
学
教
授
や
企
業
人
と

交
流
す
る
中
で
、グ
ロ
ー
バ
ル
な
課
題
に
対
す
る
知
見
を
深
め
、

全
国
の
高
校
生
を
対
象
と
し
た
論
文
コ
ン
ク
ー
ル
で
は
、
最
優

秀
賞
を
獲
得
し
ま
し
た
。

Ｂ
さ
ん
の
志
望
理
由
書
に
は
見
事
な
経
歴
が
つ
づ
ら
れ
ま
し

た
。
し
か
し
、
書
面
が
丁
寧
な
文
字
で
埋
め
ら
れ
て
い
る
の
に
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2021年度大学入試合格者の姿から考える
志望をかなえる「マイ・ストーリー」
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も
か
か
わ
ら
ず
、
な
ぜ
か
十
分
に
書
か
れ
て
い
な
い
よ
う
に
思

え
て
仕
方
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
コ
ン
ク
ー
ル
で
賞
を
獲
得
し

た
の
に
、
な
ぜ
心
に
迫
っ
て
こ
な
い
の
だ
ろ
う
。
繰
り
返
し
読

む
う
ち
に
、
Ｂ
さ
ん
の
志
望
理
由
書
の
内
容
が
、
高
校
が
用
意

し
た
舞
台
の
中
で
の
活
動
の
結
果
を
中
心
に
描
い
て
い
る
こ

と
、自
分
の
過
去
や
現
在
、そ
し
て
大
学
で
の
学
び
と
つ
な
が
っ

て
い
な
い
こ
と
に
気
が
つ
き
ま
し
た
。

そ
れ
で
も
、
私
を
始
め
、
３
年
生
の
指
導
に
か
か
わ
っ
て
い
た

教
師
は
全
員
、
Ｂ
さ
ん
は
大
学
入
学
共
通
テ
ス
ト
で
高
得
点
を

上
げ
、
見
事
合
格
を
果
た
す
は
ず
だ
と
信
じ
て
い
ま
し
た
。
実

際
、
共
通
テ
ス
ト
本
番
も
、
Ｂ
さ
ん
は
目
標
点
を
軽
々
と
ク
リ

ア
し
ま
し
た
…
…
。

し
か
し
、
Ａ
さ
ん
は
合
格
し
ま
し
た
が
、
Ｂ
さ
ん
は

不
合
格
に
な
り
ま
し
た
。

21
年
度
大
学
入
試
を
や
っ
と
冷
静
に
振
り
返
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
に
な
っ
た
今
、
Ａ
さ
ん
と
Ｂ
さ
ん
は
何
が
違
っ
た
の
か
を

よ
く
考
え
ま
す
。
そ
し
て
、
そ
れ
は
、
生
徒
が
自
分
の
こ
れ
ま

で
の
学
び
や
活
動
を
、
そ
の
成
果
や
結
果
だ
け
で
な
く
、
そ
こ

に
至
る
プ
ロ
セ
ス
も
含
め
た
「
ス
ト
ー
リ
ー
」
と
し
て
語
れ
て

い
た
か
ど
う
か
で
は
な
い
か
と
、
思
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

Ａ
さ
ん
の
合
格
は
と
て
も
う
れ
し
い
で
す
。
き
っ
と
Ａ
さ
ん

は
大
学
で
も
、
そ
し
て
社
会
で
も
、
生
き
生
き
と
活
躍
す
る
で

し
ょ
う
。
そ
し
て
、Ｂ
さ
ん
の
不
合
格
は
と
て
も
悔
し
い
で
す
。

あ
れ
ほ
ど
真
摯
に
探
究
学
習
に
取
り
組
ん
だ
Ｂ
さ
ん
に
対
し
て

は
、
今
で
も
申
し
訳
な
い
気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
に
な
り
ま
す
。

Ｂ
さ
ん
の
学
び
や
活
動
が
「
ス
ト
ー
リ
ー
」
と
し
て
語
ら
れ
な

か
っ
た
の
は
な
ぜ
か
、
私
た
ち
の
支
援
に
足
り
な
か
っ
た
こ
と

は
何
だ
っ
た
の
か
。
そ
の
答
え
は
簡
単
に
は
出
そ
う
も
あ
り
ま

せ
ん
し
、
正
直
、
学
校
だ
け
で
で
き
る
こ
と
で
は
な
い
気
も
し

て
い
ま
す
。

「
先
生
方
に
は
心
か
ら
感
謝
し
て
い
ま
す
」
と
、
第
２

志
望
の
大
学
へ
進
む
こ
と
を
決
め
た
卒
業
式
の
日
の
Ｂ
さ
ん
の

言
葉
は
、
今
も
鮮
明
に
耳
に
残
っ
て
い
ま
す
。
Ｂ
さ
ん
の
言
葉

が
本
当
の
気
持
ち
だ
と
分
か
る
か
ら
こ
そ
、
私
た
ち
教
師
に

も
っ
と
で
き
る
こ
と
は
な
か
っ
た
の
か
と
、
私
は
自
問
し
続
け

て
い
ま
す
。

進
学
校
は
、
難
関
大
学
へ
の
進
学
者
が
多
い
学
校
で
す
。
本
校

も
間
違
い
な
く
、
進
学
校
の
１
つ
で
す
。
し
か
し
、
こ
れ
か
ら

の
進
学
校
は
、
も
し
か
す
る
と
、
自
分
の
物
語
を
描
き
、
納
得

の
い
く
進
学
が
で
き
る
生
徒
が
多
い
学
校
な
の
か
も
し
れ
な
い

…
…
、
そ
ん
な
こ
と
を
考
え
て
い
ま
す
。
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右のエピソードは、本特集を企画するにあたり、全国の先生方と 2021 年度大学入試を振り返る中で、ある先生が語った
実話です。学校推薦型選抜・総合型選抜の拡大が続いていることから、21 年度大学入試においても、同じような経験を
したという方は少なくないのではないでしょうか。エピソードの中で、このある先生は、２人の生徒の合否を分けたのは、

「生徒が自分のこれまでの学びや活動を、その成果や結果だけでなく、そこに至るプロセスも含めた『ストーリー』として語
れていたかどうかではないか」という仮説を持たれていました。実際、多くの先生方から、同様の趣旨のことを伺いました。
そこで本特集では、生徒一人ひとりの「自分のこれまでの学びや活動と、その成果や結果に至るまでのプロセス、これか
らの展望」を「マイ・ストーリー」と呼ぶこととし、「マイ・ストーリー」を描き、それを語れる力が、これからの大学入試で
希望進路を実現するために必要とされることを検証しつつ、そうした力を生徒に育む教師の指導や支援のあり方・方法を、
実践事例を通じてお伝えしていきます。 

編集部　統括責任者　柏木 崇

   P. 6 課題整理   
	 希望進路を実現した生徒の共通点は、「マイ・ストーリー」の形成
	 佐賀大学	アドミッションセンター長・教授		西

にし

郡
ごおり

　大	／	岩手県立福岡高校　長岡拓郎
	 茨城県立水

みつかいどう
海道第一高校　菅原冬樹	／	大分県立大分豊府中学校・高校　中原久典

P. 10 実践事例1   北海道登
のぼり

別
べつ

明
あけ

日
び

中等教育学校
	 探究学習・教科学習・特別活動における徹底した振り返りで、自己を把握する力を高める

P. 14 実践事例 2   茨城県・私立江戸川学園取
とり

手
で

中・高校
	 志望の「きっかけ」を「動機」に変え、目標と現実とのギャップを埋めるストーリーを描く

P. 18 実践事例 3   長崎県立諫
いさはや

早高校
	 「振り返り・自己分析・選択」の過程を通して、主体的に学ぶ力を身につけさせる

P. 22 本特集テーマのnext   
	 新学習指導要領下で、生徒の「マイ・ストーリー」の形成を支援する教師に求められること
	 ベネッセ文教総研 所長		西島一博

特集

2021年度大学入試合格者の姿から考える

志望をかなえる
マイ・ストーリー
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谷
本
　
ま
ず
、
２
０
２
１
年
度
大
学
入

試
を
振
り
返
り
、
ど
の
よ
う
な
生
徒
が

合
格
し
て
い
た
の
か
、
大
学
と
し
て
の

実
感
を
お
話
し
く
だ
さ
い
。

西
郡
　
大
学
が
求
め
て
い
る
の
は
、
基

礎
学
力
を
備
え
て
い
る
こ
と
は
前
提
と

し
た
上
で
、高
校
で
の
学
び
や
活
動
を
、

自
分
の
成
長
の
ス
ト
ー
リ
ー
と
し
て
表

現
で
き
る
生
徒
で
す
。
志
望
理
由
書
で

あ
れ
ば
、
学
び
や
活
動
の
事
実
・
結
果

を
た
だ
述
べ
る
の
で
は
な
く
、
そ
う
し

た
事
実
、
結
果
に
至
る
ま
で
の
過
程
と

今
後
の
展
望
を
自
分
の
言
葉
で
述
べ
て

い
る
も
の
を
、
大
学
は
評
価
し
ま
す
。

ま
た
、
面
接
や
集
団
討
論
で
し
っ
か
り

と
し
た
考
え
を
語
り
、
評
価
さ
れ
る
生

徒
も
、
自
身
の
成
長
の
ス
ト
ー
リ
ー
を

持
っ
て
い
ま
す
。
な
お
、
本
学
の
７
学

部
の
う
ち
５
学
部
の
一
般
選
抜
で
は
、

任
意
提
出
の
書
類
審
査
で
あ
る
「
特
色

加
点
制
度
」
を
導
入
し
て
い
ま
す
。
同

制
度
で
は
、高
校
で
の
学
び
や
活
動
が
、

大
学
入
学
後
の
学
び
や
活
動
に
ど
の
よ

う
に
生
か
せ
る
か
な
ど
を
記
入
す
る
書

類
を
合
否
判
定
に
用
い
ま
す
。

中
原
　
本
校
で
も
、学
校
推
薦
型
・
総

合
型
選
抜
で
合
格
し
た
の
は
、自
分
の

課
題
意
識
と
大
学
で
の
学
び
を
社
会
貢

献
を
介
し
て
つ
な
げ
、自
分
の
ス
ト
ー

リ
ー
と
し
て
語
る
こ
と
が
で
き
た
生
徒

で
し
た
。あ
る
大
学
に
学
校
推
薦
型
選

抜
で
合
格
し
た
生
徒
は
、関
心
の
あ
っ

た
道
徳
教
育
に
つ
い
て
１
年
次
か
ら
研

茨城県立
水
みつかいどう

海道第一高校
菅原冬樹

佐賀大学
アドミッション
センター長・教授

西
に し

郡
ごおり

　大

大分県立
大分豊府中学校・高校

中原久典

岩手県立
福岡高校

長岡拓郎

ベネッセ
教育情報センター長

谷本祐一郎

希
望
進
路
を
実
現
し
た
生
徒
の
共
通
点
は
、

「
マ
イ
・
ス
ト
ー
リ
ー
」
の
形
成

様
々
な
制
度
変
更
が
あ
っ
た
２
０
２
１
年
度
大
学
入
試
で
は
、
ど
の
よ
う
な
指
導
の
下
、
ど
う
い
っ
た
資
質
・
能
力
を
身
に
つ
け
た
生
徒
が

志
望
大
学
に
合
格
し
た
の
か
。
21
年
度
大
学
入
試
に
お
い
て
合
格
実
績
を
飛
躍
さ
せ
た
３
校
の
教
師
、

及
び
文
部
科
学
省
「
大
学
入
学
者
選
抜
に
お
け
る
多
面
的
な
評
価
の
在
り
方
に
関
す
る
協
力
者
会
議
」
委
員
を
務
め
る
大
学
教
授
が
語
り
合
っ
た
。

課題
整理

学
び
を「
マ
イ
・
ス
ト
ー
リ
ー
」

と
し
て
語
れ
る
生
徒
が
高
評
価
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域
の
課
題
と
ど
の
よ
う
に
関
連
す
る
か

を
考
え
、そ
の
視
点
を
志
望
理
由
書
に

明
確
に
盛
り
込
む
よ
う
、生
徒
に
助
言

し
た
」「
合
格
し
た
生
徒
の
特
徴
は
、志

望
理
由
に
リ
ア
リ
テ
ィ
ー
が
あ
る
」と

い
っ
た
声
が
多
く
見
ら
れ
ま
し
た
。高

校
生
活
で
の
様
々
な
経
験
を
未
来
へ
と

つ
な
げ
て「
マ
イ
・
ス
ト
ー
リ
ー
」を

描
く
力
は
、ど
の
よ
う
な
指
導
に
よ
っ

て
育
ま
れ
る
と
思
わ
れ
ま
す
か
。

菅
原
　
本
校
で
は
、
定
期
考
査
や
文
化

祭
と
い
っ
た
高
校
生
活
の
節
目
で
必
ず

振
り
返
り
の
機
会
を
設
け
て
、
自
分
を

見
つ
め
さ
せ
、
次
の
行
動
に
生
か
す
こ

と
は
何
か
、
考
え
さ
せ
て
き
ま
し
た
。

そ
う
し
た
振
り
返
り
を
基
に
、
時
に
は

生
徒
同
士
で
学
習
法
に
つ
い
て
相
互
評

価
さ
せ
た
り
、「
マ
イ
・
ス
ト
ー
リ
ー
」

を
描
け
て
い
る
優
れ
た
記
述
を
学
年
通

信
に
掲
載
し
た
り
と
、
学
び
や
活
動
で

の
気
づ
き
を
言
葉
に
し
、
共
有
す
る
こ

と
を
大
事
に
し
て
き
ま
し
た
。

長
岡
　
生
徒
は
、
日
々
の
学
習
や
部
活

動
な
ど
を
通
し
て
、
自
分
を
見
つ
め
直

し
、
過
去
や
未
来
の
自
分
と
今
の
自
分

と
を
つ
な
げ
、
今
後
の
学
び
や
活
動
を

方
向
づ
け
る
軸
を
形
成
し
て
い
き
ま

す
。
加
え
て
、
自
治
体
や
企
業
、
大
学

と
協
働
し
て
行
う
探
究
学
習
も
、
そ
う

し
た
軸
を
つ
く
る
貴
重
な
機
会
で
す
。

社
会
と
の
接
続
を
意
識
し
た
活
動
を
通

し
て
、
自
身
の
あ
り
方
・
生
き
方
を
見

つ
め
、
志
望
を
固
め
て
い
く
生
徒
は
少

な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

中
原
　
21
年
度
大
学
入
試
で
は
、
一
般

選
抜
で
ペ
ー
パ
ー
・
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を

課
し
た
大
学
も
あ
り
ま
し
た
が
、「『
高

校
３
年
間
の
う
ち
、
チ
ー
ム
で
取
り
組

ん
だ
こ
と
を
１
つ
挙
げ
て
、
そ
の
チ
ー

ム
で
の
自
分
の
役
割
を
説
明
し
な
さ

い
』と
い
う
設
問
の
回
答
に
苦
労
し
た
」

と
言
っ
て
き
た
生
徒
が
い
ま
し
た
。
低

学
年
次
か
ら
、
日
常
の
教
育
活
動
の
中

で
、
自
分
は
他
者
と
ど
う
か
か
わ
っ
た

か
、
自
分
の
役
割
は
何
だ
っ
た
か
、
ど

れ
だ
け
頑
張
れ
た
か
な
ど
を
振
り
返

り
、
書
か
せ
る
指
導
が
必
要
だ
と
考
え

て
い
ま
す
。

西
郡
　
志
望
理
由
を
過
去
の
経
験
に
結

び
つ
け
て
語
れ
る
よ
う
に
な
る
た
め
に

は
、
普
段
か
ら
自
分
の
行
動
を
振
り
返

り
、
そ
の
気
づ
き
を
言
語
化
す
る
作
業

を
繰
り
返
す
こ
と
が
重
要
で
す
。
先
生

方
は
、
ま
さ
に
そ
う
し
た
指
導
を
さ
れ

て
い
る
の
だ
と
感
じ
ま
し
た
。

長
岡
　
２
年
連
続
で
３
学
年
担
任
を
務

め
て
い
ま
す
が
、
現
３
年
生
は
、
昨
年

度
の
３
年
生
よ
り
も
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る

自
粛
で
経
験
で
き
な
か
っ
た
こ
と
が
多

く
、
経
験
を
基
に
し
た
志
望
理
由
の
掘

り
下
げ
に
難
し
さ
を
感
じ
て
い
ま
す
。

西
郡
　
コ
ロ
ナ
禍
が
原
因
で
生
徒
の
学

習
の
動
機
づ
け
な
ど
に
苦
心
さ
れ
て
い

る
こ
と
は
、
大
学
側
も
理
解
し
て
い
ま

す
。
そ
の
点
に
関
し
て
大
学
関
係
者
の

間
で
よ
く
話
題
に
な
る
の
は
、
先
行
き

不
透
明
な
時
代
だ
か
ら
こ
そ
、
何
を
考

え
て
、
ど
う
行
動
す
る
か
と
い
う
こ
と

に
、
真
剣
に
向
き
合
う
生
徒
を
評
価
し

究
を
続
け
、３
年
次
の
面
接
の
練
習
で

は
、「
こ
の
大
学
の
こ
の
教
授
の
下
で
道

徳
教
育
を
学
び
た
い
」
と
楽
し
そ
う
に

語
っ
て
い
ま
し
た
。
低
学
年
次
か
ら
の

積
み
重
ね
が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
、
そ
の

よ
う
に
語
れ
た
の
だ
と
思
い
ま
す
。

谷
本

　ベ
ネ
ッ
セ
教
育
情
報
セ
ン
タ
ー

で
は
、全
国
の
先
生
方
か
ら
、募
集
単

位
ご
と
の
入
試
の
傾
向
や
指
導
の
ポ
イ

ン
ト
を
お
伺
い
し
、「
学
校
推
薦
型
選

抜
・
総
合
型
選
抜
指
導
レ
ポ
ー
ト
」（
＊

１
）を
作
成
し
ま
し
た
。そ
の
中
で
も
、

「
自
分
が
取
り
組
ん
で
き
た
活
動
が
、地

＊１　「学校推薦型選抜・総合型選抜指導レポート」は、アンケートにご協力いただいた先生へ提供しております。
2022 年度入試の指導レポートの詳細は、ベネッセハイスクールオンラインでご案内しています。

https://bhso.benesse.ne.jp/hs_online/ao-suisen/nyushi

※ベネッセ教育情報センター「教育・入試改革対応に関する調査」（2021
年２～３月にウェブとファクスで実施）を基に編集部で作成。

2021年度大学入学共通テストにおいて、
想定よりも高得点だった生徒の特徴

図 1

見通しを持って
学習を進めている

課題を把握し、効率的に
学習ができている

希望進路が明確で、
強い志望理由がある

学習時間が多い

学習の振り返りが
できている

自分の強みを自覚し、
伸ばそうとしている

生徒同士で質問や
教え合いをよくしている

社会問題への
関心が高い

読書量が多い

探究活動に
熱心に取り組んでいる
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2021年度大学入試合格者の姿から考える「
志望をかなえる「マイ・ストーリー」
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よ
う
と
い
う
こ
と
で
す
。
も
ち
ろ
ん
、

大
人
で
も
答
え
が
出
せ
な
い
難
題
で
す

が
、自
分
な
り
に
考
え
て
い
る
こ
と
を
、

そ
れ
ま
で
の
学
び
を
踏
ま
え
て
表
現
し

て
ほ
し
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

中
原
　
本
校
で
は
、
生
徒
は
学
校
オ
リ

ジ
ナ
ル
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
帳
に
毎
日
学

習
時
間
を
記
録
し
、
そ
れ
を
基
に
学
習

や
生
活
を
振
り
返
り
ま
す
。
そ
し
て
、

そ
れ
を
担
任
や
副
担
任
が
毎
日
確
認
し

て
コ
メ
ン
ト
を
返
し
ま
す
が
、
生
徒
は

次
第
に
、
振
り
返
り
を
基
に
次
の
学
習

に
つ
い
て
見
通
し
を
立
て
ら
れ
る
よ
う

に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
あ
る
生
徒
は
、

受
験
前
日
に
１
年
間
の
学
習
時
間
を
計

算
し
て
「
16
万
７
９
５
８
分
」
と
記
入

し
、「
こ
れ
だ
け
頑
張
っ
た
の
だ
か
ら

大
丈
夫
」
と
、
自
ら
を
奮
い
立
た
せ
て

受
験
に
臨
ん
で
い
ま
し
た
。
過
去
の
積

み
重
ね
が
今
の
自
分
を
つ
く
っ
て
い
る

と
い
う
こ
と
を
、
大
学
入
試
を
通
じ
て

肯
定
的
に
自
覚
で
き
た
こ
と
は
、
今
後

の
人
生
に
お
い
て
大
き
な
意
味
を
持
つ

と
考
え
て
い
ま
す
。

谷
本
　
21
年
度
大
学
入
学
共
通
テ
ス
ト

に
つ
い
て
、
全
国
の
高
校
に
ア
ン
ケ
ー

ト
を
取
っ
た
と
こ
ろ
、
想
定
以
上
に
高

得
点
だ
っ
た
生
徒
は
、「
見
通
し
を
持
っ

て
学
習
を
進
め
て
い
る
」「
希
望
進
路

が
明
確
で
、
強
い
志
望
理
由
が
あ
る
」

と
い
っ
た
特
徴
が
あ
り
ま
し
た
（
Ｐ
．

7
図
１
）。
自
分
の
過
去
の
経
験
を
裏

づ
け
に
し
た
強
い
志
望
を
抱
き
、い
つ
、

何
を
す
れ
ば
よ
い
か
と
い
っ
た
見
通
し

を
持
っ
て
学
び
に
向
か
っ
た
生
徒
が
力

を
発
揮
し
た
と
い
う
状
況
は
、
先
生
方

の
お
話
と
共
通
し
て
い
ま
す
。

長
岡
　
昨
年
、
過
去
10
年
間
の
本
校
卒

業
生
の
、
マ
ー
ク
式
の
模
擬
試
験
か
ら

大
学
入
学
共
通
テ
ス
ト
ま
で
の
点
数
の

伸
び
を
分
析
し
ま
し
た
。
す
る
と
、
現

在
の
学
校
推
薦
型
・
総
合
型
選
抜
で
進

学
し
た
卒
業
生
は
、
一
般
選
抜
で
進
学

し
た
卒
業
生
よ
り
も
大
学
入
学
共
通
テ

ス
ト
ま
で
の
点
数
の
伸
び
が
大
き
く
、

合
格
後
も
学
び
か
ら
離
れ
ず
、
点
数
を

伸
ば
し
て
い
ま
し
た
。
大
学
か
ら
は
、

学
校
推
薦
型
・
総
合
型
選
抜
で
進
学
し

た
学
生
は
一
貫
し
て
Ｇ
Ｐ
Ａ
（
＊
２
）

が
高
い
と
い
っ
た
話
も
聞
き
ま
す
。
進

学
理
由
や
社
会
貢
献
な
ど
に
つ
い
て
十

分
に
考
え
、
そ
れ
ら
を
表
現
す
る
機
会

を
持
っ
た
こ
と
で
、
学
び
に
向
か
う
力

を
伸
ば
し
続
け
る
こ
と
が
で
き
た
の
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。

西
郡
　
先
ほ
ど
お
話
し
し
た
「
特
色
加

点
制
度
」
で
評
価
さ
れ
て
合
格
し
た
生

徒
は
、
入
学
辞
退
率
が
低
く
、
大
学
入

学
後
の
Ｇ
Ｐ
Ａ
も
高
い
で
す
。
行
動
特

性
を
見
て
も
、
自
律
性
や
リ
ー
ダ
ー

シ
ッ
プ
が
高
い
傾
向
が
あ
り
ま
す
。
ま

た
、
本
学
の
教
員
に
、「
入
学
時
に
ど

う
い
っ
た
資
質
・
能
力
を
持
っ
て
い

た
学
生
が
伸
び
て
い
る
か
」
を
尋
ね
た

と
こ
ろ
、「
目
標
か
ら
逆
算
し
て
今
や

る
べ
き
こ
と
を
考
え
た
り
、
普
段
の
生

活
と
自
分
の
問
題
意
識
を
関
連
づ
け
た

り
す
る
こ
と
が
で
き
る
力
を
持
っ
た
学

生
」
と
い
っ
た
答
え
が
返
っ
て
き
ま
し

た
。
ま
さ
に
、
自
分
の
学
び
を
振
り
返

り
な
が
ら
「
マ
イ
・
ス
ト
ー
リ
ー
」
を

描
い
て
い
く
力
と
言
え
ま
す
。

谷
本
　
生
徒
が
描
い
た「
マ
イ・ス
ト
ー

リ
ー
」を
、教
師
が
描
い
た
指
導
ス
ト
ー

リ
ー
と
重
ね
合
わ
せ
、生
徒
の
「
マ
イ・

ス
ト
ー
リ
ー
」
を
よ
り
豊
か
に
す
る
た

め
に
は
、
３
年
間
で
ど
の
よ
う
な
指
導

が
求
め
ら
れ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

菅
原
　
私
は
、
卒
業
ま
で
に
ど
の
よ
う

な
生
徒
を
育
て
た
い
の
か
を
明
確
に

し
、
そ
こ
か
ら
逆
算
し
て
時
期
ご
と
に

求
め
ら
れ
る
教
科
指
導
と
進
路
指
導
を

組
み
立
て
、
流
れ
を
持
っ
た
指
導
ス

ト
ー
リ
ー
を
描
い
て
指
導
し
て
き
ま
し

た
。
そ
う
し
た
指
導
ス
ト
ー
リ
ー
は
、

最
大
公
約
数
的
に
全
生
徒
に
適
用
で
き

る
も
の
と
し
て
、
生
徒
に
も
明
確
に
示

し
ま
す
。
そ
の
上
で
、
教
師
は
そ
れ
ぞ

れ
の
「
マ
イ
・
ス
ト
ー
リ
ー
」
を
描
き

な
が
ら
自
走
す
る
生
徒
に
伴
走
す
る
こ

と
を
重
視
し
、
生
徒
自
身
が
様
々
な
学

び
や
活
動
を
線
で
結
び
、
意
味
づ
け
で

き
る
よ
う
、
面
談
な
ど
を
通
じ
て
支
援

し
て
い
ま
す
。

佐
賀
大
学

ア
ド
ミ
ッ
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
長・教
授

西
郡
大 

に
し
ご
お
り
・
だ
い

２
０
０
９
年
、
東
北
大
学
大
学
院
教
育
情
報
学
教
育

部
博
士
課
程
後
期
修
了
。専
門
は
教
育
情
報
学
。同
年
、

佐
賀
大
学
ア
ド
ミ
ッ
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
准
教
授
。
17
年

よ
り
現
職
。
文
部
科
学
省
「
大
学
入
学
者
選
抜
に
お
け

る
多
面
的
な
評
価
の
在
り
方
に
関
す
る
協
力
者
会
議
」

委
員
。

＊２　Grade Point Average の略。履修科目の評点に単位数を加味して算出する成績評価値。個々の学生の到達水準を測る目安に用いることができる。

生
徒
の「
マ
イ
・
ス
ト
ー
リ
ー
」は

人
生
を
支
え
る
力
を
持
つ
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長
岡
　
従
来
の
３
年
生
の
出
願
検
討
会

で
は
、
学
力
面
を
検
討
材
料
の
中
心
に

し
て
話
し
合
っ
て
い
ま
し
た
が
、
昨
年

度
よ
り
、
探
究
学
習
の
テ
ー
マ
を
検
討

材
料
に
加
え
ま
し
た
。「
こ
の
生
徒
は
、

探
究
学
習
の
テ
ー
マ
と
の
親
和
性
や
取

り
組
み
の
様
子
を
見
る
と
、こ
の
大
学・

学
部
の
総
合
型
選
抜
に
向
い
て
い
る
の

で
は
な
い
か
」
と
い
っ
た
助
言
を
し
合

う
な
ど
、
生
徒
の
進
路
に
広
が
り
を
持

た
せ
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

中
原
　
生
徒
の
「
マ
イ
・
ス
ト
ー
リ
ー
」

の
形
成
に
は
、
保
護
者
の
協
力
も
必
要

で
す
。特
に
現
在
は
、コ
ロ
ナ
禍
に
よ
っ

て
家
庭
の
経
済
的
事
情
が
進
学
に
影
響

す
る
ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
す
。
保
護
者
に

志
望
理
由
書
を
読
ん
で
も
ら
う
な
ど
し

て
、
生
徒
が
ど
の
よ
う
に
考
え
て
進
路

を
決
め
よ
う
と
し
て
い
る
の
か
を
、
十

分
に
理
解
し
て
も
ら
う
こ
と
が
ま
す
ま

す
重
要
に
な
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

菅
原
　
伝
統
校
の
強
み
は
、
大
学
合
格

や
教
科
学
力
向
上
に
向
け
た
指
導
ス

ト
ー
リ
ー
が
確
立
さ
れ
て
い
る
こ
と
で

す
。
そ
れ
に
、
時
代
の
変
化
に
応
じ
た

新
た
な
視
点
を
組
み
込
む
こ
と
で
、
こ

れ
か
ら
の
高
校
教
育
が
形
作
ら
れ
て
い

く
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
様
々
な

改
革
が
進
む
今
こ
そ
、
自
校
が
積
み
重

ね
て
き
た
指
導
か
ら
、
新
し
い
教
育
に

つ
な
げ
ら
れ
る
も
の
を
見
い
だ
す
べ
き

で
し
ょ
う
。
生
徒
が
描
く
「
マ
イ
・
ス

ト
ー
リ
ー
」
は
、
一
人
ひ
と
り
の
18
年

間
の
か
け
が
え
の
な
い
物
語
で
す
。
人

生
の
支
え
と
な
る
「
マ
イ
・
ス
ト
ー

リ
ー
」
を
、
生
徒
と
と
も
に
形
作
る
指

導
や
支
援
を
大
切
に
し
て
い
き
ま
す
。

西
郡
　
本
日
の
お
話
を
通
し
て
、
高
校

の
先
生
方
の
熱
心
な
指
導
や
支
援
に

よ
っ
て
、
現
在
の
高
校
生
が
し
っ
か
り

と
将
来
を
念
頭
に
置
い
て
大
学
を
目
指

し
て
い
る
こ
と
を
再
認
識
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
た
だ
教
え
ら
れ
る
だ
け

の
自
分
か
ら
、自
ら
学
び
を
創
り
出
し
、

深
め
る
自
分
へ
と
変
わ
る
に
は
、
多
様

な
課
題
に
取
り
組
み
、
そ
の
中
で
失
敗

を
経
験
す
る
こ
と
も
大
切
で
し
ょ
う
。

そ
う
し
た
経
験
も
糧
に
、
成
長
の
軌
跡

を
「
マ
イ
・
ス
ト
ー
リ
ー
」
と
し
て
生

き
生
き
と
語
る
こ
と
が
で
き
る
生
徒
を

育
て
て
い
た
だ
き
た
い
で
す
。

谷
本
　
こ
れ
か
ら
の
進
路
指
導
で
求
め

ら
れ
る
生
徒
支
援
の
視
点
が
明
確
に
見

え
て
き
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。
本
日
は

ど
う
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

岩
手
県
立
福
岡
高
校

長
岡
拓
郎 

な
が
お
か
・
た
く
ろ
う

教
員
歴
10
年
。
同
校
に
赴
任
し
て
３
年
目
。
教
務
課
。

３
学
年
担
任
。

茨
城
県
立
水
海
道
第
一
高
校

菅
原
冬
樹 

す
が
わ
ら
・
ふ
ゆ
き

教
員
歴
25
年
。
同
校
に
赴
任
し
て
５
年
目
。
進
路
指

導
主
事
。

大
分
県
立
大
分
豊
府
中
学
校
・
高
校

中
原
久
典 

な
か
は
ら
・
ひ
さ
の
り

教
員
歴
22
年
。
同
校
に
赴
任
し
て
18
年
目
。
進
路
領

域
主
任
。

◎
学
校
概
要

設
立
　
１
９
０
１
（
明
治
34
）
年

形
態
　
全
日
制
／
普
通
科
／
共
学

生
徒
数
　
１
学
年
約
１
５
０
人

２
０
２
１
年
度
入
試
合
格
実
績
（
現
役
の
み
）　

国
公
立
大
は
、北
海
道
大
、弘
前
大
、岩
手
大
、東
北
大
、

秋
田
大
、宮
城
教
育
大
、福
島
大
な
ど
に
61
人
が
合
格
。

私
立
大
は
、
岩
手
医
科
大
、
青
山
学
院
大
、
中
央
大
、

明
治
大
な
ど
に
延
べ
62
人
が
合
格
。

◎
学
校
概
要

設
立
　
１
９
０
０
（
明
治
33
）
年

形
態
　
全
日
制
／
普
通
科
／
共
学

生
徒
数
　
１
学
年
約
２
８
０
人

２
０
２
１
年
度
入
試
合
格
実
績
（
現
役
の
み
）　

国
公
立
大
は
、
北
海
道
大
、
茨
城
大
、
筑
波
大
、
埼

玉
大
、
千
葉
大
、
東
京
学
芸
大
な
ど
に
88
人
が
合
格
。

私
立
大
は
、
青
山
学
院
大
、
慶
應
義
塾
大
、
明
治
大
、

立
教
大
、
早
稲
田
大
な
ど
に
延
べ
６
１
０
人
が
合
格
。

◎
学
校
概
要

設
立
　
１
９
８
６
（
昭
和
61
）
年

形
態
　
全
日
制
／
普
通
科
／
共
学

生
徒
数
　
１
学
年
約
２
４
０
人

２
０
２
１
年
度
入
試
合
格
実
績
（
現
役
の
み
）　

国
公
立
大
は
、
東
北
大
、
筑
波
大
、
お
茶
の
水
女
子

大
、
一
橋
大
、
京
都
大
、
大
阪
大
、
神
戸
大
、
九
州
大
、

大
分
大
な
ど
に
１
９
６
人
が
合
格
。
私
立
大
は
、
早

稲
田
大
、
立
命
館
大
な
ど
に
延
べ
２
０
７
人
が
合
格
。

フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー

ベ
ネ
ッ
セ
教
育
情
報
セ
ン
タ
ー

セ
ン
タ
ー
長

谷
本
祐
一
郎　

た
に
も
と
・
ゆ
う
い
ち
ろ
う

2021年度大学入試合格者の姿から考える「
志望をかなえる「マイ・ストーリー」
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北
海
道
登の

ぼ
り

別べ
つ

明あ
け

日び

中
等
教
育
学
校

は
、
２
０
１
４
年
度
に
文
部
科
学
省

「
ス
ー
パ
ー
グ
ロ
ー
バ
ル
ハ
イ
ス
ク
ー

ル
」、
19
年
度
に
同
「
地
域
と
の
協
働

に
よ
る
高
等
学
校
教
育
改
革
推
進
事
業

（
グ
ロ
ー
カ
ル
型
）」
の
指
定
を
受
け
る

な
ど
、
グ
ロ
ー
バ
ル
リ
ー
ダ
ー
の
育
成

を
目
指
し
た
教
育
を
展
開
し
て
い
る
。

　
そ
う
し
た
同
校
は
、
21
年
度
大
学
入

試
で
進
学
実
績
を
大
き
く
伸
ば
し
た
。

１
学
年
約
80
人
の
小
規
模
校
な
が
ら
、

国
公
立
大
学
合
格
者
数
は
前
年
度
比
３

を
知
る
こ
と
で
、
志
望
に
対
す
る
こ

だ
わ
り
を
持
た
せ
た
い
と
考
え
ま
し

た
。
そ
し
て
、
そ
の
こ
だ
わ
り
が
、
ど

う
す
れ
ば
他
者
に
伝
わ
る
も
の
に
な
る

の
か
、
生
徒
同
士
で
表
現
し
合
う
こ
と

を
通
じ
て
言
葉
を
磨
く
場
を
設
け
ま
し

た
。
そ
れ
が
結
果
的
に
、
学
校
推
薦
型

選
抜
、
総
合
型
選
抜
の
合
格
者
の
増
加

に
つ
な
が
っ
た
の
だ
と
思
い
ま
す
」

　
生
徒
は
ど
の
よ
う
に
し
て
自
身
の
成

長
や
志
望
校
へ
の
思
い
を
「
マ
イ
・
ス

ト
ー
リ
ー
」
と
し
て
表
現
で
き
る
よ
う

に
な
っ
て
い
っ
た
の
か
。
探
究
学
習
と

教
科
学
習
、
特
別
活
動
の
面
か
ら
見
て

い
く
。

　
同
校
の
探
究
学
習
は
、
４
年
次
に
グ

ル
ー
プ
に
よ
る
地
域
課
題
探
究
、
５
・

６
年
次
に
個
人
に
よ
る
キ
ャ
リ
ア
課
題

探
究
を
行
う
（
６
年
次
は
選
択
科
目
）。

　
生
徒
が
探
究
学
習
に
主
体
的
に
取
り

組
め
る
よ
う
に
、「
課
題
探
究
マ
ト
リ
ッ

ク
ス
」を
運
用
し
て
い
る
。「
○
○
の
課

題
を
知
る
」「
○
○
の
解
決
法
や
改
善
策

を
考
え
る
」な
ど
、Ａ
～
超
Ｄ
の
５
段

階
の
目
標
を
示
す
と
と
も
に
、探
究
の

過
程
を
、「
仮
説
を
立
て
る
」「
条
件
を

想
定
す
る
」「
効
果
検
証
」と
し
て
、各

割
増
の
33
人
。
特
に
、
学
校
推
薦
型
選

抜
、
総
合
型
選
抜
で
の
合
格
者
数
の
増

加
が
顕
著
で
あ
っ
た
。

　
生
徒
そ
れ
ぞ
れ
の
長
所
や
得
意
な
こ

と
を
生
か
し
て
、
行
き
た
い
大
学
に
挑

戦
さ
せ
る
の
が
、
同
校
の
進
路
指
導
の

方
針
だ
。
21
年
度
大
学
入
試
を
受
験
し

た
生
徒
も
、
探
究
学
習
を
通
じ
て
、
自

分
は
将
来
ど
の
よ
う
に
社
会
と
か
か
わ

り
た
い
の
か
を
突
き
詰
め
て
考
え
、
そ

の
実
現
の
た
め
に
6
年
間
で
培
っ
た
資

質
・
能
力
を
し
っ
か
り
認
識
で
き
て
い

た
と
、
20
年
度
６
年
次
の
年
次
主
任
を

務
め
た
小
島
啓
一
先
生
は
振
り
返
る
。

　「
自
分
の
関
心
や
様
々
な
社
会
課
題

志
望
校
へ
の
思
い
を
表
現
し
、
総
合
型

選
抜
で
合
格
を
果
た
す
生
徒
た
ち

探
究
学
習
・
教
科
学
習
・
特
別
活
動
に
お
け
る

徹
底
し
た
振
り
返
り
で
、自
己
を
把
握
す
る
力
を
高
め
る

北
海
道
登の

ぼ
り

別べ
つ

明あ
け

日び

中
等
教
育
学
校

北
海
道
登
別
明
日
中
等
教
育
学
校
で
は
、
探
究
学
習
や
教
科
学
習
、
特
別
活
動
な
ど
、
あ
ら
ゆ
る
教
育
活
動
に
お
い
て
、

リ
フ
レ
ク
シ
ョ
ン
シ
ー
ト
や
面
談
な
ど
に
よ
る
振
り
返
り
を
徹
底
し
て
行
い
、
生
徒
に
内
省
を
促
す
こ
と
で
、
自
己
を
把
握
す
る
力
の
向
上
に
努
め
て
い
る
。

そ
の
よ
う
に
し
て
、
将
来
の
目
標
を
明
確
に
し
た
生
徒
が
学
び
合
い
を
実
践
し
た
結
果
、
進
学
実
績
は
大
き
く
飛
躍
し
た
。

実践
事例

1

面
談
は
、
生
徒
に

内
面
を
言
語
化
さ
せ
る
場
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社
会
的
価
値
づ
け
を
す
る
こ
と
が
で
き

た
か
」「
失
敗
を
振
り
返
り
、
改
善
に

生
か
せ
た
か
」「
伴
走
の
先
生
（
生
徒

の
探
究
の
支
援
担
当
教
師
）
と
協
働
で

き
た
か
」な
ど
の
観
点
で
振
り
返
っ
た
。

生
徒
は
教
師
と
話
し
合
い
、「
計
画
性

と
企
画
力
、
情
報
収
集
力
な
ど
が
身
に

つ
い
た
」「
い
ざ
先
生
と
話
し
て
み
る

と
、
自
分
の
活
動
の
意
義
を
き
ち
ん
と

言
語
化
で
き
て
い
な
い
こ
と
に
気
が
つ

い
た
」
な
ど
と
、
自
身
の
成
長

や
改
善
点
を
記
す
。

　
探
究
学
習
の
進
捗
確
認
と
相

談
を
伴
走
役
の
教
師
と
行
う
面

談
も
、
生
徒
が
自
身
の
内
面
と

向
き
合
う
機
会
と
な
っ
て
い
る
。

面
談
で
教
師
が
最
も
大
切
に
し

て
い
る
の
が
、
生
徒
自
身
に
内

省
を
促
す
こ
と
だ
。
探
究
学
習

担
当
の
太
田
稔
先
生
は
、
次
の

よ
う
に
語
る
。

　「
面
談
は
生
徒
に
内
面
を
言
語

化
さ
せ
る
場
だ
と
、教
師
間
で

共
有
し
て
い
ま
す
。『
な
ぜ
、
そ

う
し
た
い
の
？
』『
な
ぜ
、そ
の

方
法
で
解
決
す
る
と
思
う
の
？
』

な
ど
と
、『
な
ぜ
』
を
繰
り
返
し

投
げ
か
け
る
こ
と
で
、
よ
り
深

い
探
究
へ
導
く
と
と
も
に
、
自
己
分

析
力
を
高
め
、『
マ
イ
・
ス
ト
ー
リ
ー
』

を
形
作
る
本
人
な
ら
で
は
の
言
葉
を
引

き
出
す
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
」

　
特
別
活
動
の
振
り
返
り
は
、
育
成
を

目
指
す
16
の
資
質・能
力
と
、そ
の
ル
ー

ブ
リ
ッ
ク
、
６
年
間
の
進
路
計
画
な
ど

を
１
冊
に
ま
と
め
た「
進
路
の
し
お
り
」

（
Ｐ
．12
図
２
）
を
使
っ
て
行
う
。
同
冊

子
で
は
、
大
学
訪
問
や
委
員
会
活
動
な

ど
、
活
動
ご
と
に
ペ
ー
ジ
を
設
け
、
活

動
の
目
的
と
内
容
、
身
に
つ
け
て
ほ
し

い
資
質
・
能
力
を
提
示
。
活
動
後
、
振

り
返
り
の
項
目
に
沿
っ
て
、
身
に
つ
け

て
ほ
し
い
資
質
・
能
力
を
４
段
階
で
自

己
評
価
し
、そ
の
結
果
を
記
入
す
る
。20

段
階
で
何
を
行
え
ば
よ
い
の
か
を
示
し

た
。
そ
の
マ
ト
リ
ッ
ク
ス
が
、課
題
設

定
か
ら
計
画
の
立
案
、実
践
、振
り
返

り
ま
で
を
行
う
上
で
の
指
標
と
な
る
。

　
振
り
返
り
は
、
主
に
年
２
回
、
リ
フ

レ
ク
シ
ョ
ン
シ
ー
ト
（
図
１
）
を
用
い

て
行
う
。
例
え
ば
、
５
年
次
の
中
間
発

表
後
に
は
、
自
身
の
成
長
や
社
会
貢
献

も
視
野
に
入
れ
て
、「
自
分
の
活
動
に

問1
ポートフォリオで、年度当初の探究深度の見通しを確認し、記入してください。
ここまでの探究は、探究マトリックスのどこまで達成できていますか。

問２
年度当初からの探究に向けたモチベーションの変化を答えてください。
1．わくわく（これは、やりたいことだよ！）
2．まあまあ（意味あることならば、やるか…）
3．しぶしぶ（できれば労力をかけずに仕上げたい）
4．いやいや（できればやりたくない…）

問３
探究を進める上での心の負担になっていたことは次のうちどれですか。あてはまるものすべて回答してください。
1．調べ学習からの解説（テーマ設定）
2．何に興味関心があるかわからない（テーマ設定）
3．自分でテーマを決めること「先生、テーマをください」（テーマ設定）
4．班のメンバーとの協力（グループワーク）
5．校外の方との協力（フィールドワーク）
6．探究が深まるのか（発表の内容）
7．人前での発表（発表の仕方）

問４
探究に対するイメージは、年度当初と比べてどのように変わりましたか。

〇 A ～超 D どの軸からはじめてもかまいません。課題意識と現状分析を同時に進めていけば、いきなり D からでも始められます。 
〇 【B- ４】が秋の発表会で求める水準です。（「求める水準」なので、進める人は C や D に進みましょう）  

〇 FW（フィールドワーク）は校外の方と関わること以外に、実験も OK です。専門家の指導の下であれば実験室もフィールドです。 

進
路
指
導
部

寺
沢
英
幸　

て
ら
さ
わ
・
ひ
で
ゆ
き

教
職
歴
19
年
。同
校
に
赴
任
し

て
４
年
目
。地
理
歴
史
・
公
民
科
。

地
域
協
働
・
探
究
学
習
担
当

太
田
稔　

お
お
た
・
み
の
る

教
職
歴
19
年
。
同
校
に
赴
任
し

て
４
年
目
。
国
語
科
。

前
6
年
次
主
任

小
島
啓
一　

こ
じ
ま
・
け
い
い
ち

教
職
歴
26
年
。
同
校
に
赴
任
し

て
７
年
目
。
英
語
科
。

2019 年度　５回生「リフレクションシート」図 １

※学校資料を基に編集部で作成。

左図はシートの
１枚目で、探究
学習の目標と、
探究の過程を示
したマトリック
スなどを記載。
下 図 は ２ 枚 目
で、探究学習に
ついて、下級生
へのメッセージ
を記入する欄を
設けている。そ
うした問いかけ
を す る と、「 生
徒は素直に自分
と向き合って、
探究についての
思いを表現する
ようになる」（太
田先生）と言う。

当初 問 1　実際

調査６
Ｃ探究に関連したことで、下級生へのメッセージがあれば自由に記述してください。
そのまま使いたいのでペンで書いてください。（鉛筆やシャープペンシルの字は薄くて写らないのです…）

4．探究やプロジェクトを使わない方法で進路を決める（一般入試、スポーツ推薦など）
5．探究やプロジェクトをアピールする方法での進路実現も考えている（推薦・ＡＯなどと一般の併用）
6．探究やプロジェクトをアピールする方法での進路実現しか考えていない（推薦・ＡＯで勝負）

調査５

設
立
　 

２
０
０
７
（
平
成
19
）
年

形
態
　
全
日
制
／
普
通
科
／
共
学

生
徒
数
　
１
学
年
約
80
人

２
０
２
１
年
度
入
試
合
格
実
績
（
現
浪
計
）　
国
公
立

大
は
、
旭
川
医
科
大
、
電
気
通
信
大
、
東
京
学
芸
大
、

東
京
大
、
金
沢
大
、
岐
阜
大
、
大
阪
大
、
神
戸
大
、

札
幌
医
科
大
な
ど
に
33
人
が
合
格
。
私
立
大
は
、
北

海
道
医
療
大
、
東
京
理
科
大
、
法
政
大
、
立
教
大
、

立
命
館
大
、
関
西
学
院
大
な
ど
に
延
べ
99
人
が
合
格
。

教
科
学
習
の
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
で

「
関
心
・
意
欲
・
態
度
」を
評
価

学
校
概
要

2019年度　Ｌ探究Ｃ探究共通　リフレクションシート
ＡＫＢ　課題探究マトリックス（2019 年度 ver1.0）

課題を発見できていれば、
B や C に進める。 C や D へ進める。 検証を踏まえつつ、

D へ進む。 次なるプロジェクトへ！ 何度でもできる！
勉強も部活も PBL に！

▲ ▲ ▲ ▲ ▲

4 検証 仮説や条件とずれた原因
を考える。

仮説・条件と調査結果か
ら問いを深める。

仮説・条件と調査結果か
ら、できることできないこ
と・急ぐこと時間がかかる
ことなどを分析。

仮説の通りの成果が得ら
れたか、次にできること
は何か分析し、超 D へ。

仮説の通りの成果が得ら
れたか、次にできること
は何か分析し、超 D へ。

3 FW
調査

インタビュー調査や実験
により、情報を集める。

仮説・条件がその通りか
どうか確認する。

調査しながら考えを提案
し、仮説・条件がその通
りか確認する。

プロジェクト実行！！ プロジェクト実行！！

2 条件を
想定する

どこを・誰に・何を調査す
れば分かるか考える。

仮説のようになっている
原因や条件を想定する。
検証先を考える。

クリアするため の 条 件、
現時点でできていない要
因を想定する。

実現の条件、乗り越える
壁、協力すべき人、いつ
までに何をするか、を想
定する。

実現の条件、乗り越える
壁、協力すべき人、いつ
までに何をするか、を想
定する。

1
仮説（問
い）を立

てる

文 献 調 査（ 本・web） を
行い、文献で分からない
ことを整理する。

うまくいっている／うまく
いっていない／必要ない　
など

△△をクリアすれば〇〇
は改善できる（もっとよく
なる）

〇〇改善に向けて、自分
にできるのは□□だ

〇〇改善に向けて、自分
にできるのは□□だ

↑
探究ループ ゴール 〇〇について知

る ゴール 〇〇の課題を知
る ゴール 〇〇の解決法や

改善策を考える ゴール 自分たちでできる
ことを実行する ゴール 自分たちの実践を

さらに超える！！

↑
探
究
深
度

課題発見 アクションプランを提案 
プロジェクトを企画

アクション
プロジェクトを実行

複数回プロジェクト実行
ヒーロー予備軍！

A B C D 超 D

調べ学習（探究ではない…） 他人ごと課題研究 自分ごと課題研究

「こんなことがわかりました」
がゴールの課題研究。

現状を分析して改善策を提案している
が、「誰かがやってよ」で終わる課題
研究。自分の行動まで進まない。

自分たちができること・やりたいことを考えて（主
体的）、誰かと協力し（対話的）、次 と々やりたいこ
とが深まっていく（深い）。ここまで行けば探究。

問４

2021年度大学入試合格者の姿から考える「
志望をかなえる「マイ・ストーリー」
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年
度
に
６
年
次
担
任
を
務
め
た
進
路
指

導
部
の
寺
沢
英
幸
先
生
は
、こ
う
語
る
。

　「
記
入
時
に
生
徒
に
注
意
し
た
の
は
、

活
動
と
資
質
・
能
力
の
関
係
性
に
つ

い
て
で
す
。『
□
□
の
活
動
を
通
じ
て

〇
〇
力
が
伸
び
た
』
と
い
う
よ
う
に
、

自
身
の
成
長
を
経
験
と
結
び
つ
け
な
が

ら
評
価
す
る
習
慣
を
身
に
つ
け
て
ほ
し

い
と
考
え
ま
し
た
」　

　
教
科
学
習
の
振
り
返
り
で
は
、
例
え

ば
、
太
田
先
生
は
、
担
当
教
科
の
国
語

の
授
業
で
、
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
を
活
用

し
て
自
己
の
学
び
の
現
状
を
把
握
さ
せ

て
い
る
（
図
3
）
と
言
う
。

　「
学
力
を
高
め
る
た
め
に
は
、自
分
に

足
り
な
い
点
や
つ
ま
ず
い
て
い
る
点
を

客
観
的
に
捉
え
て
、学
習
の
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ

サ
イ
ク
ル
を
回
す
こ
と
が
重
要
で
す
。

そ
の
た
め
に
、目
標
と
そ
の
達
成
状
況
、

そ
し
て
課
題
を
視
覚
化
す
る
仕
組
み
が

必
要
だ
と
考
え
ま
し
た
」

　
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
は
、G

oogle

フ
ォ
ー
ム
（
＊
）
を
使
っ
て
科
目
ご
と

に
記
録
す
る
。
年
度
始
め
に
、「
自
分

の
言
葉
で
根
拠
を
述
べ
ら
れ
る
よ
う
に

す
る
」
な
ど
と
、
自
分
の
学
習
目
標
を

立
て
た
上
で
、
定
期
考
査
や
長
期
休
業

中
の
家
庭
学
習
な
ど
の
取
り
組
み
に
つ

い
て
、計
画
と
振
り
返
り
を
記
入
す
る
。

　
同
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
は
、「
関
心
・

意
欲
・
態
度
」
の
評
価
対
象
で
も
あ
る
。

例
え
ば
、
学
習
計
画
に
つ
い
て
は
、「
定

期
考
査
の
１
週
間
前
ま
で
に
学
習
ノ
ー

ト
を
完
成
さ
せ
る
」
な
ど
と
、「
何
を
、

い
つ
ま
で
に
、
ど
れ
だ
け
取
り
組
む
の

か
」
ま
で
を
書
け
る
と
、
最
良
の
Ａ
評

価
と
な
る
。「
Ｘ
を
終
え
た
ら
Ｙ
を
す

る
」「
１
日
５
つ
単
語
を
覚
え
る
」な
ど
、

期
限
を
区
切
っ
て
い
な
か
っ
た
り
、
全

体
を
見
通
せ
て
い
な
か
っ
た
り
す
る
計

画
は
、
Ｂ
ま
た
は
Ｃ
評
価
と
な
る
。

　
振
り
返
り
は
、
計
画
通
り
に
実
行
で

き
た
か
ど
う
か
を
５
段
階
で
自
己
評
価

す
る
。
た
だ
し
、「
や
り
き
れ
な
か
っ

た
」
を
選
ん
だ
か
ら
と
い
っ
て
、
教
師

の
評
価
が
低
く
な
る
わ
け
で
は
な
い
。

「
余
裕
を
持
っ
て
提
出
物
を
出
す
」「
優

先
順
位
を
整
理
す
る
」
な
ど
と
、
具
体

的
な
改
善
策
を
書
け
て
い
れ
ば
Ａ
評
価

と
な
り
、改
善
策
が
抽
象
的
だ
っ
た
り
、

矛
盾
点
が
あ
っ
た
り
す
る
と
、
Ｂ
ま
た

は
Ｃ
評
価
に
な
る
。

　「
自
分
の
学
習
を
客
観
視
し
て
、
計

画
通
り
に
で
き
た
こ
と
、
で
き
な
か
っ

た
こ
と
を
振
り
返
り
、
次
の
学
習
に
向

け
た
方
針
や
見
通
し
を
言
語
化
す
る
こ

と
を
重
視
し
て
い
ま
す
」（
太
田
先
生
）

　
６
年
間
に
わ
た
る
生
徒
の
学
び
と
将

来
の
夢
を
つ
な
げ
る
結
節
点
と
な
る
の

が
、
６
年
次
に
行
う
「
学
び
の
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」
だ
。
人
生
を
か
け
て
実
現

し
た
い
「
大
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
掲
げ
、

そ
の
実
現
に
近
づ
く
た
め
の
「
中
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」
を
高
校
卒
業
後
の
進
学
先

ポートフォリオは、成長した力・しなかった力
を認識し、学習改善につなげることを意識し
て書かせるようにしている。
※学校資料を抜粋して掲載。

「進路のしおり」身につけさせたい資質・能力のルーブリック、大学訪問のポートフォリオ（抜粋）図 2

「
学
び
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
で

キ
ャ
リ
ア
の
展
望
を
ス
ト
ー
リ
ー
化

＊　アンケートの作成とともに、そのアンケートの集計や分析を行えるオンラインツール。
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で
ど
の
よ
う
な
研
究
を
行
う
こ
と
で
形

に
し
よ
う
と
考
え
て
い
る
の
か
、
生
徒

が
発
表
し
合
う
。
例
え
ば
、
観
光
学
部

を
志
望
す
る
生
徒
は
、
次
の
よ
う
な
趣

旨
の
発
表
を
し
た
。

　「
自
分
は
興
味
の
あ
る
こ
と
が
多
す

ぎ
て
、
６
回
生
ま
で
に
志
望
を
１
つ
に

絞
れ
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
、
幅
広
い
分

野
を
学
べ
る
社
会
学
に
注
目
す
る
と
と

も
に
、
地
域
や
観
光
を
テ
ー
マ
に
取
り

組
ん
だ
５・
６
年
次
の
探
究
学
習
の
経

験
を
生
か
せ
る
観
光
学
部
を
志
望
す
る

こ
と
に
し
た
。
ま
た
、
１
年
次
か
ら
地

域
社
会
や
グ
ロ
ー
バ
ル
化
、
外
国
語
に

つ
い
て
学
ん
で
き
た
経
験
を
踏
ま
え
、

国
際
教
育
に
力
を
入
れ
て
い
る
大
学
を

志
望
す
る
こ
と
に
し
た
。
進
学
後
は
、

地
域
と
世
界
の
つ
な
が
り
に
つ
い
て
研

究
し
、
地
域
の
文
化
や
伝
統
を
グ
ロ
ー

バ
ル
に
発
信
し
て
い
き
た
い
」

　
そ
の
よ
う
に
、
自
身
の
学
び
を
振
り

返
り
、
関
心
や
適
性
、
経
験
を
踏
ま
え

て
、
志
望
す
る
学
問
分
野
や
大
学
を
考

え
、
高
校
生
活
と
大
学
で
の
学
び
を
つ

な
げ
た
キ
ャ
リ
ア
の
展
望
を
一
人
ひ
と

り
が
語
っ
た
。

　
６
年
次
の
９
月
か
ら
は
、
週
１
回
、

主
体
的
で
対
話
的
な
生
徒
同
士
の
学
び

合
い
に
よ
る
希
望
進
路
実
現
に
向
け
た

グ
ル
ー
プ
活
動
「
校
内
ア
ゴ
ラ
」
を
実

施
し
た
。
学
び
を
深
め
た
い
テ
ー
マ
が

近
い
生
徒
同
士
で
グ
ル
ー
プ
を
組
み
、

計
画
を
立
て
、
活
動
を
行
っ
た
。

　
例
え
ば
、
表
現
力
の
向
上
に
取
り
組

ん
だ
グ
ル
ー
プ
で
は
、
メ
ン
バ
ー
が
大

学
入
試
に
向
け
て
作
成
し
た
、
自
身
の

活
動
の
紹
介
動
画
を
視
聴
し
、
ほ
か
の

メ
ン
バ
ー
が
「
志
望
動
機
が
弱
い
」
な

ど
と
助
言
。
既
に
合
格
が
決
ま
っ
て
い

た
生
徒
も
参
加
し
、
こ
れ
か
ら
入
試
に

臨
む
生
徒
に
助
言
し
て
い
た
と
い
う
。

個
別
学
力
検
査
の
過
去
問
題
を
題
材
に

学
び
合
い
を
実
践
し
た
グ
ル
ー
プ
で

は
、
事
前
に
各
自
で
取
り
組
ん
だ
問
題

に
つ
い
て
、
生
徒
同
士
で
解
説
し
合
っ

た
り
、
別
解
を
出
し
合
っ
た
り
し
た
。
　

　「
自
分
と
近
い
目
標
を
持
つ
仲
間
が
、

ど
ん
な
思
い
で
入
試
に
臨
も
う
と
し
て

い
る
の
か
、
自
己
実
現
を
図
ろ
う
と
し

て
い
る
の
か
を
知
り
、
刺
激
を
受
け
て

い
た
よ
う
で
す
。
切
磋
琢
磨
す
る
雰
囲

気
も
醸
成
さ
れ
て
い
た
よ
う
に
思
い
ま

す
」（
寺
沢
先
生
）

　
徹
底
し
た
振
り
返
り
と
内
省
に
よ
っ

て
自
己
を
把
握
し
、「
マ
イ
・
ス
ト
ー

リ
ー
」を
語
れ
る
生
徒
が
協
働
し
て
力

を
高
め
合
っ
た
成
果
は
、冒
頭
に
述
べ

た
21
年
度
大
学
入
試
の
結
果
に
表
れ
た
。

　「
自
分
の
関
心
や
将
来
実
現
し
た
い

こ
と
を
踏
ま
え
て
学
部
・
学
科
選
び
が

で
き
た
こ
と
が
、
総
合
型
選
抜
で
評
価

さ
れ
る
と
と
も
に
、
一
般
選
抜
の
受
験

者
の
学
習
意
欲
の
維
持
に
も
つ
な
が

り
、
最
後
ま
で
志
望
を
貫
く
こ
と
が
で

き
ま
し
た
」（
小
島
先
生
）

　
今
後
の
課
題
は
、
生
徒
一
人
ひ
と
り

の
将
来
像
に
、
よ
り
合
致
し
た
大
学
・

学
部
選
び
を
支
援
す
る
こ
と
だ
。

　「
将
来
の
目
標
と
、
大
学
・
学
問
と

の
接
続
が
ま
だ
弱
い
と
感
じ
て
い
ま

す
。
自
己
理
解
を
深
め
、
目
標
が
明
確

で
も
、
学
部
・
学
科
の
情
報
が
不
足
し
、

ミ
ス
マ
ッ
チ
が
起
こ
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
自
分
が
関
心
の
あ
る
社
会
課
題
を

研
究
す
る
た
め
に
は
、
ど
の
学
問
を
学

べ
ば
よ
い
の
か
と
い
っ
た
点
は
も
ち
ろ

ん
、
生
徒
が
具
体
的
な
学
科
名
や
教
授

名
ま
で
挙
げ
ら
れ
る
よ
う
に
、
支
援
し

て
い
き
ま
す
」（
太
田
先
生
）

国語科「現代文Ｂ」のポートフォリオ（抜粋）図 3

※学校資料を抜粋して掲載。
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茨
城
県
屈
指
の
進
学
校
の
１
つ
で
あ

る
私
立
江
戸
川
学
園
取
手
中
・
高
校
は
、

コ
ロ
ナ
禍
の
中
、
２
０
２
１
年
度
大
学

入
試
に
お
い
て
、
さ
ら
に
大
き
く
進
学

実
績
を
伸
ば
し
た
。
東
京
大
学
合
格
者

５
人
に
加
え
、
筑
波
大
学
医
学
類
合
格

者
７
人
は
５
年
連
続
全
国
１
位
。
医
学

部
医
学
科
合
格
者
数
は
１
１
１
人
と
、

同
校
の
過
去
最
高
を
記
録
し
た
。
進
学

実
績
が
伸
び
た
要
因
は
、
生
徒
の
主
体

性
に
あ
る
。

　
こ
の
５
年
間
、
同
校
は
生
徒
に
主
体

や
志
を
持
た
せ
る
こ
と
だ
。
進
路
指
導

部
部
長
で
医
科
コ
ー
ス
担
任
の
熊く

ま

代し
ろ

淳あ
つ
し

先
生
は
、
次
の
よ
う
に
説
明
す
る
。

　「
目
標
と
現
状
の
ギ
ャ
ッ
プ
が
ど
れ

く
ら
い
あ
る
か
が
分
か
ら
な
け
れ
ば
、

自
分
で
学
習
や
生
活
を
改
善
し
よ
う
と

い
っ
た
主
体
性
は
生
ま
れ
ま
せ
ん
。
将

来
し
た
い
こ
と
は
何
か
、
そ
れ
を
実
現

さ
せ
る
た
め
に
ど
の
大
学
・
学
部
で
何

を
学
ぶ
の
か
、
目
標
の
大
学
に
入
る
た

め
に
必
要
な
学
力
は
身
に
つ
い
て
い
る

の
か
、
不
十
分
な
場
合
は
そ
の
ギ
ャ
ッ

プ
を
埋
め
る
た
め
に
何
を
す
れ
ば
よ
い

の
か
─
。
生
徒
の
主
体
性
を
引
き
出

す
上
で
ま
ず
必
要
な
の
が
、
夢
や
目
標

を
持
た
せ
る
こ
と
で
す
。
大
き
な
目
標

を
描
か
せ
る
こ
と
で
、
志
望
校
へ
の
こ

だ
わ
り
が
生
ま
れ
、
そ
れ
は
受
験
勉
強

を
乗
り
越
え
る
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
も

な
る
の
で
す
」（
熊
代
先
生
）

　
夢
へ
と
向
か
う
生
徒
の
志
を
育
む

上
で
教
師
が
大
切
に
し
て
い
る
の
が
、

「『
き
っ
か
け
』
を
『
動
機
』
に
変
え
る

た
め
の
手
助
け
」
で
あ
る
。

　「
例
え
ば
、
医
科
コ
ー
ス
の
生
徒
は
、

医
師
に
な
る
と
い
う
希
望
を
持
っ
て

い
ま
す
が
、
生
徒
の
話
を
よ
く
聞
い
て

み
る
と
、
医
師
に
な
り
た
い
と
思
っ

た
『
き
っ
か
け
』
は
あ
っ
て
も
、
何
と

し
て
も
そ
れ
を
実
現
さ
せ
た
い
と
い
う

性
を
育
成
す
る
指
導
を
模
索
し
て
き

た
。
そ
れ
は
、
こ
れ
ま
で
同
校
が
重
視

し
て
き
た
「
手
厚
い
指
導
」
か
ら
の
転

換
の
必
要
性
を
、
誰
よ
り
も
教
師
が
感

じ
て
い
た
か
ら
だ
。
か
つ
て
は
大
量
の

宿
題
・
課
題
を
与
え
、
長
期
休
業
中
も

ほ
ぼ
毎
日
登
校
さ
せ
て
生
徒
を
支
え
て

き
た
同
校
だ
っ
た
が
、
５
年
前
、
竹
澤

賢
司
前
校
長
が
「Society 5.0

」
を
見

据
え
た
学
校
改
革
を
提
唱
。
自
ら
価
値

を
創
造
す
る
人
材
の
育
成
の
た
め
に
、

管
理
型
の
教
育
を
改
め
、
生
徒
の
主
体

性
を
伸
ば
す
指
導
へ
と
舵
を
切
っ
た
。

　
生
徒
の
主
体
性
を
育
む
た
め
に
教
師

が
重
視
し
て
い
る
の
が
、
生
徒
に
目
標

志
を
高
め
る
に
は「
き
っ
か
け
」
を

「
動
機
」
に
変
え
る
こ
と
が
大
切

志
望
の
「
き
っ
か
け
」
を
「
動
機
」に
変
え
、

目
標
と
現
実
と
の
ギ
ャ
ッ
プ
を
埋
め
る
ス
ト
ー
リ
ー
を
描
く

茨
城
県
・
私
立
江
戸
川
学
園
取と

り

手で

中・高
校

茨
城
県
・
私
立
江
戸
川
学
園
取
手
中
・
高
校
で
は
、
近
年
、
生
徒
の
主
体
性
を
引
き
出
す
指
導
に
力
を
入
れ
て
き
た
。
生
徒
に
目
標
を
持
た
せ
る
と
と
も
に
、

目
標
と
現
実
と
の
ギ
ャ
ッ
プ
を
ど
う
埋
め
る
の
か
を
考
え
、
そ
の
解
決
策
を
実
行
す
る
こ
と
を
通
じ
て
、
自
律
的
に
成
長
す
る
力
を
伸
ば
し
て
い
る
。

ま
た
、
多
様
な
体
験
の
中
で
得
た
気
づ
き
を
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
さ
せ
る
こ
と
で
、
自
身
の
課
題
を
客
観
的
に
捉
え
る
力
も
育
成
し
て
い
る
。

実践
事例

2
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か
を
伝
え
よ
う
と
す
る
た
め
、未
来
形

の
表
現
が
多
く
な
る
と
、進
路
指
導
部

副
部
長
の
野
村
峻し

ゅ
ん

先
生
は
説
明
す
る
。

　「
志
望
校
へ
の
強
い
憧
れ
を
持
っ
て

い
て
も
、
志
望
動
機
を
明
確
に
言
え
な

い
生
徒
は
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
志
望

し
た
き
っ
か
け
と
大
学
の
学
部
・
学
科

で
学
ぶ
内
容
、
将
来
の
夢
を
一
本
の
線

の
上
に
乗
せ
て
、
自
分
の
幹
を
作
っ
て

い
く
こ
と
が
大
切
だ
と
、
生
徒
に
伝
え

て
い
ま
す
。
過
去
の
自
分
の
経
験
や
思

い
を
整
理
し
、
大
学
で
ど
の
よ
う
に
成

長
し
、
社
会
と
ど
の
よ
う
に
か
か
わ
っ

て
い
く
の
か
。一
本
筋
の
通
っ
た
ス
ト
ー

リ
ー
を
構
築
す
る
手
助
け
を
す
る
こ
と

が
教
師
の
役
割
だ
と
考
え
て
い
ま
す
」

　
同
校
で
は
、
生
徒
が
夢
や
目
標
を
見

つ
け
ら
れ
る
よ
う
、
体
験
の
機
会
を
数

多
く
設
け
て
い
る
。も
と
も
と
同
校
は
、

「
心
豊
か
な
リ
ー
ダ
ー
の
育
成
」
を
教

育
理
念
に
掲
げ
て
、「
心
力
・
学
力
・

体
力
の
三
位
一
体
の
教
育
」
を
実
践
し

て
お
り
、
特
に
「
心
力
」
を
高
め
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
、
学
校
行
事
を
充
実

さ
せ
て
き
た
。
例
え
ば
、
医
科
コ
ー
ス

で
は
、「
き
っ
か
け
」
を
「
動
機
」
に

変
え
て
い
く
た
め
に
、
現
役
の
医
師
や

研
究
者
の
講
演
会
、
病
院
実
習
な
ど
を

頻
繁
に
行
い
、
生
徒
が
将
来
を
具
体
的

に
考
え
ら
れ
る
よ
う
に
し
て
い
る
。

　
加
え
て
近
年
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
や
コ
ン
テ
ス
ト
な
ど
、
校
外
活
動
へ

の
参
加
も
勧
め
て
い
る
。
参
加
者
募
集

が
あ
る
度
に
「Classi

」（
＊
）
で
全
生

徒
に
知
ら
せ
て
、
参
加
し
た
活
動
に
つ

い
て
は
、「Classi

」
の
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ

オ
に
入
力
さ
せ
て
、
通
知
表
や
調
査
書

に
反
映
し
て
い
る
。
地
域
で
の
フ
ー
ド

ロ
ス
の
軽
減
活
動
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や

起
業
ア
イ
デ
ア
コ
ン
テ
ス
ト
、
科
学
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
な
ど
、
活
動
は
多
種
多
様

で
、
１
学
期
間
に
複
数
の
活
動
に
参
加

す
る
生
徒
も
い
る
と
い
う
。

　
そ
れ
ら
の
体
験
は
、
学
校
推
薦
型
選

抜
や
総
合
型
選
抜
の
た
め
で
は
な
く
、

あ
く
ま
で
目
標
探
し
や
志
の
向
上
な

ど
、
そ
の
生
徒
な
ら
で
は
の
「
マ
イ
・

ス
ト
ー
リ
ー
」を
形
成
す
る
た
め
の「
原

体
験
づ
く
り
」
の
場
と
い
う
の
が
、
同

校
の
ス
タ
ン
ス
だ
。
商
品
開
発
の
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
学
習
を
通
じ
て
「
人
を
喜
ば

せ
た
い
」
と
い
う
自
分
の
価
値
観
に
気

づ
く
、
あ
る
い
は
、
海
外
留
学
を
通
じ

て
「
グ
ロ
ー
バ
ル
に
活
躍
し
た
い
」
と

い
っ
た
志
を
育
む
。
体
験
を
通
じ
て
、

「
人
や
社
会
の
た
め
に
働
く
」
と
い
っ

た
気
持
ち
を
育
む
の
も
ね
ら
い
だ
。

　「
将
来
、
お
金
を
稼
い
で
高
級
車
に
乗

り
た
い
と
い
っ
た
利
己
的
な
目
標
も
、

確
か
に
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
は
な
り
ま

す
が
、
自
分
が
我
慢
す
れ
ば
、
諦
め
る

こ
と
も
で
き
る
弱
い
動
機
で
す
。一
方
、

『
子
ど
も
を
救
う
た
め
に
、
小
児
医
療

に
貢
献
し
た
い
』
と
い
っ
た
利
他
的
な

目
標
は
、
簡
単
に
は
取
り
下
げ
ら
れ
な

い
も
の
で
す
。
受
験
勉
強
が
最
も
苦
し

い
時
、
諦
め
ず
に
粘
り
強
く
取
り
組
む

た
め
に
は
、
揺
る
ぎ
の
な
い
目
標
を
掲

げ
る
こ
と
が
と
て
も
大
切
な
こ
と
だ
と

思
い
ま
す
。
多
様
な
体
験
は
、
自
分
と

社
会
と
の
接
点
を
見
つ
け
る
上
で
も
意

義
が
大
き
い
と
考
え
て
い
ま
す
」

（
熊
代
先
生
）

　
多
様
な
体
験
を
通
じ
て
得
た
気
づ
き

を
「
マ
イ
・
ス
ト
ー
リ
ー
」
の
軸
と
な

る
目
標
や
志
と
し
て
結
実
さ
せ
る
た
め

『
動
機
』
を
持
っ
て
い
な
い
こ
と
が
少

な
く
あ
り
ま
せ
ん
。『
き
っ
か
け
』
を

実
際
の
行
動
に
つ
な
げ
て
、
志
望
校
合

格
ま
で
に
立
ち
は
だ
か
る
壁
を
乗
り
越

え
て
い
く
た
め
に
は
、
自
分
が
未
来

に
ど
う
な
っ
て
い
た
い
の
か
と
い
っ
た

『
動
機
』
が
必
要
だ
と
、
生
徒
に
伝
え

て
い
ま
す
」（
熊
代
先
生
）

　「
き
っ
か
け
」で
止
ま
っ
て
い
る
生
徒

は
、
志
望
理
由
書
の
中
で
使
わ
れ
て
い

る
動
詞
が
過
去
形
に
終
始
し
て
い
る
の

に
対
し
、「
動
機
」
を
持
っ
て
い
る
生

徒
は
、自
分
が
大
学
で
何
を
し
た
い
の

＊　株式会社ベネッセホールディングスとソフトバンク株式会社の合弁会社である Classi 株式会社が提供する、学校教育での ICT 活用を総合的に支援するサービス。

進
路
指
導
部
部
長

医
科
コ
ー
ス
担
任

熊
代
淳
く
ま
し
ろ
・
あ
つ
し

教
職
歴
16
年
。
同
校
に
赴
任
し

て
９
年
目
。
数
学
科
。

進
路
指
導
部
副
部
長

東
大
コ
ー
ス
担
任

野
村
峻
の
む
ら
・
し
ゅ
ん

教
職
歴
10
年
。
同
校
に
赴
任
し
て

６
年
目
。
社
会
科
（
地
理
）。

設
立
　 

１
９
７
８
（
昭
和
53
）
年

形
態
　
全
日
制
／
普
通
科
／
共
学

生
徒
数
　
１
学
年
４
４
０
人

２
０
２
１
年
度
入
試
合
格
実
績
（
現
浪
計
）　
国
公
立

大
は
、
北
海
道
大
、
東
北
大
、
東
京
工
業
大
、
東
京

大
、
名
古
屋
大
、
大
阪
大
な
ど
に
１
２
７
人
が
合
格
。

私
立
大
は
、
青
山
学
院
大
、
慶
應
義
塾
大
、
上
智
大
、

中
央
大
、
法
政
大
、
明
治
大
、
立
教
大
、
早
稲
田
大

な
ど
に
延
べ
１
５
０
３
人
が
合
格
。

目
標
探
し
や
志
の
向
上
の
た
め
、

多
様
な
体
験
の
機
会
を
提
供

定
期
的
な
振
り
返
り
を
通
じ
て

自
分
の
価
値
観
に
気
づ
か
せ
る

学
校
概
要

2021年度大学入試合格者の姿から考える「
志望をかなえる「マイ・ストーリー」
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に
は
、
頻
繁
な
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
に
よ
る

振
り
返
り
が
重
要
に
な
る
。

　
同
校
で
は
、
中
学
１
～
３
年
次
は
道

徳
の
時
間
で
、
高
校
１
～
３
年
次
は
Ｌ

Ｈ
Ｒ
の
中
で
月
１
回
、
自
分
の
考
え
を

言
語
化
す
る
活
動
を
行
っ
て
い
る
。
生

徒
は
、Ｂ
５
判
の
ノ
ー
ト
１
ペ
ー
ジ
に
、

テ
ー
マ
に
つ
い
て
の
感
想
や
考
え
を
書

い
て
提
出
。
担
任
は
、
ク
ラ
ス
全
員
の

ノ
ー
ト
を
見
て
コ
メ
ン
ト
を
返
す
。

　
Ｌ
Ｈ
Ｒ
の
テ
ー
マ
は
、「
心
力
」
の

育
成
に
か
か
わ
る
も
の
を
担
任
が
自
由

に
考
え
る
。
例
え
ば
、
熊
代
先
生
の
ク

ラ
ス
で
は
、
今
年
５
月
に
、「
マ
ズ
ロ
ー

の
欲
求
階
層
説
」
に
基
づ
い
て
、
高
尚

な
目
的
や
使
命
感
を
強
く
持
て
ば
持
つ

ほ
ど
、
受
験
に
向
か
う
気
持
ち
が
強
く

な
る
と
い
う
話
を
し
た
上
で
、
生
徒
に

「
何
の
た
め
に
医
師
に
な
る
の
か
」
を

ノ
ー
ト
に
書
か
せ
た
。

　
生
徒
が
ノ
ー
ト
に
記
述
す
る
内
容

は
、
テ
ー
マ
に
直
接
か
か
わ
る
も
の
で

な
く
て
も
よ
い
と
伝
え
て
い
る
。
テ
ー

マ
か
ら
派
生
し
て
、
自
身
の
体
験
や
将

来
の
目
標
に
つ
い
て
書
く
生
徒
も
い
る

と
い
う
。

　「
そ
の
時
々
に
考
え
た
こ
と
、
最
近

の
体
験
で
得
た
気
づ
き
な
ど
を
書
く
う

ち
に
、
将
来
に
向
け
た
見
通
し
や
自
分

の
適
性
な
ど
が
少
し
ず
つ
見
え
て
く
る

こ
と
も
あ
り
ま
す
。そ
の
よ
う
に
、時
々

の
心
の
変
容
を
書
き
留
め
て
お
く
と
、

い
ざ
自
分
の
進
路
を
本
格
的
に
考
え
る

際
に
大
い
に
役
立
つ
材
料
に
な
る
と
思

い
ま
す
」（
野
村
先
生
）

　
一
方
、
生
徒
が
日
常
の
思
い
を
記
録

す
る
ツ
ー
ル
に
は
、「Classi

」
の
コ
メ

ン
ト
機
能
を
活
用
し
て
い
る
。
書
き
込

む
内
容
は
、
学
習
状
況
か
ら
勉
強
の
悩

み
、
そ
の
日
に
あ
っ
た
出
来
事
ま
で
と

幅
広
い
。
担
任
は
生
徒
の
コ
メ
ン
ト
に

対
し
て
返
信
を
行
い
、
ア
ド
バ
イ
ス
や

励
ま
し
を
送
っ
て
い
る
。

　
そ
の
ほ
か
、
夢
や
目
標
を
ア
ウ
ト

プ
ッ
ト
す
る
機
会
と
し
て
、
毎
年
12
月

に
「
夢
を
語
る
会
」
を
実
施
し
て
い
る
。

１・
２
年
生
か
ら
選
ば
れ
た
各
学
年
３

人
の
生
徒
が
、
全
校
生
徒
の
前
で
自
分

の
将
来
の
夢
と
、
そ
の
た
め
に
今
努
力

し
て
い
る
こ
と
を
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ

ン
ソ
フ
ト
を
使
っ
て
発
表
。そ
の
上
で
、

全
校
生
徒
が
自
身
の
夢
や
目
標
を
テ
ー

マ
に
作
文
を
書
く
。
そ
こ
に
も
、
多
様

な
体
験
か
ら
得
た
気
づ
き
が
反
映
さ
れ

る
こ
と
が
多
い
と
い
う
。

　
生
徒
は
多
様
な
活
動
を
す
る
中
で
、

他
者
に
伝
え
ず
に
は
い
ら
れ
な
い
体
験

を
し
、
そ
れ
を
言
語
化
す
る
こ
と
で
、

自
分
の
心
の
変
容
が
よ
り
鮮
明
に
な

る
。
そ
れ
に
対
し
て
教
師
が
コ
メ
ン
ト

を
返
す
と
、
生
徒
は
喜
び
、
そ
の
後
も

頻
繁
に
意
見
交
換
が
行
わ
れ
る
。
そ
う

し
た
サ
イ
ク
ル
が
回
る
こ
と
で
、
ノ
ー

ト
や
「Classi

」
の
コ
メ
ン
ト
が
、
実

質
的
に
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
の
役
割
を
果

た
す
よ
う
に
な
る
と
い
う
。

　「
参
加
し
た
取
り
組
み
す
べ
て
に
つ

い
て
、
感
想
や
気
づ
き
を
書
か
せ
る
方

法
も
あ
る
と
思
い
ま
す
。
し
か
し
、
体

験
の
機
会
を
設
け
る
目
的
は
、
夢
や
目

標
を
持
た
せ
る
こ
と
に
あ
る
の
で
、
何

も
響
か
な
い
体
験
が
あ
っ
て
も
そ
れ
で

も
よ
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
本
当
に
心

に
残
っ
た
体
験
さ
え
書
き
残
す
こ
と
が

で
き
れ
ば
、
後
々
、
生
徒
が
自
分
の
歴

史
を
語
る
際
の
材
料
と
し
て
は
十
分
で

し
ょ
う
」（
野
村
先
生
）

　
生
徒
が
自
由
に
気
づ
き
を
ア
ウ
ト

プ
ッ
ト
す
る
機
会
を
担
保
し
、
そ
の
声

を
教
師
が
し
っ
か
り
と
受
け
止
め
る
こ

と
が
、
自
分
の
価
値
観
や
適
性
に
気
づ

く
こ
と
に
つ
な
が
る
の
で
あ
る
。

現２年生用に野村先生が作成した「学習手帳」。目標と現実との
ギャップを知り、夏季休業中に取り組む学習について具体的に考
えさせることがねらいだ。　　　　　　※学校資料をそのまま掲載。

野村先生の学習手帳（抜粋）図 1
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将
来
の
目
標
や
志
望
校
が
決
ま
っ
た

後
は
、
そ
の
実
現
に
向
け
て
理
想
と
現

実
の
ギ
ャ
ッ
プ
を
埋
め
る
道
筋
を
描

き
、
そ
れ
を
実
行
し
て
い
く
こ
と
が
重

要
に
な
る
。
教
科
学
習
で
の
「
マ
イ
・

ス
ト
ー
リ
ー
」を
生
徒
が
描
く
た
め
に
、

野
村
先
生
が
21
年
度
の
２
年
生
に
対
し

て
実
践
し
て
い
る
の
が
、
学
習
手
帳
の

活
用
だ
。

　
志
望
校
の
偏
差
値
と
入
試
科
目
を
調

べ
さ
せ
、
模
擬
試
験
の
結
果
か
ら
、
各

科
目
に
お
い
て
あ
と
何
点
上
乗
せ
す
る

必
要
が
あ
る
の
か
を
考
え
さ
せ
た
上
で

（「
第
１
志
望
の
偏
差
値
―
自
分
の
偏
差

値
」×「
標
準
偏
差
÷
10
」で
求
め
る
）、

次
の
模
擬
試
験
で
何
点
取
る
こ
と
を
目

標
に
す
る
の
か
、
そ
の
達
成
の
た
め
に

夏
季
休
業
中
に
自
分
が
す
べ
き
学
習
内

容
は
何
か
を
具
体
的
に
考
え
、
そ
の
結

果
を
手
帳
に
記
入
さ
せ
る
（
図
１
）。

　
21
年
度
１
学
年
で
は
、
前
期
・
後
期

そ
れ
ぞ
れ
で
行
わ
れ
る
三
者
面
談
に
お

い
て
、
生
徒
自
身
に
目
標
を
語
ら
せ
る

時
間
を
設
け
て
い
る
。
定
期
考
査
ま
た

は
模
擬
試
験
を
振
り
返
り
、
ど
の
よ
う

な
学
習
を
し
た
の
か
、
目
標
ま
で
あ
と

何
点
必
要
で
、
今
後
ど
の
よ
う
な
学
習

を
す
る
の
か
、
20
～
30
分
間
の
三
者
面

談
の
冒
頭
５
～
10
分
間
を
使
い
、
プ
レ

ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
ソ
フ
ト
や
紙
の
資
料

を
使
っ
て
保
護
者
と
教
師
の
前
で
発

表
さ
せ
る
（
写
真
１
）。
発
表
資
料
の

フ
ォ
ー
マ
ッ
ト
は
、
教
師
が
用
意
。
今

期
の
得
点
、
志
望
校
の
偏
差
値
、
目
標

点
、
目
標
点
ま
で
必
要
な
点
数
を
記
入

す
る
仕
様
と
し
た
。

　「
三
者
面
談
は
保
護
者
と
教
師
の
対

談
に
な
り
が
ち
で
す
が
、
本
来
の
主
役

は
生
徒
で
す
。
生
徒
自
身
に
目
標
と
現

実
の
ギ
ャ
ッ
プ
を
語
ら
せ
る
こ
と
で
、

生
徒
の
メ
タ
認
知
を
高
め
る
の
が
ね
ら

い
で
す
」（
熊
代
先
生
）

　
大
学
入
試
で
は
、
我
が
子
を
思
う
が

あ
ま
り
、
し
ば
し
ば
保
護
者
が
子
ど
も

に
過
干
渉
に
な
っ
て
し
ま
い
、
生
徒
の

主
体
性
を
阻
害
し
て
し
ま
う
こ
と
が
あ

る
。
生
徒
の
口
か
ら
目
標
を
語
ら
せ
る

こ
と
は
、
保
護
者
が
子
ど
も
の
主
体
性

を
信
じ
、
程
よ
い
距
離
感
を
保
つ
よ
う

に
な
る
効
果
も
あ
る
と
い
う
。

　
指
導
の
成
果
は
、
卒
業
生
の
姿
に
表

れ
て
い
る
。

　「
以
前
は
、
学
校
を
信
じ
て
い
れ
ば

大
丈
夫
だ
か
ら
と
、
教
師
に
言
わ
れ
た

こ
と
だ
け
に
取
り
組
む
生
徒
が
多
く
い

ま
し
た
。
し
か
し
こ
こ
数
年
、
在
校
生

に
受
験
体
験
を
語
る
卒
業
生
の
話
を
聞

く
と
、
在
学
中
に
自
分
で
手
帳
を
作
っ

て
計
画
的
に
学
習
し
た
と
い
っ
た
経
験

な
ど
が
語
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
自
分

に
何
が
必
要
な
の
か
を
考
え
て
行
動
す

る
力
、
自
分
が
な
ぜ
う
ま
く
い
っ
た
の

か
を
客
観
的
に
分
析
で
き
る
力
が
身
に

つ
い
て
い
る
と
感
じ
ま
す
。
社
会
に
出

て
か
ら
も
、
自
分
の
力
で
道
を
切
り
開

い
て
く
れ
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま

す
」（
熊
代
先
生
）

　
高
い
目
標
を
掲
げ
た
か
ら
こ
そ
、
夢

が
か
な
わ
な
か
っ
た
生
徒
も
い
る
。

　「
大
学
入
試
を
通
し
て
学
ん
で
ほ
し

い
の
は
、
目
標
の
達
成
に
向
け
て
不
断

の
改
善
を
す
る
プ
ロ
セ
ス
で
す
。
残
念

な
結
果
に
終
わ
っ
た
と
し
て
も
、
少
し

で
も
合
格
に
近
づ
け
た
と
い
う
自
信
や
、

や
り
遂
げ
た
満
足
感
が
あ
れ
ば
、将
来
、

新
た
な
目
標
が
見
つ
か
っ
た
時
に
、
そ

の
達
成
に
向
け
て
努
力
す
る
思
い
が
湧

い
て
く
る
で
し
ょ
う
。
私
た
ち
教
師
も

大
学
入
試
の
結
果
に
と
ら
わ
れ
ず
、
社

会
で
出
合
う
困
難
に
対
し
て
前
向
き
に

頑
張
れ
る
人
材
を
育
む
指
導
を
模
索
し

続
け
て
い
き
ま
す
」（
野
村
先
生
）

　「
マ
イ
・
ス
ト
ー
リ
ー
」
を
描
き
、

未
来
を
創
ろ
う
と
す
る
経
験
は
、
生
徒

に
と
っ
て
、
人
生
を
通
じ
て
生
き
る
財

産
に
な
る
の
だ
ろ
う
。

写真１　生徒の発表で
始まる三者面談。当
初、熊代先生のクラス
のみの取り組みだった
が、21 年度から１学
年全体での実施に拡大
した。

目
標
に
向
け
て
改
善
を

重
ね
る
プ
ロ
セ
ス
が
大
切

模
擬
試
験
や
定
期
考
査
の
結
果
を
基
に
、

目
標
と
現
実
の
ギ
ャ
ッ
プ
を
認
識

2021年度大学入試合格者の姿から考える「
志望をかなえる「マイ・ストーリー」
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２
０
２
１
年
度
大
学
入
試
に
お
い

て
、
3
年
生
２
８
０
人
の
う
ち
、
73
％

の
生
徒
が
国
公
立
大
学
合
格
を
果
た
し

た
長
崎
県
立
諫
早
高
校
。
同
校
の
大
学

入
学
共
通
テ
ス
ト
（
以
下
、
共
通
テ
ス

ト
）
の
自
己
採
点
結
果
を
基
に
し
た
個

別
学
力
検
査
（
前
期
日
程
）
出
願
時

の
合
否
判
定
と
最
終
合
否
結
果
を
見
る

と
、興
味
深
い
数
値
が
浮
か
び
上
が
る
。

共
通
テ
ス
ト
の
結
果
の
み
に
よ
る
合
否

判
定
で
Ａ
ま
た
は
Ｂ
判
定
だ
っ
た
生
徒

の
合
格
率
は
92
・
４
％
と
高
い
結
果
で

し
て
き
ま
し
た
（『
Ｖ
Ｉ
Ｅ
Ｗ
21
』
高

校
版
２
０
１
８
年
12
月
号
Ｐ
．

21
〜
24

参
照
）。
21
年
度
大
学
入
試
の
結
果
は
、

先
生
方
が
生
徒
の
志
望
の
確
か
さ
や
長

所
を
把
握
し
、
３
年
間
支
援
し
て
き
た

成
果
で
も
あ
る
と
思
い
ま
す
」

　
生
徒
た
ち
が
、「
行
け
る
大
学
」
で

は
な
く
、「
行
き
た
い
大
学
」
へ
の
思

い
を
確
固
た
る
も
の
と
し
、
最
後
ま
で

合
格
を
信
じ
て
挑
戦
を
続
け
ら
れ
た
の

は
な
ぜ
か
。同
校
の
取
り
組
み
の
う
ち
、

志
望
理
由
書
作
成
、キ
ャ
リ
ア
検
討
会
、

そ
し
て
「
振
り
返
り
と
目
標
設
定
シ
ー

ト
」
に
よ
る
自
己
分
析
に
焦
点
を
あ
て

な
が
ら
、「
マ
イ
・
ス
ト
ー
リ
ー
」
を

描
く
力
を
育
ん
だ
要
因
を
明
ら
か
に
し

て
い
く
。

　
21
年
度
大
学
入
試
に
挑
ん
だ
生
徒
が

１
年
次
か
ら
徹
底
し
て
取
り
組
ん
で
き

た
の
が
、
学
校
行
事
や
「
総
合
的
な
学

習
の
時
間
（
以
下
、
総
合
学
習
）」、
そ

し
て
、
学
期
や
学
年
ご
と
に
お
け
る
振

り
返
り
だ
。
学
年
主
任
と
し
て
生
徒
を

３
年
間
見
守
っ
た
藤
村
誠
先
生
は
、「
振

り
返
り
に
よ
っ
て
、
様
々
な
活
動
で
の

自
分
の
成
長
を
知
り
、
次
に
取
り
組
む

あ
っ
た
が
、
Ｃ
判
定
以
下
だ
っ
た
生
徒

の
合
格
率
も
、
53
・
４
％
と
い
う
好
結

果
だ
っ
た
の
だ
。
原
田
尚た

か

之ゆ
き

校
長
は
、

「『
行
け
る
大
学
』
で
は
な
く
、『
行
き

た
い
大
学
』
へ
の
思
い
を
貫
い
た
本
校

の
生
徒
た
ち
が
誇
ら
し
い
」
と
語
る
。

　「
本
校
に
お
け
る
Ｃ
判
定
以
下
で
の

受
験
、
い
わ
ゆ
る
チ
ャ
レ
ン
ジ
受
験
の

生
徒
の
う
ち
、
半
数
以
上
の
生
徒
が

逆
転
合
格
を
果
た
し
ま
し
た
。
さ
ら

に
、
国
公
立
大
学
の
学
校
推
薦
型
選

抜
、
総
合
型
選
抜
で
は
、
出
願
し
た
31

人
の
う
ち
、
7
割
を
超
え
る
23
人
が
合

格
し
ま
し
た
。
本
校
で
は
近
年
、
生
徒

に
時
間
や
機
会
を
預
け
る
指
導
を
重
視

最
後
ま
で
合
格
を
信
じ
、

挑
戦
を
続
け
た
生
徒
た
ち

自
分
の
「
こ
れ
ま
で
」
に
向
き
合
い

「
こ
れ
か
ら
」
を
考
え
る

「
振
り
返
り
・
自
己
分
析
・
選
択
」
の
過
程
を
通
し
て
、

主
体
的
に
学
ぶ
力
を
身
に
つ
け
さ
せ
る

長
崎
県
立
諫い

さ

早は

や

高
校

２
０
２
１
年
度
大
学
入
試
で
、
長
崎
県
内
屈
指
の
合
格
実
績
を
上
げ
た
長
崎
県
立
諫
早
高
校
。

そ
の
成
功
の
要
因
は
、
様
々
な
活
動
に
お
け
る
生
徒
の
振
り
返
り
と
自
己
分
析
、
そ
れ
を
基
に
、
自
分
が
取
る
べ
き
行
動
を
選
択
さ
せ
る
と
い
う

３
年
間
の
指
導
の
中
で
成
し
得
た
、
確
固
た
る
「
マ
イ
・
ス
ト
ー
リ
ー
」
の
形
成
だ
っ
た
。

実践
事例

3
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多
面
的
評
価
の
積
み
重
ね
に
よ
っ
て
、

生
徒
は
高
校
生
活
で
の
成
長
を
、
志
望

理
由
書
や
小
論
文
な
ど
で
表
現
で
き
る

よ
う
に
な
っ
た
と
思
い
ま
す
」

　「
マ
イ
・
ス
ト
ー
リ
ー
」
を
描
く
力

を
生
徒
に
育
む
上
で
大
き
な
役
割
を
果

た
し
た
の
が
、
２
年
次
の
２
月
に
全
生

徒
が
取
り
組
む
志
望
理
由
書
作
成
だ
。

「
１
年
次
か
ら
の
様
々
な
場
面
で
の
振

り
返
り
の
集
大
成
に
あ
た
る
も
の
」と
、

進
路
指
導
主
事
の
園
田
浩
二
先
生
は
説

明
す
る
。

　「『
総
合
学
習
』
に
お
け
る
課
題
研
究

を
始
め
と
す
る
、
自
分
の
高
校
生
活

を
語
る
上
で
の
材
料
を
棚
卸
し
し
な
が

ら
、
希
望
進
路
へ
の
思
い
を
段
階
的
に

ス
ト
ー
リ
ー
に
し
て
み
る
場
が
、
志
望

理
由
書
作
成
で
す
（
図
１
）。
自
分
の

高
校
生
活
で
の
経
験
、
大
学
で
の
研
究

の
社
会
的
意
義
な
ど
か
ら
構
成
さ
れ
る

志
望
理
由
書
の
作
成
に
よ
っ
て
、
自
分

の
志
望
理
由
は
大
学
に
と
っ
て
説
得
力

の
あ
る
も
の
に
な
っ
て
い
る
か
、
出
願

ま
で
に
ど
ん
な
活
動
を
し
て
お
く
べ
き

か
な
ど
を
考
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
」

　
受
験
勉
強
が
本
格
化
す
る
３
年
生
に

な
る
前
に
自
分
の
「
こ
れ
ま
で
」
に
向

き
合
い
、「
こ
れ
か
ら
」
を
考
え
た
こ

と
は
、
第
１
志
望
を
貫
く
素
地
に
な
っ

た
と
藤
村
先
生
は
考
え
る
。

　「
志
望
理
由
書
の
作
成
は
、
学
校
推

薦
型
選
抜
・
総
合
型
選
抜
の
受
験
者
だ

け
で
な
く
、
一
般
選
抜
の
受
験
者
に

と
っ
て
も
、
学
習
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン

を
高
め
る
ス
イ
ッ
チ
の
役
割
を
果
た
し

た
と
思
い
ま
す
」（
藤
村
先
生
）

　
１
年
次
12
月
と
２
年
次
10
月
に
は
進

路
検
討
会
「
キ
ャ
リ
ア
検
討
会
」
を
実

施
す
る
。同
検
討
会
で
は
、ル
ー
ブ
リ
ッ

ク
で
示
さ
れ
た
「
本
校
の
目
指
す
生
徒

像
」
に
対
す
る
生
徒
の
自
己
評
価
、
活

動
実
績
、
そ
し
て
１
年
次
の
１
学
期
に

受
検
し
た
「G

PS-Academ
ic

（
＊
）」

の
結
果
を
基
に
、
学
校
推
薦
型
選
抜
、

総
合
型
選
抜
を
勧
め
た
い
生
徒
を
学
年

団
全
体
で
検
討
す
る
（
Ｐ
．20
図
２
）。

　「
キ
ャ
リ
ア
検
討
会
で
は
、
学
校
推

薦
型
選
抜
、
総
合
型
選
抜
の
受
験
に
ふ

さ
わ
し
い
と
考
え
ら
れ
る
生
徒
を
学
年

団
で
共
有
し
ま
し
た
。
そ
し
て
、
そ
の

生
徒
に
今
後
有
用
と
思
わ
れ
る
校
内
外

の
活
動
は
何
か
を
話
し
合
っ
た
り
、
既

に
同
様
の
活
動
に
取
り
組
む
他
ク
ラ
ス

の
生
徒
や
、
フ
ロ
ン
ト
ラ
ン
ナ
ー
的
な

べ
き
こ
と
を
考
え
さ
せ
た
か
っ
た
」
と

ね
ら
い
を
語
る
。

　「
振
り
返
り
で
は
、
自
己
評
価
に
加

え
て
、
担
任
や
保
護
者
、
ク
ラ
ス
メ
ー

ト
か
ら
も
評
価
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。

＊　ベネッセのアセスメントの 1 つで、問題発見・解決に必要な 3 つの思考力 ( 批判的思考力、協働的思考力、創造的思考力 ) を選択式、記述・論述式、質問紙で多
面的に測るテスト。

教
務
主
任

後
田
康
蔵　

う
し
ろ
だ
・
こ
う
ぞ
う

教
職
歴
25
年
。
同
校
に
赴
任
し

て
10
年
目
。
理
科
。

進
路
指
導
主
事

園
田
浩
二　

そ
の
だ
・
こ
う
じ

教
職
歴
16
年
。
同
校
に
赴
任
し

て
７
年
目
。
数
学
科
。

校
長原田

尚
之　

は
ら
だ
・
た
か
ゆ
き

教
職
歴
38
年
。
同
校
に
赴
任
し

て
４
年
目
。

前
３
学
年
主
任

藤
村
　
誠　

ふ
じ
む
ら
・
ま
こ
と

教
職
歴
33
年
。
同
校
に
赴
任
し
て

７
年
目
。
地
理
歴
史
・
公
民
科
。

※学校資料を基に編集部で作成。

2 年次２月　志望理由書作成の流れ

この時期に志望理由書を作成する理由を生
徒に説明する

高校生活の取り組みを、志望大学での学び
や研究の社会的な意義と結びつけ、志望理
由をストーリーにして表現させてみる

志望大学のアドミッション・ポリシーや学部・
学科の研究内容を確認し、自分が取り組み
たい研究の社会的意義を、志望大学で実現
できる研究に結びつけられるかを考えさせる

志望理由を構成する、意思表示・きっかけ・
社会的意義・まとめの 4 つの観点それぞれ
について文章化させる

意思表示・きっかけ・社会的意義・まとめの
4 つの観点それぞれを、１つのまとまった文
章として下書きさせ、生徒自身に添削させる

学びたい研究内容と生徒自身のエピソード
がつながったストーリーを盛り込んだ志望理
由書を完成させる

図 １

１

2

3

4

5

6

設
立
　 

１
９
１
１
（
明
治 

44
）
年

形
態
　
全
日
制
・
定
時
制
／
普
通
科
／
共
学

生
徒
数
　
１
学
年
約
２
８
０
人

２
０
２
１
年
度
入
試
合
格
実
績
（
現
役
の
み
）　
国
公

立
大
は
、
東
京
大
、
京
都
大
、
大
阪
大
、
広
島
大
、

九
州
大
、長
崎
大
、熊
本
大
な
ど
に
２
０
４
人
が
合
格
。

私
立
大
は
、
慶
應
義
塾
大
、
自
治
医
科
大
、
東
京
理

科
大
、
明
治
大
、
早
稲
田
大
、
同
志
社
大
、
立
命
館
大
、

関
西
大
、
関
西
学
院
大
な
ど
に
延
べ
１
９
５
人
が
合

格
。

教
科
学
力
に
と
ど
ま
ら
な
い
、

多
様
な
視
点
で
生
徒
を
把
握

学
校
概
要
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上
級
生
と
検
討
対
象
の
生
徒
を
引
き
合

わ
せ
る
た
め
の
情
報
を
共
有
し
た
り
し

ま
し
た
」（
藤
村
先
生
）

　
キ
ャ
リ
ア
検
討
会
の
俎そ

上じ
ょ
うに
載
せ
る

生
徒
は
各
ク
ラ
ス
５
人
程
度
と
し
た
た

め
、
担
任
は
検
討
会
に
先
立
っ
て
、
自

分
が
担
当
す
る
ク
ラ
ス
の
候
補
の
生
徒

と
面
談
を
行
い
、
そ
の
時
点
で
の
希
望

進
路
や
校
内
外
で
取
り
組
ん
で
い
る
活

動
な
ど
に
つ
い
て
の
生
徒
の
考
え
を
聞

き
、
人
選
を
行
っ
た
。

　「
面
談
に
よ
っ
て
生
徒
は
、
学
校
推

薦
型
選
抜
や
総
合
型
選
抜
が
、
評
定
の

よ
さ
や
、
欠
席
日
数
の
少
な
さ
と
い
っ

た
こ
と
だ
け
で
出
願
で
き
る
も
の
で
は

な
く
、
高
校
生
活
で
の
活
動
な
ど
を
根

拠
に
し
た
強
固
な
志
望
理
由
が
必
要
で

あ
る
こ
と
を
認
識
し
た
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、担
任
に
と
っ
て
も
、進
路
を
テ
ー

マ
に
深
く
生
徒
と
面
談
す
る
、
貴
重
な

機
会
に
な
り
ま
し
た
。
担
任
の
先
生
方

か
ら
は
、『
生
徒
の
こ
と
を
深
く
理
解

で
き
た
』『
教
師
と
し
て
の
成
長
に
つ

な
が
っ
た
』
と
い
っ
た
声
が
聞
か
れ
ま

し
た
」（
園
田
先
生
）

　
３
年
生
に
進
級
し
て
も
、「
マ
イ
・

ス
ト
ー
リ
ー
」
を
描
く
力
を
育
成
す
る

支
援
は
続
い
た
。

　「
例
え
ば
、
８
月
に
実
施
し
た
校
内

学
習
合
宿
で
は
、
自
学
自
習
だ
け
で
な

く
、
同
じ
学
部
系
統
を
志
望
す
る
生
徒

を
グ
ル
ー
プ
に
し
た
討
論
会
も
実
施
し

ま
し
た
。
本
気
で
学
習
に
取
り
組
む
最

中
だ
か
ら
こ
そ
、『
な
ぜ
、
大
学
に
行

く
の
か
』
を
語
り
合
う
こ
と
は
、
極
め

て
良
質
な
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
な
り
ま

す
。
秋
以
降
も
、『
何
の
た
め
に
進
学

す
る
の
か
』
と
生
徒
に
問
い
か
け
続
け

て
く
だ
さ
い
と
、
先
生
方
に
お
願
い
し

ま
し
た
。
改
め
て
志
を
言
葉
に
す
る
こ

と
で
、
生
徒
が
『
マ
イ
・
ス
ト
ー
リ
ー
』

に
つ
い
て
さ
ら
に
深
く
考
え
た
り
、
考

え
が
広
が
っ
た
り
す
る
こ
と
を
期
待
し

て
い
ま
し
た
」（
藤
村
先
生
）

　
21
年
度
大
学
入
試
に
お
け
る
同
校
の

実
績
は
、
3
年
間
を
通
し
て
生
徒
の
志

望
を
確
た
る
も
の
に
し
て
い
っ
た
こ
と

が
大
き
な
要
因
と
な
っ
て
い
る
こ
と
は

確
か
だ
。
そ
し
て
、
も
う
１
点
着
目
す

べ
き
な
の
が
、
生
徒
が
自
分
自
身
で
学

習
面
で
の
課
題
を
見
つ
け
、
主
体
的
に

学
習
に
取
り
組
む
た
め
の
支
援
だ
。
同

校
の
生
徒
は
、「
振
り
返
り
と
目
標
設

定
シ
ー
ト
」（
図
３
）
に
沿
っ
て
模
擬

試
験
の
振
り
返
り
を
行
い
、
合
格
す
る

た
め
に
は
ど
の
レ
ベ
ル
の
問
題
を
得
点

で
き
る
よ
う
に
な
る
必
要
が
あ
る
の
か

を
考
え
、
科
目
ご
と
の
学
習
方
法
や
時

間
配
分
な
ど
を
検
討
す
る
。「
振
り
返

り
と
目
標
設
定
シ
ー
ト
」
は
、
家
庭
学

習
や
課
外
講
座
な
ど
で
、
自
分
は
今
何

を
学
ぶ
べ
き
な
の
か
を
生
徒
自
身
が
判

断
す
る
基
準
に
な
っ
た
と
、
教
務
主
任

の
後
田
康
蔵
先
生
は
語
る
。

　「
生
徒
が
、
自
分
の
状
況
を
客
観
的

に
捉
え
、
自
分
に
必
要
な
学
習
を
選
択

す
る
。
ど
の
よ
う
な
学
習
を
す
れ
ば
よ

い
か
分
か
ら
な
い
生
徒
は
、
教
師
に
相

談
し
、
考
え
る
。
そ
う
し
た
選
択
の
場

面
を
教
科
学
習
に
お
い
て
も
つ
く
る
こ

と
で
、
主
体
的
に
学
ぶ
力
が
身
に
つ
く

と
考
え
ま
し
た
」

　
同
校
の
教
師
た
ち
は
、
教
科
学
習
の

み
な
ら
ず
、
進
路
学
習
に
お
け
る
選
択

の
経
験
が
、
受
験
に
向
け
て
主
体
的
に

学
ぶ
力
へ
と
転
化
さ
れ
る
と
考
え
て
い

る
。

　「
本
校
で
は
、
１
年
次
の
１
学
期
か

ら
、
自
由
参
加
の
進
路
イ
ベ
ン
ト
を
た

く
さ
ん
生
徒
に
紹
介
し
ま
す
。
東
京
大

学
に
進
学
し
た
卒
業
生
と
高
校
生
が
学

校
改
革
に
つ
い
て
話
し
合
っ
た
り
、
医

学
部
志
望
者
が
長
崎
の
離
島
の
医
師
の

下
で
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を
経
験
し
た

り
と
、
そ
の
多
く
は
本
校
独
自
の
も
の

で
す
。
学
校
が
手
間
ひ
ま
を
か
け
て
進

キャリア検討会では、進研模試とGPS の結果、育成を目指す資質・能力についての自己評価と担任評
価などを基に、学校推薦型選抜、総合型選抜の受験に適した生徒を検討する。検討会に参加する教師は、
クラスや担当教科を超えて生徒を理解し、検討会後は、担任以外の教師からも生徒への声かけが活発に
行われる。

※学校資料を基に編集部で作成。

キャリア検討会で担任から提出される生徒資料図 2

自
分
に
必
要
な
学
び
を

生
徒
が
考
え
、
選
択
す
る
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路
イ
ベ
ン
ト
を
つ
く
っ
て
お
り
、
生
徒

も
、
参
加
す
る
こ
と
が
意
義
深
い
こ
と

だ
と
考
え
る
は
ず
で
す
。
生
徒
の
多
く

は
部
活
動
に
参
加
し
て
い
ま
す
の
で
、

参
加
し
た
い
イ
ベ
ン
ト
が
部
活
動
の
日

程
と
重
な
っ
て
し
ま
っ
た
場
合
は
、
部

活
動
の
顧
問
の
教
師
に
自
分
の
思
い

を
説
明
し
、
イ
ベ
ン
ト
へ
の
参
加
の
了

承
を
得
な
け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
。
そ
う

し
た
生
徒
の
自
己
分
析
と
選
択
、
そ
し

て
自
分
の
思
い
を
他
者
に
伝
え
る
行
為

も
、
主
体
的
に
学
ぶ
力
の
土
台
に
な
る

は
ず
で
す
」（
後
田
先
生
）

　
３
年
間
か
け
て
、
生
徒
の
「
マ
イ
・

ス
ト
ー
リ
ー
」
を
描
く
力
を
育
成
し
て

い
る
同
校
だ
が
、
そ
れ
で
も
、
９
月
に

な
っ
て
志
望
校
を
変
更
す
る
生
徒
は
い

る
。
21
年
度
大
学
入
試
で
も
、
一
貫
し

て
法
学
部
を
志
望
し
て
い
た
生
徒
が
、

３
年
次
の
８
月
に
な
っ
て
地
域
創
生
を

学
ぶ
学
部
へ
の
志
望
変
更
を
、
総
合
型

選
抜
へ
の
出
願
希
望
と
と
も
に
、
担
任

に
申
し
出
た
。

　「
突
然
の
志
望
変
更
に
戸
惑
い
な
が

ら
も
、
そ
の
生
徒
の
話
を
よ
く
聞
い
て

み
ま
し
た
。
す
る
と
、
3
年
間
取
り
組

ん
で
き
た
校
内
活
動
を
、
地
域
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
ー
な
ど
で
生
か
し
て
み
た
い
と

言
う
の
で
す
。
そ
う
で
あ
れ
ば
、
出
願

ま
で
時
間
の
な
い
中
で
志
望
を
固
め
直

す
た
め
に
も
、
校
内
活
動
を
と
も
に

行
っ
た
先
生
に
相
談
し
て
、
支
援
を
仰

ぎ
な
さ
い
と
助
言
し
ま
し
た
」（
藤
村

先
生
）

　
そ
の
生
徒
は
、
自
分
の
校
内
活
動
の

こ
と
を
よ
く
知
る
教
師
の
協
力
を
得

て
、
短
期
間
で
志
望
理
由
を
ま
と
め
直

し
、
総
合
型
選
抜
で
の
合
格
を
果
た
し

た
。

　「
唐
突
な
志
望
変
更
も
、
そ
の
生
徒

の
こ
と
を
よ
く
知
る
人
か
ら
見
れ
ば
、

む
し
ろ
当
然
の
こ
と
だ
っ
た
の
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。
担
任
や
学
年
団
だ
け
で
生

徒
を
抱
え
込
む
の
で
は
な
く
、
そ
の
生

徒
を
一
番
理
解
し
て
い
る
人
に
つ
な
い

で
い
く
こ
と
も
、
こ
れ
か
ら
は
ま
す
ま

す
必
要
に
な
っ
て
く
る
で
し
ょ
う
」（
藤

村
先
生
）

　
校
内
外
の
多
様
な
経
験
を
通
し
て

「
マ
イ・ス
ト
ー
リ
ー
」を
描
く
生
徒
は
、

教
師
だ
け
で
な
く
、
学
校
外
の
社
会
人

な
ど
と
も
接
す
る
こ
と
に
な
る
。「
マ

イ
・
ス
ト
ー
リ
ー
」
の
共
同
作
成
者
も

多
彩
に
な
っ
て
当
然
だ
ろ
う
。

　「
将
来
、
高
校
生
の
真
価
の
1
つ
が
、

多
様
な
活
動
の
中
で
得
た
協
力
者
・
理

解
者
の
数
や
、
そ
の
人
た
ち
と
の
関
係

の
深
さ
と
な
る
時
代
が
来
る
と
思
い
ま

す
。
キ
ャ
リ
ア
検
討
会
で
も
、『
こ
の

生
徒
を
理
解
し
て
い
る
の
は
誰
か
』
と

い
っ
た
項
目
が
必
要
に
な
る
と
思
い
ま

す
」（
後
田
先
生
）

　
進
路
と
学
習
と
い
う
高
校
生
に
と
っ

て
の
両
輪
を
し
っ
か
り
と
駆
動
さ
せ
、

生
徒
が
自
分
を
最
も
理
解
す
る
人
た
ち

と
進
路
を
切
り
拓
い
て
い
く
。
そ
の

軌
跡
も
ま
た
、「
マ
イ
・
ス
ト
ー
リ
ー
」

で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

模擬試験終了後、科目ごとに小問別の難易度レベルを３段階で生徒に示す。生徒は、
自己採点結果と照らし合わせ、各レベルの問題をどれだけ正解できていたのかを、科
目ごとに確認して振り返り、その後の学習計画に生かす。教科学習面における、生徒
の自己分析と方略の選択のベースとなるものだ。

※学校資料を基に編集部で作成。

振り返りと目標設定シート図 3

「
マ
イ
・
ス
ト
ー
リ
ー
」
を

多
様
な
人
と
描
く
力
が
必
要
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予
測
困
難
な
時
代
の
中
で
、新
学
習

指
導
要
領
で
は
、
自
ら
の
人
生
を
切
り

拓
く
上
で
必
要
な
資
質
・
能
力
の
育
成

が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。そ
う
し
た
資

質
・
能
力
を
育
成
す
る
た
め
の
視
点
が
、

知
識
・
技
能
の
習
得
中
心
の
学
び
か
ら

脱
却
し
、探
究
の
プ
ロ
セ
ス
を
経
験
す

る
こ
と
や
、身
に
つ
け
た
知
識
・
技
能

を
活
用
す
る
こ
と
が
重
視
さ
れ
る「
主

体
的
・
対
話
的
で
深
い
学
び
」で
す
。そ

う
し
た
学
習
活
動
を
通
し
て
、生
き
て

働
く
知
識
・
技
能
の
習
得
を
含
む
、多

様
な
資
質
・
能
力
を
身
に
つ
け
る
こ
と

を
目
指
す
わ
け
で
す
。

　
各
教
科
書
会
社
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で

公
開
さ
れ
て
い
る
、
新
学
習
指
導
要
領

に
対
応
し
た
教
科
書
の
案
内
を
見
て

も
、
生
徒
が
主
体
と
な
っ
て
探
究
的
・

協
働
的
な
学
び
を
進
め
た
り
、
学
習
内

容
を
基
に
自
己
表
現
を
し
た
り
す
る
活

動
を
支
え
る
内
容
が
充
実
し
て
い
ま

す
。
例
え
ば
、「
地
理
総
合
」
や
「
歴

史
総
合
」
の
教
科
書
で
は
、単
元
が
「
問

い
」
か
ら
始
ま
る
も
の
が
多
く
、「
覚

え
る
」
か
ら
「
考
え
る
」
と
い
う
学
習

観
へ
の
転
換
を
表
し
て
い
る
よ
う
に
思

い
ま
す
。
ま
た
、
問
い
に
つ
い
て
考
え

を
深
め
る
た
め
の
様
々
な
資
料
が
、
２

次
元
バ
ー
コ
ー
ド
の
リ
ン
ク
も
含
め
て

用
意
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
学
校
全
体
で
「
主
体
的
・
対
話
的
で

深
い
学
び
」
の
実
践
を
推
進
す
る
た
め

　
生
徒
が
自
身
の
学
び
や
活
動
を
振

り
返
り
、そ
れ
を
次
の
学
び
や
活
動
に

生
か
し
た
り
、そ
の
積
み
重
ね
を
他
者

に
向
け
て
表
現
し
た
り
す
る
力
の
育
成

は
、こ
れ
ま
で
も
先
生
方
が
重
視
し
て

き
た
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。２
０
２
２

年
度
か
ら
実
施
さ
れ
る
高
校
の
新
学

習
指
導
要
領
で
は
、そ
の
重
要
性
が
ま

す
ま
す
高
ま
る
と
考
え
ま
す
。
本
コ
ー

ナ
ー
で
は
、
新
学
習
指
導
要
領
に
お
け

る
授
業
や
指
導
の
変
化
を
押
さ
え
な
が

ら
、生
徒
の「
マ
イ
・
ス
ト
ー
リ
ー
」
の

形
成
を
支
援
す
る
重
要
性
と
、教
師
に

求
め
ら
れ
る
こ
と
を
お
伝
え
し
ま
す
。

ベ
ネ
ッ
セ
文
教
総
研
　所
長

西
島
一
博　

新
学
習
指
導
要
領
で

一
層
求
め
ら
れ
る

「
マ
イ
・ス
ト
ー
リ
ー
」を
描
く
力

新
学
習
指
導
要
領
下
で
、生
徒
の「
マ
イ・ス
ト
ー
リ
ー
」の

形
成
を
支
援
す
る
教
師
に
求
め
ら
れ
る
こ
と

大
学
入
試
に
お
け
る
次
の
大
き
な
変
化
は
、新
学
習
指
導
要
領
に
対
応
し
て
実
施
さ
れ
る
２
０
２
５
年
度
入
試
だ
。歴
史
的
な
改
訂
と
言
わ
れ
る
新
学
習
指
導

要
領
に
は
、
教
育
目
標
や
学
び
方
、
学
習
評
価
な
ど
に
お
い
て
、
新
た
な
視
点
が
盛
り
込
ま
れ
た
。そ
れ
ら
を
踏
ま
え
て
、生
徒
の
「
マ
イ
・
ス
ト
ー
リ
ー
」

の
形
成
を
支
援
す
る
教
師
に
は
、ど
の
よ
う
な
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
の
か
。本
特
集
の
内
容
と
と
も
に
、ベ
ネ
ッ
セ
文
教
総
研
所
長
の
西
島
一
博
が
総
括
す
る
。

本特集
テーマのnext

シ
ラ
バ
ス
や
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
で
、

育
成
を
目
指
す
資
質
・
能
力
や

学
び
方
を
伝
え
る
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機
会
を
充
実
さ
せ
る
こ
と
が
大
切
で

す
。
振
り
返
り
の
精
度
を
高
め
る
た
め

に
、
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
な
ど
を
基
に
、
授

業
を
通
じ
て
ど
の
よ
う
な
気
づ
き
や
学

び
が
あ
っ
た
の
か
、ど
う
い
っ
た
資
質・

能
力
が
身
に
つ
い
た
の
か
な
ど
を
自
己

評
価
さ
せ
ま
す
。
そ
れ
を
繰
り
返
す
中

で
、
生
徒
は
目
標
に
向
か
っ
て
着
実

に
成
長
し
て
い
る
と
い
っ
た
達
成
感
を

持
っ
た
り
、「
も
っ
と
こ
ん
な
力
を
伸

ば
す
必
要
が
あ
る
」
と
い
っ
た
課
題
意

識
を
抱
い
た
り
し
て
、
次
の
学
び
に
主

体
的
に
向
か
う
の
で
す
。

　
さ
ら
に
、
そ
う
し
た
振
り
返
り
を
積

み
重
ね
て
い
く
こ
と
に
よ
り
、
生
徒
は

次
第
に
自
身
を
客
観
視
で
き
る
よ
う
に

な
り
、
い
わ
ゆ
る
メ
タ
認
知
能
力
が
向

上
し
ま
す
。
そ
れ
に
よ
っ
て
、
自
身
の

学
び
を
ま
す
ま
す
豊
か
に
し
、
ま
た
、

「
マ
イ
・
ス
ト
ー
リ
ー
」
を
形
成
・
表
現

す
る
力
も
高
ま
っ
て
い
く
で
し
ょ
う
。

　
生
徒
が
自
分
を
客
観
視
す
る
上
で

は
、
教
師
に
よ
る
形
成
的
評
価
も
大
き

な
助
け
に
な
り
ま
す
。
学
習
の
過
程
で

生
徒
の
理
解
度
を
確
認
し
、
生
徒
と
教

師
が
そ
の
後
の
学
習
改
善
や
授
業
改
善

に
生
か
し
て
い
く
形
成
的
評
価
は
、
ま

さ
に
生
徒
の
成
長
を
促
す
た
め
の
評
価

で
す
。
教
師
は
、
生
徒
の
学
び
の
姿
を

見
取
る
際
に
は
、
生
徒
が
自
身
の
過
去

と
比
べ
て
ど
う
い
っ
た
点
が
ど
の
よ
う

に
成
長
し
た
の
か
を
自
覚
で
き
る
よ
う

に
支
援
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。
そ
れ

こ
そ
が
、
新
学
習
指
導
要
領
で
求
め
ら

れ
て
い
る
評
価
観
の
軸
だ
と
思
い
ま
す
。

　
進
路
指
導
に
お
い
て
、
生
徒
の
自
己

理
解
・
自
己
分
析
の
浅
さ
や
、
目
標
か

ら
逆
算
し
て
見
通
し
を
持
つ
こ
と
が
で

き
な
い
生
徒
が
い
る
こ
と
を
課
題
と
感

じ
て
い
る
教
師
は
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん

（
図
1
）。
日
々
の
学
び
を
ル
ー
ブ
リ
ッ

ク
や
形
成
的
評
価
で
確
認
す
る
中
で
育

ま
れ
た
「
マ
イ
・
ス
ト
ー
リ
ー
」
を
形

成
す
る
力
は
、自
己
理
解
を
深
め
た
り
、

目
標
か
ら
逆
算
し
て
見
通
し
を
考
え
た

り
す
る
際
に
も
求
め
ら
れ
ま
す
。
形
成

的
評
価
を
こ
れ
ま
で
以
上
に
意
識
的
に

行
う
こ
と
は
、
進
路
指
導
上
の
問
題
解

決
に
も
つ
な
が
る
の
で
す
。

　
こ
こ
ま
で
見
て
き
た
よ
う
に
、
生
徒

が
目
標
を
持
っ
て
学
び
を
進
め
る
と
と

も
に
、
自
身
の
成
長
を
言
語
化
し
て
い

く
プ
ロ
セ
ス
は
、
ま
さ
に
生
徒
が
「
マ

イ
・
ス
ト
ー
リ
ー
」
を
描
く
過
程
と
重

な
り
ま
す
。
つ
ま
り
、
新
学
習
指
導
要

領
下
で
は
、
生
徒
一
人
ひ
と
り
が
自
身

の
学
び
や
活
動
、
そ
こ
で
の
気
づ
き
を

蓄
積
し
、
そ
れ
を
ス
ト
ー
リ
ー
化
し
て

表
現
す
る
プ
ロ
セ
ス
に
よ
っ
て
深
い
学

び
が
実
現
す
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。

　「
マ
イ
・
ス
ト
ー
リ
ー
」
を
形
成
・

表
現
す
る
力
は
、
こ
れ
か
ら
の
大
学
入

試
に
お
い
て
も
ま
す
ま
す
求
め
ら
れ
る

に
は
、
ど
ん
な
資
質
・
能
力
を
ど
の
よ

う
な
学
び
方
を
通
じ
て
身
に
つ
け
る
の

か
を
、
言
語
化
、
意
識
化
し
て
、
教
師

同
士
は
も
ち
ろ
ん
、
教
師
と
生
徒
で
共

有
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
そ
し

て
、
そ
の
共
有
に
有
効
な
ツ
ー
ル
が
、

シ
ラ
バ
ス
や
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
で
す
。
そ

れ
ら
を
活
用
し
な
が
ら
、
教
科
ご
と
の

教
育
目
標
は
も
ち
ろ
ん
、「
３
年
間
で

こ
ん
な
資
質
・
能
力
や
学
び
方
を
身
に

つ
け
て
ほ
し
い
」「
こ
ん
な
生
徒
に
育
っ

て
卒
業
し
て
ほ
し
い
」
な
ど
、
長
期

的
な
視
点
で
の
教
育
目
標
や
、
そ
う
し

た
目
標
を
設
定
し
た
理
由
を
、
様
々
な

機
会
に
生
徒
に
伝
え
る
こ
と
が
重
要
で

す
。

　
生
徒
自
身
が
、「
今
の
時
期
に
身
に

つ
け
る
の
は
こ
の
資
質
・
能
力
だ
」
な

ど
と
意
識
し
て
学
び
を
進
め
る
こ
と
こ

そ
、
生
徒
が
「
マ
イ
・
ス
ト
ー
リ
ー
」

を
形
成
し
て
い
く
プ
ロ
セ
ス
に
ほ
か
な

ら
な
い
か
ら
で
す
。

　
生
徒
の
資
質
・
能
力
を
向
上
さ
せ
る

た
め
に
は
、
自
身
の
学
び
を
振
り
返
る

※ベネッセ教育情報センター「教育・入試改革対応に関する調査」（2021
年２～３月にウェブとファクスで実施）を基に編集部で作成。

進路指導において教師が感じる生徒の課題図 １

進路先の理解・分析が浅い
自己理解・自己分析が浅い

目標から逆算して見通しを持った対策ができない
進路先の選択肢を広げようとしない
進路を真剣に考え始める時期が遅い

進学・入社することだけが目的になっている
極端な安全志向

進路情報の調べ方が分からない
強みを生かせる進路先かという視点が弱い

0 10 20 30 40 50（％）

49
48
48

46
46

27
23

15
13

振
り
返
り
を
積
み
重
ね
、

生
徒
の
メ
タ
認
知
能
力
の
向
上
を

こ
れ
か
ら
の
大
学
入
試
は

「
マ
イ・ス
ト
ー
リ
ー
」
の
形
成
力
・

表
現
力
を
評
価
す
る
方
向
へ
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こ
と
と
思
わ
れ
ま
す
。
こ
れ
ま
で
の
推

薦
・
Ａ
Ｏ
入
試
の
拡
大
傾
向
（
図
２
）

は
、
今
後
の
学
校
推
薦
型
選
抜
や
総
合

型
選
抜
で
も
続
く
こ
と
が
予
想
さ
れ
る

ほ
か
、
一
般
選
抜
に
お
い
て
も
、
活
動

報
告
書
等
の
提
出
を
求
め
る
大
学
が
増

え
る
な
ど
、
多
面
的
・
総
合
的
評
価
を

重
視
す
る
流
れ
が
強
ま
っ
て
い
く
と
考

え
ら
れ
ま
す
。
生
徒
の「
マ
イ・ス
ト
ー

リ
ー
」
の
形
成
力
・
表
現
力
を
評
価
す

る
方
向
に
向
か
っ
て
い
る
と
い
っ
た
言

い
方
も
で
き
る
で
し
ょ
う
。

　
そ
の
背
景
に
は
、こ
れ
ま
で
の
推
薦・

Ａ
Ｏ
入
試
な
ど
で
、「
マ
イ
・
ス
ト
ー

リ
ー
」
の
形
成
力
や
表
現
力
の
評
価
を

経
て
入
学
し
た
学
生
は
、
ペ
ー
パ
ー
テ

ス
ト
の
み
で
の
評
価
を
経
て
入
学
し
た

学
生
に
比
べ
、
４
年
間
で
の
成
長
の
度

合
い
が
大
き
い
と
い
っ
た
各
種
デ
ー
タ

が
出
て
き
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
20
年

度
に
実
施
さ
れ
た
大
学
入
試
改
革
は
、

新
学
習
指
導
要
領
へ
の
移
行
を
見
据
え

た
も
の
で
あ
り
、
新
学
習
指
導
要
領
に

対
応
し
た
25
年
度
入
試
が
制
度
面
や
形

式
面
で
大
き
く
は
変
わ
ら
な
い
と
し
て

も
、「
マ
イ
・
ス
ト
ー
リ
ー
」
の
形
成

力
や
表
現
力
の
評
価
が
よ
り
重
視
さ
れ

る
と
予
測
さ
れ
る
こ
と
は
留
意
し
て
お

く
べ
き
点
で
し
ょ
う
。

　
こ
れ
か
ら
の
社
会
を
生
き
抜
く
上
で

必
要
な
資
質
・
能
力
を
生
徒
に
育
成

す
る
た
め
に
も
、
大
学
入
試
で
生
徒
の

希
望
進
路
を
実
現
さ
せ
る
た
め
に
も
、

「
マ
イ
・
ス
ト
ー
リ
ー
」
を
描
き
、
語

れ
る
生
徒
を
育
て
る
と
い
う
視
点
か

ら
、
新
学
習
指
導
要
領
を
改
め
て
ひ
も

と
き
、
授
業
や
指
導
を
見
直
し
て
い
く

意
義
は
大
き
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。

イベントのご案内イベントのご案内

VIEW next 編集部は今年度、対話型の研修や会議を実現するために必要な
対話促進スキルの向上を目的としたオンライン講座を、特集のテーマと連
動させる形で開催しています。今回は、2021 年度大学入試において学校
推薦型選抜・総合型選抜での合格率が７割という実績を残した長崎県立諫

い さ

早
はや

高校の「キャリア検討会」の詳細とともに、そうした場の進行役の教師が、
参加者同士の対話を促進するために施すとよい工夫や配慮について、同校
の教務主任で、「キャリア検討会」導入の立役者の１人でもある後田康蔵先
生に、お話をいただきます。

自校の研修・会議に使える！ 対話促進スキル向上・オンライン講座

2021年度大学入試、躍進の一因「キャリア検討会」
─教師同士の対話を促すポイントを探る─

2021年
10月4日（月）
オンラインで

開催！
PRESENTS

講師

長崎県立諫
いさはや

早高校
教務主任

後
うしろ

田
だ

康蔵
◎ 2018 年度まで進路指導主事、19 年度から
教務主任を務める。同校の「キャリア検討会」
導入において中心的役割を担った。

開催日時　2021年10 月4日（月）16時 30分〜17時40分
形式　オンライン（ライブ配信）※お申し込みいただいた方に、詳しい参加方法をご案内します。

参加申し込み方法　右の２次元コード、または下記 URL から登録してください。
　　　　　　　https://enquete.benesse.ne.jp/forms/o/we69d9dd5d/form.php  
参加申し込み締め切り　2021年 9 月29 日（水）　　　参加費　無料

本誌特集テーマとも連動！

※文部科学省「国公私立大学・短期大学入学者選抜実施状況概要」を基に編集部で作成。

国公立大学における各選抜の入学者の推移図 2
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進路担当お勧めの分掌

▲

お勧めの分掌

▲

お勧めの分掌

▲

お勧めの分掌

▲

お勧めの分掌

▲

教務担当管理職

教務担当管理職

進路担当教務担当管理職

担任学年団

管理職

P. 26

P. 30

P. 34

P. 38

P. 42

学校改革や組織運営に役立つ
事例や情報を、
先生方の思いを乗せてお届けする

新課程で求められるカリキュラム・マネジメントの
視点での学校づくりとは？

新課程初年度に向けた自校の計画・実践に
つながる事例や解説記事を提供

その時、教師は何を考え、どう動いたか。
学校改革の過程を当事者の言葉で追う

学年経営に悩む先生方に！　
チームづくりの秘訣を掘り下げる

指導変革の軌跡

学校
危機管理
基 礎 講 座

東京都立第五商業高校

全教師がかかわるボトムアップ型で、
育成を目指す資質・能力のルーブリックを作成

静岡県立御殿場高校

観点別学習状況の評価の試行
新課程を見据えた観点別評価の実践を通して、
資質・能力の育成につながる評価のあり方を追求

兵庫県・私立神戸山
や ま

手
て

女子中学校高校

教職員協働の名門校再興
ガバナンスの強化とカリキュラム・マネジメントの推進で、
チームとしての教育力を高める

大阪府・私立箕
み の お

面自由学園高校　 ３学年団

楽しく学び続ける仕かけづくりと
気持ちを前向きにする声かけを続ける

いざという時の対応は平時の準備で決まる。学校危機管理の専門家が解説

自然災害への備え

新課程に向けて描く
「学校教育デザイン」

輝く
学年団を訪ねて
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２
０
２
０
年
３
月
に
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ

イ
ン
を
策
定
し
た
東
京
都
立
第
五
商
業

高
校
は
、
そ
こ
で
掲
げ
た
育
成
を
目
指

す
８
つ
の
資
質
・
能
力
そ
れ
ぞ
れ
の

ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
（
図
）
と
、
そ
れ
に
基

づ
い
た
教
科
・
科
目
ご
と
の
ル
ー
ブ

リ
ッ
ク
を
作
成
し
た
。

　
取
り
組
み
を
牽
引
し
た
の
は
、
19
年

度
に
赴
任
し
た
小
川
孝た

か
し

校
長
だ
。
全
都

立
高
校
が
19
年
度
末
ま
で
に
グ
ラ
ン
ド

デ
ザ
イ
ン
を
策
定
す
る
と
い
う
東
京
都

教
育
委
員
会
の
施
策
を
受
け
、
小
川
校

長
も
赴
任
直
後
か
ら
動
き
始
め
た
。

　
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
の
項
目
の
う

ち
、「
目
指
す
学
校
像
」
や
「
育
成
す

べ
き
資
質
・
能
力
」
な
ど
は
、
学
校
教

育
目
標
や
、
前
任
の
校
長
が
書
き
留
め

た
記
録
な
ど
を
読
み
込
み
、
小
川
校
長

が
草
案
を
作
成
。
管
理
職
と
各
分
掌
主

任
、
学
年
主
任
か
ら
成
る
「
企
画
調
整

会
議
」（
＊
１
）
や
、
各
教
科
の
主
任

が
集
ま
る
「
教
科
主
任
会
議
」
で
草
案

を
検
討
し
、
議
論
を
重
ね
な
が
ら
文
言

を
確
定
さ
せ
た
。

　
一
方
、
８
つ
に
設
定
し
た
育
成
す
べ

き
資
質
・
能
力
の
到
達
度
を
測
る
ル
ー

ブ
リ
ッ
ク
は
、
全
教
師
が
か
か
わ
る
形

で
作
成
を
進
め
た
。

　「
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
の
作
成
は
、
教
師

一
人
ひ
と
り
が
、
学
校
教
育
目
標
に
基

づ
き
担
当
教
科
・
科
目
の
指
導
の
あ
り

方
に
つ
い
て
深
く
考
え
る
機
会
に
な
る

と
捉
え
ま
し
た
。全
教
師
が
か
か
わ
り
、

ボ
ト
ム
ア
ッ
プ
型
で
作
ろ
う
と
考
え
ま

し
た
」（
小
川
校
長
）

　
具
体
的
に
は
、各
教
科
会
で
、「
知
識・

技
能
」「
思
考
力・判
断
力・表
現
力
」「
主

体
的
に
学
習
に
取
り
組
む
態
度
」
の
観

点
ご
と
に
生
徒
に
身
に
つ
け
さ
せ
た
い

資
質
・
能
力
を
検
討
し
、
評
価
規
準
の

あ
り
方
を
議
論
し
た
。
そ
し
て
、
各
教

科
会
か
ら
出
さ
れ
た
案
を
、
教
科
主
任

会
議
で
議
論
し
、
形
に
し
て
い
っ
た
。

教
務
部
主
任
の
荒
井
久
美
先
生
は
、
次

の
よ
う
に
振
り
返
る
。

　「
例
え
ば
、
教
科
主
任
会
議
で
、
あ

る
項
目
の
評
価
規
準
に
つ
い
て
議
論
が

行
き
詰
ま
っ
た
際
に
は
、
各
教
科
会
で

再
び
議
論
し
て
も
ら
う
と
い
っ
た
よ
う

に
、
教
科
会
と
教
科
主
任
会
議
を
何
度

も
行
き
来
し
な
が
ら
、
詳
細
を
詰
め
て

＊１　校長の補助機関として、校長の学校経営方針に基づき、学校全体の業務に関する企画立案、及び各分掌組織間の連絡調整、職員会議における議題の整理などを
行う。

全教師がかかわるボトムアップ型で、
育成を目指す資質・能力のルーブリックを作成

東京都立第五商業高校

新課程に向けて描く
「学校教育デザイン」

ア
ウ
ト
ラ
イ
ン

グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
と
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
を
作
成

「
教
科
会
」
と
「
教
科
主
任
会
議
」
を

行
き
来
し
、
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
を
作
成

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
・

指
導
計
画

学
校
教
育
目
標

授
業
・
指
導
実
践

評
価
・
検
証

授
業
・
指
導
改
善

紹介

紹介

紹介
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い
き
ま
し
た
。
時
間
と
手
間
は
か
か
り

ま
し
た
が
、
す
べ
て
の
教
師
が
ル
ー
ブ

リ
ッ
ク
に
つ
い
て
の
理
解
を
深
め
る
こ

と
に
つ
な
が
り
ま
し
た
」

　
そ
の
よ
う
に
し
て
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
を

作
成
し
て
い
る
最
中
に
、
教
師
か
ら
、

「
ど
の
教
科
・
科
目
で
も
『
育
成
す
べ

き
資
質
・
能
力
』
を
育
成
し
、
評
価
す

る
こ
と
は
本
当
に
可
能
な
の
か
。教
科・

科
目
に
よ
っ
て
、
育
成
・
評
価
し
や
す

い
資
質
・
能
力
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
」

と
い
っ
た
声
が
上
が
っ
た
。
そ
こ
で
、

各
教
科
会
で
、
８
つ
の
育
成
す
べ
き
資

質
・
能
力
が
、
そ
の
教
科
で
「
特
に
評

価
で
き
る
」「
評
価
可
能
」「
評
価
で
き

な
い
」
の
ど
れ
に
あ
て
は
ま
る
か
を
1

つ
ず
つ
検
討
し
、
そ
の
結
果
を
「
各
教

科
に
お
け
る
評
価
項
目
」（
図
）
と
し

て
一
覧
表
に
し
た
。

　「
自
分
が
担
当
す
る
教
科
・
科
目
で

は
、
ど
の
よ
う
な
資
質
・
能
力
を
育
成

し
、
評
価
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い

る
の
か
、
教
育
活
動
全
体
の
中
で
の
教

■目指すべき生徒の将来像
•資格取得にとどまらず、確かな教養を身につけ、常に変化する社会で生き抜く人材の育成
•「望ましい勤労観・職業観、創造性」を持ち、将来起こる様々な課題に自主的に取り組み、挑戦していくことができる人材の育成

■育成を目指す資質・能力と、各教科における評価項目　　◎：特に評価できる　○：評価可能　空欄：評価できない

育成すべき
資質・能力

レベル１ レベル２ レベル３ 国
語

地
歴
公

数
学

理
科

保
健
体
育

英
語

家
庭

商
業

知
識
・

技
能

社会的課題に対する
知識、理解力

情報を収集し、必要なもの
を抽出することができる。

抽出した情報を理解する
ことができる。

抽出した情報を課題解決に活用
できる。 ◎ ◎ ◎ ◎ ○ ◎ ○ ◎

思
考
力
・
判
断
力
・
表
現
力

筋道を立て他者に伝
える表現力

自分の意見を他者に伝える
ことができる。

自分の意見を他者に筋道
を立てて伝えることがで
きる。

自分の意見に他者が興味・関心
を引くよう事例等をあげながら、
工夫して伝えることができる。

◎ ○ ○ ◎ ○ ◎ ◎ ○

論理的な思考力、判
断力

他者のアドバイスがあれば、
課題解決策を提案できる。

自分だけで課題解決策を
提案できる。

自分だけで複数の課題解決策を
提案できる。 ◎ ◎ ◎ ◎ ○ ◎ ◎ ◎

全般的なマネジメン
ト力 課題の内容が理解できる。

課題の内容が理解でき、
解決のためのプロセスを
考えることができる。

課題解決のためのプロセスを考
え、それに則って解決することが
できる。

○ ○ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

主
体
的
に
学
習
に
取
り
組
む
態
度

責任感、挑戦する姿
勢、協働する力

学校の諸活動に積極的に
参加できる。

学校の諸活動に自己の
役割を見いだし、参加す
ることができる。

学校の諸活動に自己の役割を見
いだし、協働して最後まで責任を
持ってやり遂げることができる。

○ ○ ◎ ◎ ○ ◎

自らを変える力、振
り返る力

自己の課題を把握すること
ができる。

自己の課題を把握し、改
善のための目標を立てる
ことができる。

自己の課題を改善し、反省と振り
返りを重ねて次の行動につなげる
ことができる。

○ ○ ○ ◎ ◎ ○ ◎ ○

学びに向かう力、人
間力

将来の生き方・在り方を考
えることができる。

将来の生き方・在り方を
考え、目標設定ができる。

将来の目標達成のために、今や
るべきことを考え、実行できる。 ○ ○ ◎ ◎ ◎ ○

他者理解、異文化理
解

他者の意見や異文化を受け
入れ、その違いを理解でき
る。

他者の意見を記録・整理
したり、異文化について
調べたりして理解を深め
ようとしている。

他者の意見や異文化を正確に理
解するために質問をし、比較検
討することができる。

○ ○ ○ ○ ◎ ◎

地歴公：地理歴史・公民　　※学校資料を基に編集部で作成。

「目指すべき生徒の将来像」と、「育成すべき資質・能力」のルーブリック及び各教科における評価項目図

設立	 1941（昭和16）年

形態	 全日制・定時制／ビジネス
科（全日制）、商業科（定時
制）／共学

生徒数	 １学年約 210人（全日制）

2021年度進路実績（現役のみ）　
４年制大は、國學院大、駒澤大、成蹊大、専修大、中央大、
東京経済大、日本大、武蔵大などに57人が合格。短大・
専門学校進学 65人。就職 75人。

School Profile

教
科
・
科
目
ご
と
に
、
育
成
を
目
指
す

資
質
・
能
力
と
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
を
整
理
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教
科
・
科
目
ご
と
の
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク

の
作
成
は
、
新
学
習
指
導
要
領
の
実
施

後
の
活
用
を
見
据
え
た
も
の
だ
。
20
年

度
後
半
か
ら
そ
の
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
を
用

い
た
指
導
や
学
習
評
価
を
行
い
、
適
宜

見
直
し
て
完
成
度
を
高
め
、
22
年
度
を

迎
え
る
こ
と
を
構
想
し
て
い
た
。
新
学

習
指
導
要
領
の
実
施
ま
で
に
ル
ー
ブ

リ
ッ
ク
を
浸
透
さ
せ
る
た
め
に
は
、
指

導
や
学
習
評
価
に
お
け
る
新
し
い
手
法

の
導
入
に
対
し
て
抵
抗
感
の
少
な
い
若

手
教
師
か
ら
実
践
す
る
こ
と
が
鍵
に
な

る
と
、
荒
井
先
生
は
考
え
た
。

　「
若
手
教
師
に
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
を
活

用
し
て
も
ら
う
た
め
に
は
、
そ
の
作
成

に
携
わ
っ
て
も
ら
う
こ
と
が
必
要
だ
と

思
い
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
ル
ー
ブ
リ
ッ

ク
委
員
会
の
委
員
を
、
教
職
歴
や
赴
任

歴
に
関
係
な
く
広
く
募
り
ま
し
た
。
さ

ら
に
、
若
手
教
師
一
人
ひ
と
り
に
声
を

か
け
、
こ
れ
か
ら
の
本
校
を
担
う
先
生

方
に
こ
そ
委
員
に
な
っ
て
ほ
し
い
と
、

思
い
を
伝
え
ま
し
た
」

　
そ
う
し
た
結
果
、
集
ま
っ
た
11
人
の

委
員
は
、
20
代
の
教
師
を
中
心
と
し
つ

つ
、
中
堅
教
師
や
ベ
テ
ラ
ン
教
師
も
加

わ
り
、
幅
広
い
視
点
か
ら
ル
ー
ブ
リ
ッ

ク
を
検
討
で
き
る
体
制
と
な
っ
た
。

　
若
手
教
師
は
、
荒
井
先
生
の
予
想
通

り
、
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
の
研
究
に
意
欲
的

に
取
り
組
ん
だ
。中
に
は
、ル
ー
ブ
リ
ッ

ク
を
自
ら
試
作
し
、
出
身
大
学
の
恩
師

を
訪
ね
て
、
ア
ド
バ
イ
ス
を
も
ら
っ
た

若
手
教
師
も
い
た
と
言
う
。

　
同
委
員
会
で
も
、
若
手
教
師
は
積
極

的
に
意
見
を
出
し
、
熱
い
議
論
が
交
わ

さ
れ
た
。委
員
会
発
足
か
ら
短
期
間
で
、

全
教
科
が
自
教
科
・
科
目
の
ル
ー
ブ

リ
ッ
ク
を
完
成
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
た

科
・
科
目
の
役
割
を
考
え
る
機
会
に
な

り
ま
し
た
」（
荒
井
先
生
）

　
20
年
３
月
に
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
と

ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
を
完
成
さ
せ
た
後
は
、

教
科
・
科
目
ご
と
に
育
成
を
目
指
す
資

質
・
能
力
を
設
定
し
、
そ
の
到
達
度
を

測
る
た
め
の
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
の
作
成
に

着
手
し
た
。

　
20
年
７
月
、
有
志
の
教
師
11
人
（
各

教
科
か
ら
１
人
以
上
が
参
加
）
か
ら
成

る
「
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
委
員
会
」
を
設
置
。

「
主
体
的
に
学
習
に
取
り
組
む
態
度
」

の
評
価
方
法
な
ど
、
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
の

作
成
・
運
用
に
あ
た
っ
て
必
要
と
な
る

知
識
や
ノ
ウ
ハ
ウ
を
学
ん
だ
り
、
評
価

方
法
に
関
す
る
研
究
を
し
た
り
と
、
同

年
10
月
ま
で
に
計
５
回
の
会
合
を
実
施

し
た
。
各
委
員
は
、
同
委
員
会
で
学
ん

だ
知
見
を
教
科
会
で
ほ
か
の
教
師
に
共

有
し
、教
科・科
目
ご
と
の
ル
ー
ブ
リ
ッ

ク
の
作
成
を
進
め
た
。

　「
教
科
・
科
目
ご
と
の
ル
ー
ブ
リ
ッ

ク
の
形
式
は
、全
教
科
で
そ
ろ
え
ず
に
、

各
教
科
・
科
目
に
任
せ
ま
し
た
。
教
科
・

科
目
の
特
性
に
応
じ
た
形
に
し
た
方

が
、そ
の
後
の
運
用
が
し
や
す
く
、ル
ー

ブ
リ
ッ
ク
の
活
用
が
促
進
さ
れ
る
と
考

え
た
か
ら
で
す
。
数
学
な
ど
は
単
元
ご

と
に
作
成
し
、
国
語
な
ど
は
全
単
元
で

利
用
で
き
る
共
通
の
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
に

し
て
い
ま
し
た
」（
荒
井
先
生
）

　
20
年
11
月
に
は
、
全
教
科
に
お
い
て
、

各
教
科
・
科
目
の
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
に
基

づ
い
て
作
成
し
た
指
導
計
画
と
評
価
計

画
に
よ
る
研
究
授
業
を
実
施
。
事
後
研

究
で
は
、
授
業
者
と
見
学
者
が
授
業
を

振
り
返
っ
て
、
課
題
を
出
し
合
い
議
論

し
た
。
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
委
員
会
の
委
員

を
務
め
た
商
業
科
の
中
島
博ひ

ろ

己き

先
生

は
、
研
究
授
業
を
行
っ
た
か
ら
こ
そ
、

見
え
て
き
た
課
題
が
あ
っ
た
と
話
す
。

　「
商
業
科
の
授
業
で
は
、
生
徒
が
書

い
た
営
業
日
誌
を
、
担
当
教
師
13
人
で

ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
に
基
づ
い
て
評
価
し
ま

し
た
。す
る
と
、同
じ
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
を

用
い
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
教
師

間
で
評
価
の
ば
ら
つ
き
が
見
ら
れ
ま
し

た
。
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
の
記
述
語
の
重
要

性
を
改
め
て
実
感
す
る
と
と
も
に
、
今

後
、
運
用
を
し
な
が
ら
少
し
ず
つ
で
も

よ
い
か
ら
見
直
し
て
い
こ
う
と
、
教
科

内
で
話
し
合
い
ま
し
た
」（
中
島
先
生
）

ブ
レ
ー
ク
ス
ル
ー

若
手
教
師
を
活
動
の
軸
に
据
え
る

若
手
教
師
を
中
心
に
、

活
気
と
熱
意
に
あ
ふ
れ
た
委
員
会

随
時
見
直
し
、
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
の

完
成
度
を
高
め
て
い
く
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　緊
急
事
態
宣
言
の
発
出
に
よ
る
分
散

登
校
へ
の
対
応
な
ど
も
あ
り
、
教
科
・

科
目
ご
と
の
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
を
用
い
た

指
導
と
学
習
評
価
の
実
践
は
予
定
通
り

に
は
進
め
ら
れ
て
い
な
い
状
況
だ
。

　コ
ロ
ナ
禍
の
中
、
学
校
全
体
で
取
り

組
ん
で
き
た
の
は
、
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業

だ
。
昨
春
の
臨
時
休
業
期
間
中
に
数
人

の
教
師
が
始
め
、
今
で
は
全
教
科
で
実

施
。
緊
急
事
態
宣
言
に
よ
っ
て
分
散
登

校
に
な
っ
た
際
に
は
、
同
時
双
方
向
型

と
オ
ン
デ
マ
ン
ド
型
（
＊
２
）
を
併
用

し
た
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
を
行
っ
て
い

る
。
そ
れ
が
、
各
教
科
・
科
目
の
ル
ー

ブ
リ
ッ
ク
の
見
直
し
に
も
影
響
す
る
の

で
は
な
い
か
と
、
荒
井
先
生
は
考
え
て

い
る
。

　「オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
は
今
後
も
継
続

す
る
予
定
で
、
そ
う
な
る
と
、
授
業
形

態
が
以
前
と
変
わ
る
可
能
性
も
あ
り
ま

す
。
そ
れ
に
応
じ
て
、
各
教
科
・
科
目

の
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
の
修
正
も
必
要
に

な
っ
て
く
る
は
ず
で
す
。
そ
う
し
た
点

も
検
討
す
る
た
め
、
22
年
度
を
迎
え
る

ま
で
に
も
う
一
度
研
究
授
業
を
実
施

し
、
各
教
科
・
科
目
の
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク

を
見
直
す
予
定
で
す
」

の
は
、
若
手
教
師
の
活
躍
が
あ
っ
た
か

ら
だ
と
、
中
島
先
生
は
振
り
返
る
。

　「委
員
会
で
若
手
教
師
の
仕
事
ぶ
り

に
間
近
で
接
し
、そ
の
勉
強
熱
心
な
姿

に
、
私
自
身
、
大
き
な
刺
激
を
受
け
ま

し
た
。
彼
ら
が
意
欲
や
能
力
を
発
揮
で

き
る
場
を
整
え
る
重
要
性
を
実
感
し
ま

し
た
」

　ま
た
、
荒
井
先
生
は
、
グ
ラ
ン
ド
デ

ザ
イ
ン
が
教
師
の
意
識
に
大
き
な
影
響

を
及
ぼ
し
て
い
る
こ
と
を
最
近
、
強
く

感
じ
て
い
る
と
語
る
。

　「新
教
育
課
程
の
編
成
に
向
け
た
教

科
主
任
会
議
の
議
論
で
は
、『
グ
ラ
ン

ド
デ
ザ
イ
ン
に
掲
げ
た
育
成
す
べ
き
資

質
・
能
力
を
確
実
に
育
む
た
め
に
は
、

ど
の
教
科
・
科
目
に
ど
れ
く
ら
い
の
授

業
時
数
を
割
り
当
て
る
必
要
が
あ
る

か
』
と
い
っ
た
視
点
で
意
見
が
交
わ
さ

れ
ま
し
た
。
担
当
教
科
の
立
場
だ
け
で

な
く
、
学
校
全
体
の
視
点
で
建
設
的
に

議
論
が
進
み
ま
し
た
」

　そ
の
よ
う
に
、常
に
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ

イ
ン
に
基
づ
い
て
意
見
を
出
し
合
う
意

識
が
教
師
間
に
定
着
す
れ
ば
、ル
ー
ブ

リ
ッ
ク
に
よ
る
評
価
も
浸
透
す
る
の
で

は
な
い
か
と
、荒
井
先
生
は
考
え
て
い
る
。

　グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
も
完
成
形
で
は

な
い
と
、
小
川
校
長
は
話
す
。

　「今
後
、
探
究
学
習
に
も
力
を
入
れ

て
い
く
予
定
で
す
が
、
現
在
の
グ
ラ
ン

ド
デ
ザ
イ
ン
に
は
、
探
究
学
習
を
通
じ

て
育
成
を
目
指
す
資
質
・
能
力
に
つ
い

て
記
載
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
教
育
活
動

や
授
業
形
態
な
ど
の
変
化
に
応
じ
て
、

グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
も
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク

も
随
時
見
直
し
て
い
く
考
え
で
す
」

校長

小川 孝　

おがわ・たかし

教職歴33年。同校に赴任して３年目。

主幹教諭、
教務部主任

荒井久美
あらい・くみ

教職歴20年。同校に赴任して８年目。
外国語科（英語）。

指導教諭、
教務部

中島博己　

なかじま・ひろき

教職歴38年。同校に赴任して11年目。
商業科（簿記）。

＊２　同時双方向型は、ウェブ会議システムなどを用いて、教師や生徒がコミュニケーションを取りながら授業を進める形態のこと。オンデマンド型は、インター
ネット上に教師が動画や資料などをアップしておき、生徒はそれを見ながら自分で学習を進める形態のこと。

ア
ッ
プ
デ
ー
ト

教
育
活
動
や
授
業
形
態
の
変
化
も
踏
ま
え
て
見
直
す

グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
も

ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
も
試
行
段
階

新課程に向けて描く
「学校教育デザイン」
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菅
原
尚な

お

規き

先
生
（
教
務
主
任
）　
近
年
、

本
校
は
、
静
岡
県
総
合
教
育
セ
ン
タ
ー

の
研
究
協
力
校
と
し
て
、
公
開
授
業
研

究
会
や
教
科
横
断
型
校
内
研
修
会
な
ど

を
校
内
で
開
催
し
て
き
ま
し
た
。
そ
う

し
た
場
で
得
た
知
見
か
ら
、
観
点
別
評

価
に
関
し
て
も
研
究
に
着
手
す
る
必
要

性
を
多
く
の
教
師
が
感
じ
て
い
ま
し
た

が
、
観
点
別
評
価
に
対
す
る
根
本
的
な

理
解
か
ら
始
め
る
の
は
ハ
ー
ド
ル
が
高

い
よ
う
に
思
い
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
ま

ず
は
実
践
し
て
み
て
、
う
ま
く
い
か
な

い
と
こ
ろ
が
あ
れ
ば
話
し
合
っ
て
解
決

策
を
考
え
、
改
善
を
重
ね
て
い
く
研
究

の
形
を
採
る
こ
と
に
し
た
の
で
す
。

　
20
年
４
月
か
ら
、
県
の
指
導
主
事
の

助
言
も
得
な
が
ら
校
内
研
究
の
詳
細
な

内
容
を
検
討
し
、
７
月
の
職
員
会
議
で

は
、
９
月
か
ら
の
校
内
研
究
の
目
的
と

内
容
、
そ
の
後
の
流
れ
な
ど
を
提
案
し

ま
し
た
（
図
１
・
図
２
）。

　
校
内
研
究
で
は
、
ま
ず
２
学
期
に
各

教
科
で
観
点
別
評
価
を
実
施
し
、
学
期

末
の
成
績
評
価
の
際
、
成
績
報
告
書
の

所
見
欄
に
Ａ
Ｂ
Ｃ
評
価
を
記
載
す
る
こ

と
に
し
ま
し
た
。
た
だ
し
、
そ
の
評
価

20
年
度
の
途
中
か
ら

試
験
的
に
観
点
別
評
価
を
実
施

観点別学習状況の評価の試行

新学習指導要領の実施が 2022 年度に迫る中、21年度は、新課程に
向けた計画とその実践を通じた授業と評価の改善が求められる。新
課程初年度に向け、実践事例や解説記事により現場の疑問や課題を
解決し、自校の計画・実践につながる情報を提供する。

テーマ

新
課
程
を
見
据
え
た
観
点
別
評
価
の
実
践
を
通
し
て
、

資
質
・
能
力
の
育
成
に
つ
な
が
る
評
価
の
あ
り
方
を
追
求

静
岡
県
立
御ご

殿て
ん

場ば

高
校

３
観
点
で
の
観
点
別
評
価
の
実
践
に

取
り
組
ん
だ
背
景
は
何
か

観
点
別
評
価
の
研
究
の
必
要
性
は
校
内
で
共
有
さ
れ
て
い
た
た
め
、実

践
す
る
こ
と
で
見
え
て
く
る
課
題
や
気
づ
き
を
22
年
度
の
評
価
計
画

に
生
か
す
べ
く
、20
年
度
よ
り
学
校
全
体
で
観
点
別
評
価
を
試
行
し
た

静
岡
県
立
御
殿
場
高
校
は
、「
地
域
と
と
も
に
未
来
を
創
る
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
の
育
成
」
を
教
育

目
標
に
掲
げ
、
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
推
進
し
て
き
た
（『
Ｖ
Ｉ
Ｅ
Ｗ
21
』
高
校
版

２
０
２
０
年
２
月
号
P.
４
〜
７
参
照
）。
22
年
度
か
ら
の
新
教
育
課
程
に
向
け
た
観
点
別
学
習
状

況
の
評
価
（
以
下
、
観
点
別
評
価
）
の
実
践
に
も
、
20
年
度
か
ら
い
ち
早
く
取
り
組
ん
で
い
る
。

設立	 1901（明治34）年
形態 	 全日制／創造工学科・創造ビジネス

科・生活創造デザイン科／共学
生徒数	 １学年約160人
2021年度進路実績　
４年制大は、山梨大、東海大、日本体育大、
神奈川工科大、常葉大などに11人が合格。
短大・専門学校進学 69人。就職 96人。	

実践レポート
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は
あ
く
ま
で
も
研
究
の
一
環
で
あ
り
、

今
年
度
の
実
際
の
評
価
と
は
連
動
さ
せ

な
い
た
め
、
生
徒
に
は
結
果
を
提
示
し

な
い
こ
と
と
し
ま
し
た
。

菅
原
先
生

　前
述
の
通
り
、
20
年
度
2

学
期
の
観
点
別
評
価
の
校
内
研
究
は
、

７
月
の
職
員
会
議
で
提
案
し
ま
し
た
。

22
年
度
か
ら
の
新
教
育
課
程
実
施
に
向

け
て
、
観
点
別
評
価
の
計
画
は
避
け
て

通
れ
な
い
も
の
で
あ
る
と
い
う
こ
と
も

あ
っ
て
か
、
校
内
研
究
の
提
案
に
対
し

て
の
反
対
意
見
は
出
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
職
員
会
議
で
は
、
研
究
で
特
に
重
視

し
て
ほ
し
い
内
容
と
し
て
、
次
の
２
点

を
共
有
し
ま
し
た
。
１
点
目
は
、
現
状

の
４
観
点
と
新
し
い
３
観
点
の
切
り
分

け
で
す
。
特
に
、「
知
識
」
と
「
技
能
」

が
「
知
識
・
技
能
」
と
１
つ
の
観
点
と

な
っ
た
こ
と
で
、
ど
の
よ
う
な
変
化
が

生
じ
る
の
か
、
実
技
系
科
目
に
と
っ
て

は
重
要
な
テ
ー
マ
に
な
り
ま
す
。

　
２
点
目
は
、３
観
点
に
よ
る
評
価
と
、

現
状
の
評
価
の
ず
れ
で
す
。
20
年
度
の

研
究
で
は
、
評
定
を
出
す
こ
と
は
求
め

な
か
っ
た
た
め
、
数
字
で
の
比
較
は
で

き
ま
せ
ん
が
、
目
の
前
の
生
徒
に
対
す

る
現
状
の
見
取
り
と
3
観
点
の
評
価
と

の
ず
れ
が
大
き
い
場
合
は
、
そ
の
原
因

は
カ
ッ
ト
ラ
イ
ン
な
の
か
、
あ
る
い
は

評
価
材
料
な
の
か
を
考
え
る
よ
う
、
先

生
方
に
お
願
い
し
ま
し
た
。

　
Ｂ
ラ
イ
ン
の
評
価
規
準
や
、
ど
う

い
っ
た
評
価
手
法
を
用
い
る
か
な
ど
に

つ
い
て
、
あ
え
て
細
か
い
ル
ー
ル
は
設

校
内
研
究
の
ポ
イ
ン
ト
を

職
員
会
議
で
周
知

観
点
別
評
価
の
校
内
研
究
で
ど
の
よ
う
な
こ
と

を
重
視
し
た
か

現
状
の
４
観
点
と
新
し
い
３
観
点
を
ど
の
よ
う
に
切
り
分
け
る
か
、

生
徒
の
実
態
に
合
っ
た
評
価
が
で
き
る
か
に
つ
い
て
、
実
際
に
評

価
を
実
施
し
て
み
て
確
か
め
よ
う
と
呼
び
か
け
た

御殿場高校の取り組みの流れ

観点別評価の研究に関する提案要旨（７月職員会議）

図１

図２

2020 年７月	 職員会議で観点別評価の校内研究を提案

2020 年９月	 各教科で観点別評価の校内研究を開始

2020 年１２月	 教科内で観点別評価を実施（生徒には結果を提示せず）

2021 年１月	 実践を振り返るアンケートを教師向けに実施

2021 年４月	 観点別評価の結果を基に評定を示す校内研究を開始

※学校資料を基に編集部で作成。

※学校資料を基に編集部で作成。

◎20年度２学期末の成績評価から、以下の流れで観点別評価を行う。
❶20年度２学期末の成績評価から、新学習指導要領における３観点
での観点別評価を行う。（ただし、試験導入とする）

❷観点別評価の妥当性を教科内で検討、研究し、以下につなげる。
•単元の観点別の目標　•観点の主旨を踏まえた評価規準　
•評価の場面や方法

❸ 21年度は、観点別評価を10 段階の評価に変換する研究を行う。

◎具体的な取り組みの例
❶知識・技能
•暗記ができていれば解けるもの、授業で教えた内容や課題で学んだ
内容を直接答えさせるものとする
•定期考査以外にも、小テストなどで測る　など

❷思考・判断・表現
•授業で学んだことを基に、自分で考えたり、応用したりする力を見る
•ペーパーテストでは、初見かつ、授業で学習した内容を応用しないと解
けない問題を出し、その部分を「思考・判断・表現」の評価と捉える
•評価の規準は試験より前に決めておき、ルーブリックで生徒に示して
おく　など

❸主体的に学習に取り組む態度
•授業前後の自分の変容をどの程度捉えられているかを評価する
•授業の前後、単元の前後などに、目標を定めたり、自分の取り組み
を振り返ったりするペーパーなどを書かせ、その記述内容を評価する
•新たに学んだこと、分からなかったこと、もっと知りたいことなどを
積極的に記述しているものを評価する　など

31  高校版  2021 August

0-01-J-22510-001 2021 年度 VIEW next 高校版 8 月号 30 頁 ＣＭ
ＹＫ

色
校

07/26
松下

念
校

08/04
八木 − −/−

− − −/−
− − −/−

−0-01-J-22510-001 2021 年度 VIEW next 高校版 8 月号 31 頁 ＣＭ
ＹＫ

色
校

07/26
松下

念
校

08/04
八木 − −/−

− − −/−
− − −/−

−
P30-33_view-next-koukou-8g.indd   31 2021/08/04   13:31



け
ず
、
各
教
科
に
任
せ
ま
し
た
。「
評

価
規
準
に
つ
い
て
も
、
学
校
独
自
で
設

定
す
る
も
の
だ
か
ら
こ
そ
、
ま
ず
は
自

分
た
ち
で
運
用
し
て
み
て
、
分
か
ら
な

菅
原
先
生
　
私
が
担
当
す
る
国
語
で

は
、「
知
識
・
理
解
」
を
「
知
識
・
技

能
」
に
、「
話
す
・
聞
く
・
書
く
・
読
む
」

を
「
思
考
・
判
断
・
表
現
」
に
、「
関
心
・

意
欲
・
態
度
」
を
「
主
体
的
に
学
習
に

取
り
組
む
態
度
」
に
対
応
さ
せ
て
、
定

期
考
査
の
問
題
を
検
討
し
ま
し
た
。
生

徒
に
は
、「
授
業
で
身
に
つ
け
た
力
を
、

初
見
の
文
章
の
読
解
で
も
発
揮
で
き
る

よ
う
に
な
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
」と
、

考
査
を
通
じ
て
評
価
す
る
資
質
・
能
力

に
つ
い
て
丁
寧
に
説
明
し
ま
し
た
。
そ

の
上
で
、
合
計
点
に
加
え
、
観
点
別
の

得
点
も
答
案
に
明
記
し
ま
し
た
。

　
生
徒
の
学
び
の
意
欲
を
高
く
維
持
す

る
た
め
に
は
、
単
元
の
流
れ
も
重
要
で

す
。
あ
る
単
元
で
、
新
聞
の
社
説
の
読

み
比
べ
を
通
じ
て
批
判
的
に
物
事
を
捉

え
る
こ
と
の
大
切
さ
を
学
ん
だ
ら
、
次

の
単
元
で
は
、
批
判
的
な
ま
な
ざ
し
で

社
会
の
出
来
事
を
見
つ
め
、
実
際
に
意

見
文
を
書
く
と
い
っ
た
工
夫
を
し
ま
し

た
。

い
こ
と
、
う
ま
く
い
か
な
い
こ
と
が
出

て
き
た
ら
、
そ
れ
を
教
科
内
で
話
し
合

い
ま
し
ょ
う
」
と
呼
び
か
け
ま
し
た
。

　
研
究
を
通
し
て
実
感
し
た
の
は
、「
主

体
的
に
学
習
に
取
り
組
む
態
度
」
の
評

価
の
難
し
さ
で
す
。
現
行
の
4
観
点
で

の
評
価
で
も
、「
関
心
・
意
欲
・
態
度
」

の
評
価
に
課
題
を
感
じ
て
い
る
教
師
は

多
い
と
思
い
ま
す
。
国
語
科
で
は
、
授

業
ご
と
に
振
り
返
り
を
書
か
せ
、
そ
れ

を
基
に
評
価
し
て
い
ま
し
た
が
、
む
し

ろ
単
元
の
最
後
に
、
自
分
が
何
を
学
ん

だ
の
か
を
客
観
的
に
振
り
返
り
、
身
に

つ
け
た
こ
と
、
足
り
な
か
っ
た
こ
と
を

メ
タ
認
知
さ
せ
た
方
が
次
の
学
び
に
つ

な
が
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ま
し

た
。
そ
こ
で
、
21
年
度
は
、
ル
ー
ブ

リ
ッ
ク
を
並
記
し
た
「
単
元
ま
と
め
の

レ
ポ
ー
ト
」（
図
３
）
を
課
し
、
Ａ
Ｂ

Ｃ
で
評
価
し
て
生
徒
に
返
却
す
る
よ
う

に
し
て
い
ま
す
。
生
徒
に
は
、「
評
価

に
一
喜
一
憂
せ
ず
、
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
を

見
直
し
て
、何
が
足
り
な
か
っ
た
の
か
、

次
は
ど
う
し
た
ら
よ
い
の
か
を
考
え
る

こ
と
が
大
切
だ
」
と
伝
え
て
い
ま
す
。

評
価
が
難
し
い
観
点
を

ど
の
よ
う
に
見
取
っ
て
い
く
か

教
科
で
の
具
体
的
な
取
り
組
み
は

ど
の
よ
う
な
も
の
か

各
単
元
の
到
達
目
標
と
評
価
の
方
法
を
生
徒
に
伝
え
た
上
で
、
定

期
考
査
の
各
大
問
に
、
評
価
す
る
資
質
・
能
力
を
明
記
し
た

読み方の基礎　単元まとめのレポート図３

20 年度の研究を経て、単元の終了時に行う生徒の自己評価の重要性に気がつい
た。そこで、21年度の研究では、ルーブリックを明示した単元まとめのレポー
トを生徒に課すことにした。
※学校資料を基に編集部で作成。
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菅
原
先
生
　
20
年
度
２
学
期
の
実
践
を

経
て
、
21
年
１
月
に
観
点
別
評
価
の
校

内
研
究
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
を
教
師

向
け
に
実
施
し
た
と
こ
ろ
、
多
く
の
教

師
が
従
来
の
評
価
と
あ
ま
り
ず
れ
を
感

じ
な
か
っ
た
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た

（
図
４
）。
た
だ
、「
知
識
・
技
能
」「
思

考
・
判
断
・
表
現
」
は
Ｃ
だ
が
、「
主

体
的
に
学
習
に
取
り
組
む
態
度
」
は
Ａ

と
い
っ
た
生
徒
が
出
て
き
た
場
合
に
つ

い
て
の
問
題
提
起
が
あ
り
ま
し
た
。
３

観
点
は
連
動
し
て
い
る
以
上
、「
知
識
・

技
能
」「
思
考
・
判
断
・
表
現
」
の
力

が
高
ま
っ
て
い
な
け
れ
ば
、
自
己
調
整

が
で
き
て
い
な
い
わ
け
で
す
か
ら
、「
主

体
的
に
学
習
に
取
り
組
む
態
度
」
の
評

価
は
低
く
な
る
は
ず
で
す
が
、
生
徒
の

実
態
を
見
る
と
、
そ
う
単
純
に
割
り
切

る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。「
主
体
的
に

学
習
に
取
り
組
む
態
度
」
の
評
価
に
あ

た
っ
て
、
多
様
な
評
価
の
場
面
や
材
料

を
ど
の
よ
う
に
設
定
・
収
集
す
れ
ば
よ

い
の
か
、
知
見
が
不
足
し
て
い
る
と
感

じ
ま
し
た
。

　
21
年
度
は
、
観
点
別
評
価
を
評
定
に

総
括
し
、
従
来
の
基
準
で
行
っ
た
評
定

と
比
べ
て
み
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

ま
ず
は
１
学
期
末
に
そ
の
比
較
を
行
い

ま
す
。
難
し
か
っ
た
と
の
声
が
多
か
っ

た
、「
主
体
的
に
学
習
に
取
り
組
む
態

度
」
の
評
価
に
つ
い
て
は
、
単
元
ま
と

め
の
レ
ポ
ー
ト
を
活
用
す
る
研
究
を
同

時
に
行
う
よ
う
に
提
案
し
て
い
ま
す
。

　
今
回
の
学
習
指
導
要
領
の
改
訂
で

は
、
評
価
そ
の
も
の
の
見
直
し
が
迫
ら

れ
て
い
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。
教
師
一

人
ひ
と
り
が
腹
落
ち
し
、
統
一
感
を

持
っ
て
取
り
組
め
る
よ
う
、
引
き
続
き

研
究
を
深
め
て
い
き
ま
す
。

教務主任

菅原尚規　

すがわら・なおき

教職歴 24 年。同校に赴
任して４年目。国語科。

新課程に関する情報は、
『ハイスクールオンライン』

でお届けします！

• 御殿場高校・菅原先生のインタビュー動画を公開中！
今回ご紹介したお取り組みに関するインタビュー動画をハイスクールオンライ
ンに掲載しています。校内研究に関する資料や、単元まとめのレポート等の学
校資料もダウンロードいただけます。ぜひご覧ください！

『ハイスクールオンライン』
トップページ＞新課程＞【先生インタビュー】観点別学習状況の評価の実践
https://bhso.benesse.ne.jp/hs_online/shinkatei/report/210006.html

生
徒
の
実
態
を
踏
ま
え
て
、

生
徒
に
合
っ
た
評
価
を
模
索

『ハイスクールオンライン』 トップページ＞新課程 からアクセス

校
内
研
究
で
新
た
に
見
え
て
き
た

課
題
は
何
か

「
主
体
的
に
学
習
に
取
り
組
む
態
度
」
の
評
価
が
鍵
。
21
年
度
は
観

点
別
評
価
を
評
定
に
つ
な
げ
、
生
徒
の
実
態
に
ふ
さ
わ
し
い
評
価

計
画
を
作
成
す
る

観点別評価についてのアンケートで分かったこと図４

※学校資料を基に編集部で作成。

•約９割の教師が、新観点での評価と従来の観点での評価との
ずれは気にならない程度だと考えている

•新観点での評価で大変だったこととして最も多かったのが、
「主体的に学習に取り組む態度」の評価

•ＡＢＣ評価のカットラインや観点別評価の評定への換算など
についてはさらに研究が必要

•研究を通して、評価についていま一度深く考えたという声が
多数上がった

•評価について個々の考えや取り組みを共有したり、評価規準
の目線合わせをしたりするための場を求める声が多かった
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兵
庫
県
・
私
立
神
戸
山
手
女
子
中
学
校
高
校
は
、

２
０
２
１
年
に
創
立
97
年
目
を
迎
え
た
伝
統
校
だ
。

「
自
学
自
習
」「
情
操
陶
冶
」を
建
学
の
精
神
と
し
て
、

創
立
以
来
、
自
立
し
た
女
性
の
育
成
に
努
め
、
こ
れ

ま
で
2
万
人
の
卒
業
生
を
送
り
出
し
て
き
た
。
だ
が

近
年
、
志
願
者
数
は
減
少
し
続
け
、
生
徒
の
学
力
の

多
層
化
が
進
ん
で
き
た
。
同
校
の
教
壇
に
立
っ
て
35

年
目
を
迎
え
る
入
試
広
報
セ
ン
タ
ー
長
の
佐
々
木
誠

先
生
は
、「
こ
の
ま
ま
で
は
い
け
な
い
と
危
機
感
を

持
ち
な
が
ら
、
効
果
的
な
対
策
が
打
ち
出
せ
な
い
で

こ
こ
ま
で
来
て
し
ま
っ
た
」
と
打
ち
明
け
る
。

　「
広
報
面
な
ど
で
様
々
な
工
夫
を
し
て
き
ま
し
た

が
、
本
質
的
な
改
善
に
は
至
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
ま

た
、『
自
学
自
習
』
を
建
学
の
精
神
に
掲
げ
て
い
な

が
ら
、
多
く
の
課
題
を
与
え
て
教
え
込
む
ス
タ
イ
ル

の
授
業
が
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
で
、
組
織
的
な
授
業
改
善

も
進
ん
で
い
ま
せ
ん
で
し
た
」

　
学
校
存
続
を
危
ぶ
む
声
が
校
内
か
ら
上
が
り
始
め

た
と
こ
ろ
で
、
同
校
は
大
き
な
転
機
を
迎
え
る
。
そ

れ
は
、
私
立
中
学
校
・
高
校
の
改
革
で
多
く
の
実
績

を
残
し
て
き
た
平
井
正
朗
校
長
の
着
任
だ
。
平
井
校

長
は
、
伝
統
校
の
衰
退
の
原
因
は
、
進
路
実
績
の
低

迷
や
広
報
戦
略
の
失
敗
な
ど
で
は
な
く
、
も
っ
と
根

本
的
な
も
の
だ
と
考
え
た
。

　「
一
人
ひ
と
り
の
教
師
は
高
い
能
力
を
持
っ
て
い

る
の
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
れ
が
学
校
全
体
の
教
育

力
と
し
て
結
実
し
て
い
な
い
た
め
、
こ
の
ま
ま
で
は

次
世
代
リ
ー
ダ
ー
が
育
ち
ま
せ
ん
。
長
期
に
わ
た
る

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
及
び
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
欠
如
を
最
大
の

課
題
と
捉
え
ま
し
た
。
学
校
の
ビ
ジ
ョ
ン
が
不
明
確

で
あ
る
こ
と
に
加
え
て
、
教
職
員
は
自
身
の
力
を
ど

の
よ
う
に
発
揮
す
れ
ば
よ
い
の
か
分
か
ら
ず
、
自
信

を
失
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
う
し
た
状
態
で
、
た
だ
Ｉ

Ｃ
Ｔ
を
導
入
し
た
り
、
外
部
の
教
育
機
関
と
連
携
を

進
め
た
り
す
る
だ
け
で
は
、
学
校
再
興
に
は
つ
な
が

り
ま
せ
ん
」

　
平
井
校
長
は
、
赴
任
直
後
の
21
年
４
月
１
日
、
１

回
目
の
職
員
会
議
で
、
学
校
法
人
濱
名
山
手
学
院
の

教
育
ミ
ッ
シ
ョ
ン
で
あ
る
３
Ｃ
（Com

m
unication,

Consideration,Com
m
itm
ent

）
と
、「
未
来
型
リ
ー

変
革
の

教
育
ミ
ッ
シ
ョ
ン
を
実
現
す
べ
く
、

各
分
掌
へ
の
分
権
を
進
め
る

背
景

学校概要

◎設立	 1924（大正 13）年
◎形態	 全日制／普通科、音楽科／女子校
◎生徒数	 １学年約 120人（高校）
◎2021年度入試合格実績（現役のみ）　国公立
大は、奈良女子大、香川大、兵庫県立大などに 5
人が合格。私立大は、慶應義塾大、東京理科大、
立命館大、龍谷大、関西大、近畿大、関西学院大、
関西国際大などに延べ約 149人が合格。

No.274
指導変革の軌跡

兵
庫
県
・
私
立
神
戸
山や

ま

手て

女
子
中
学
校
高
校

教
職
員
協
働
の
名
門
校
再
興

ガ
バ
ナ
ン
ス
の
強
化
と
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム・マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
推
進
で
、

チ
ー
ム
と
し
て
の
教
育
力
を
高
め
る
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ダ
ー
シ
ッ
プ
の
女
性
育
成
」
の
ビ
ジ
ョ
ン
に
つ
い
て

詳
説
し
た
（
Ｐ
．36
写
真
）。
予
測
不
可
能
な
未
来
社

会
で
女
性
と
し
て
豊
か
で
幸
せ
な
人
生
を
送
る
た
め

に
必
要
な
資
質
・
能
力
を
育
成
す
る
と
い
う
、
未
来

志
向
型
女
子
教
育
の
実
現
に
向
け
た
ス
ロ
ー
ガ
ン
を

「
山
手
ル
ネ
サ
ン
ス
」
と
定
め
、
全
教
職
員
と
共
有

し
た
（
図
１
）。
探
究
教
育
、
英
語
（
グ
ロ
ー
バ
ル
）

教
育
、
音
楽
教
育
、
中
高
大
連
携
教
育
や
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の

活
用
な
ど
、
す
べ
て
は
「
山
手
ル
ネ
サ
ン
ス
」
の
た

め
に
あ
る
と
目
線
合
わ
せ
を
行
っ
た
の
だ
。

　
平
井
校
長
が
、
教
育
ミ
ッ
シ
ョ
ン
実
現
に
向
け
て

重
視
し
た
の
が
、
一
人
ひ
と
り
の
教
職
員
を
尊
重
し

な
が
ら
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
推
進
し

て
い
く
こ
と
だ
っ
た
。

　「
校
長
と
し
て
、
私
が
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
発
信
す
る

そ
の
一
方
で
、
各
パ
ー
ト
に
お
け
る
役
割
分
担
を
明

確
化
す
る
こ
と
で
、
よ
り
ス
ピ
ー
デ
ィ
ー
に
、
し
か

し
、
小
手
先
で
は
な
い
本
質
的
な
改
革
を
進
め
て
い

く
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
ま
し
た
」（
平
井
校
長
）

　
ま
ず
変
え
た
の
が
職
員
室
だ
。
組
織
的
な
学
校
運

営
に
欠
か
せ
な
い
「
報
告
・
連
絡
・
相
談
」
を
円
滑

に
す
る
た
め
、
校
長
や
事
務
局
長
の
机
も
職
員
室
に

配
置
し
た
。
校
長
室
も
、
来
客
や
打
ち
合
わ
せ
時
以

外
は
開
放
し
、
生
徒
や
教
職
員
に
来
室
を
促
し
た
。

事
務
局
長
の
安や

す

間ま

秀
昭
先
生
は
、「
教
師
と
事
務
職

員
が
一
体
と
な
っ
た
学
校
改
革
が
始
ま
ろ
う
と
し
て

い
る
の
だ
と
感
じ
た
」
と
語
る
。

　「
平
井
校
長
は
、
教
職
員
が
職
域
の
違
い
を
超
え

て
、
対
等
な
立
場
で
学
校
改
革
に
参
画
す
る
教
職
協

働
の
重
要
性
を
私
た
ち
に
説
明
さ
れ
ま
し
た
。
そ
こ

で
、
先
生
方
に
教
育
活
動
に
も
っ
と
集
中
し
て
も
ら

え
る
よ
う
、
事
務
職
と
し
て
で
き
る
こ
と
を
事
務
局

内
で
話
し
合
い
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
先
生
方
が
行
っ

図1	 カリキュラム・マネジメントの概念構成図

※学校資料をそのまま掲載。

教
職
協
働
を
徹
底
し
、

エ
ビ
デ
ン
ス
ベ
ー
ス
の
授
業
改
善
に
着
手

変
革
の
一
手
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当
教
師
が
感
じ
て
い
る
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
の
課
題
な

ど
も
、
細
か
く
報
告
す
る
よ
う
に
し
ま
し
た
」

　
校
長
と
の
情
報
共
有
の
場
面
が
増
え
た
こ
と
で
、

新
し
い
取
り
組
み
が
実
行
に
移
る
ま
で
の
時
間
は
大

き
く
短
縮
さ
れ
た
と
言
う
。

　「
探
究
学
習
で
の
校
外
連
携
な
ど
、
現
場
の
教
師

が
提
案
し
た
こ
と
が
教
育
ミ
ッ
シ
ョ
ン
と
合
致
し
、

生
徒
の
成
長
実
感
に
つ
な
が
る
と
い
う
判
断
が
な
さ

れ
れ
ば
、
校
長
か
ら
す
ぐ
さ
ま
決
裁
が
下
り
ま
す
。

そ
の
お
か
げ
で
、
挑
戦
を
歓
迎
す
る
風
土
が
現
場
に

生
ま
れ
て
き
た
よ
う
に
感
じ
ま
す
」（
中
谷
先
生
）

　
顕
在
化
し
た
学
力
の
多
層
化
と
い
う
課
題
に
も
、

現
場
の
教
師
が
主
体
と
な
っ
て
向
き
合
い
始
め
た
。

ま
ず
、
す
べ
て
の
教
科
の
定
期
考
査
を
、
基
本
レ
ベ

ル
50
％
、
標
準
レ
ベ
ル
30
％
、
応
用
レ
ベ
ル
20
％
の

出
題
構
成
と
し
、
生
徒
に
は
考
査
後
、
合
計
点
だ

け
で
な
く
、
問
題
レ
ベ
ル
別
の
得
点
に
基
づ
い
て
振

り
返
り
を
行
わ
せ
、
次
の
考
査
に
向
け
た
学
習
計
画

を
立
て
さ
せ
る
こ
と
に
し
た
。
教
師
は
、
平
均
点
だ

け
で
な
く
、
問
題
レ
ベ
ル
別
の
得
点
、
得
点
分
布
な

ど
、結
果
を
詳
細
に
分
析
し
、教
科
横
断
の
定
期
考
査

分
析
会
や
各
教
科
会
に
お
い
て
定
期
考
査
の
問
題
を

振
り
返
る
と
と
も
に
、日
々
の
授
業
の
あ
り
方
や
Ｇ

Ｔ
Ｚ（
＊
）に
応
じ
た
学
力
層
ご
と
の
指
導
ポ
イ
ン
ト

な
ど
を
話
し
合
っ
た
。
進
路
指
導
部
長
の
中
村
昌
義

先
生
は
、「
先
生
方
の
創
意
工
夫
を
校
内
で
共
有
し
、

日
々
の
授
業
を
充
実
さ
せ
て
い
き
た
い
」
と
語
る
。

　「
定
期
考
査
を
活
用
し
た
授
業
改
善
の
検
討
は
21

年
度
か
ら
の
取
り
組
み
で
す
（
図
２
）。
近
年
、
本

て
き
た
校
務
の
一
部
を
事
務
局
が
担
う
こ
と
な
ど
を

検
討
し
、
既
に
実
施
済
み
の
事
項
も
あ
り
ま
す
」

　
教
頭
の
中
谷
卓
司
先
生
は
、平
井
校
長
か
ら「“
職

員
室
の
担
任
”と
し
て
、
先
生
方
の
状
況
を
キ
ャ
ッ

チ
し
、
的
確
に
助
言
す
る
と
と
も
に
、
自
分
と
情
報

を
共
有
し
て
ほ
し
い
」
と
、
求
め
ら
れ
た
と
い
う
。

　「
今
後
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
個
別
最
適
化
を
急

速
に
進
め
て
い
く
た
め
に
は
、
管
理
職
も
現
場
を
つ

ぶ
さ
に
知
っ
て
お
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
、
平
井

校
長
は
お
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
例
え
ば
欠

席
し
た
生
徒
に
対
し
て
オ
ン
ラ
イ
ン
で
授
業
の
補
講

を
し
た
こ
と
を
報
告
す
る
時
は
、
授
業
の
内
容
や
担

写真　４月１日に開催された第１回職員会議。教育ミッションを達成するため
に、各分掌はどのようなことに取り組むのか、克服すべき課題は何かを話し合っ
た。

定
期
考
査
を
活
用
し
て
、

授
業
改
善
の
目
線
合
わ
せ
を
図
る

教
頭中

谷
卓
司　
な
か
た
に
・
た
く
じ

教
職
歴
34
年
。
同
校
に
赴
任
し
て
33
年
目
。

理
科
。

事
務
局
長

安
間
秀
昭　
や
す
ま
・
ひ
で
あ
き

職
員
歴
40
年
。
同
校
に
赴
任
し
て
１
年
目
。

校
長平

井
正
朗　
ひ
ら
い
・
ま
さ
あ
き

教
職
歴
34
年
。
同
校
に
赴
任
し
て
１
年
目
。

入
試
広
報
セ
ン
タ
ー
副
室
長

大
野
嘉
子　
お
お
の
・
よ
し
こ

教
職
歴
23
年
。
同
校
に
赴
任
し
て
24
年
目
。

国
語
科
。

入
試
広
報
セ
ン
タ
ー
長

佐
々
木

　誠　
さ
さ
き
・
ま
こ
と

教
職
歴
34
年
。
同
校
に
赴
任
し
て
35
年
目
。

国
語
科
。

進
路
指
導
部
長

中
村
昌
義　
な
か
む
ら
・
ま
さ
よ
し

教
職
歴
28
年
。
同
校
に
赴
任
し
て
29
年
目
。

数
学
科
。

＊　ベネッセのアセスメントにおける共通の学力評価指標、「学習到達ゾーン」のこと。「S1」～「D3」の 15段階で評価される。
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校
の
生
徒
の
学
力
差
は
広
が
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま

で
は
、
学
力
層
ご
と
の
課
題
の
詳
細
や
、
各
教
師
の

授
業
実
践
の
成
果
や
課
題
を
共
有
す
る
機
会
が
多
く

は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
今
後
も
定
期
考
査
や
模
擬

試
験
ご
と
に
、
結
果
分
析
を
基
に
し
た
授
業
や
家
庭

学
習
の
あ
り
方
を
議
論
す
る
こ
と
で
、
経
験
知
の
共

有
が
進
み
、
そ
れ
ぞ
れ
の
教
師
の
授
業
の
質
が
向
上

し
て
い
く
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
」

　
チ
ー
ム
と
し
て
授
業
力
を
向
上
さ
せ
る
た
め
に

は
、
議
論
の
土
台
と
な
る
エ
ビ
デ
ン
ス
が
必
要
で
、

そ
れ
が
生
徒
の
リ
フ
レ
ク
シ
ョ
ン
シ
ー
ト
で
あ
り
、

教
師
の
テ
ス
ト
結
果
分
析
で
あ
る
と
、
平
井
校
長
は

考
え
る
。

　「
エ
ビ
デ
ン
ス
に
基
づ
い
た
議
論
は
本
質
を
突
い

た
も
の
に
な
り
ま
す
。
そ
し
て
、
そ
う
し
た
議
論
が

あ
っ
て
初
め
て
、
個
別
最
適
化
な
ど
、
先
進
的
な
教

育
活
動
が
実
現
で
き
る
の
で
す
」（
平
井
校
長
）

　
学
校
改
革
が
進
行
す
る
同
校
だ
が
、「
こ
の
学
校

が
本
来
持
っ
て
い
た
よ
さ
は
変
わ
ら
な
い
だ
ろ
う
」

と
、
卒
業
生
で
も
あ
る
大
野
嘉よ

し

子こ

先
生
は
語
る
。

　「
平
井
校
長
か
ら
、『
こ
の
学
校
は
ど
う
あ
っ
て
ほ

し
い
と
思
い
ま
す
か
？
』
と
問
わ
れ
て
、私
は
、『
神

戸
の
町
に
愛
さ
れ
、
神
戸
の
町
に
貢
献
で
き
る
生
徒

を
育
て
る
学
校
で
あ
っ
て
ほ
し
い
で
す
』
と
答
え
ま

し
た
。
生
徒
一
人
ひ
と
り
が
納
得
い
く
進
路
を
目
指

し
、
そ
の
実
現
の
た
め
に
必
要
な
力
を
身
に
つ
け
る

場
で
あ
る
と
い
う
本
校
の
あ
り
方
は
、
こ
れ
か
ら
も

変
わ
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。
そ
し
て
、
そ
う
し
た
場

で
あ
り
続
け
る
た
め
に
は
、
私
た
ち
教
師
が
チ
ー
ム

に
な
っ
て
、
授
業
力
を
向
上
さ
せ
て
い
か
な
い
と
い

け
ま
せ
ん
。
定
期
考
査
分
析
会
な
ど
を
経
て
、
私
の

授
業
も
少
し
ず
つ
変
化
し
て
い
ま
す
。
教
師
が
ワ
ン

チ
ー
ム
に
な
っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
授
業
を
さ
ら
に
改

善
し
て
い
け
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
」

　
挑
戦
し
よ
う
と
い
う
気
持
ち
が
各
教
師
の
中
で
高

ま
っ
て
い
る
と
感
じ
る
と
、
佐
々
木
先
生
は
言
う
。

　「
改
革
は
始
ま
っ
た
ば
か
り
で
す
か
ら
、
結
果
が

数
字
と
し
て
表
れ
る
の
は
こ
れ
か
ら
で
す
。
平
井
校

長
は
、『
１
年
後
に
は
必
ず
変
化
が
大
き
な
う
ね
り

と
な
っ
て
表
れ
る
』
と
お
っ
し
ゃ
い
ま
す
。
私
も
１

年
後
が
楽
し
み
で
す
」（
佐
々
木
先
生
）

　
教
師
一
人
ひ
と
り
の
意
識
が
変
わ
っ
て
き
て
い
る

今
、
同
校
は
学
校
再
興
へ
の
確
か
な
一
歩
を
踏
み
出

し
て
い
る
と
、
平
井
校
長
は
語
る
。

　「
学
校
再
興
に
は
、
教
職
員
の
チ
ー
ム
化
が
不
可

欠
で
す
。
も
ち
ろ
ん
、
目
指
す
べ
き
方
向
性
は
私
が

発
信
し
ま
す
が
、
現
場
を
主
導
す
る
の
は
、
あ
く
ま

で
も
一
人
ひ
と
り
の
教
師
な
の
で
す
」（
平
井
校
長
）

図2	 定期考査の結果を基にした授業改善の検討の記録

A：基本問題、B：標準問題、C：
応用問題それぞれの得点状況を分
析し、教師は、教科ごとに授業の
改善点と次の考査での目標を言語
化し、校内全体で共有している。

※学校資料をそのまま掲載。

指導変革の 兵庫県・私立神戸山手女子中学校高校軌跡

変
革
の

　
　
　・

成
果

展
望

学
校
の
持
つ
よ
さ
を
そ
の
ま
ま
に
、

１
年
後
の
大
き
な
う
ね
り
を
期
待
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楽しく学び続ける仕かけづくりと
気持ちを前向きにする声かけを続ける

大阪府・私立箕
み の お

面自由学園高校　３学年団

「豊かな自然環境を基盤に、体験と実践を　
通して、伸び伸びと個性を発揮できる、教養
高い社会人を育成する」を建学の精神とする。
Ⅰ類として難関国公立大学合格を目指す SS
特進コース・スーパー特進コース・特進コー
ス、Ⅱ類として受験学力の向上とともに英語
教育とキャリア教育に力を入れる文理進学コース、クラブ推薦入試制度
により入学した生徒を集めたクラブ選抜コースを設置。日本選手権大会 9
連覇を誇るチアリーダー部など、全国レベルで活躍する部活動も多い。

同校への志願者数の増加に
よって、同校史上最多（当時）
の新入生を迎え入れた2019
年度１学年団。ベテランから
初任まで多様なキャリアの教
師を牽引する学年主任（当時）
の大
おお
東
とう
先生が最も大切にした

のは、生徒や教師に前向きな
言葉をかけ続ける、ポジティ
ブ思考の学年団づくりだっ
た。

設立　1951（昭和 26）年
形態　全日制／総合学科／共学
生徒数　１学年約 560人
2021年度入試合格実績（現浪計）　国公立大は、北海道大、滋賀大、大阪
大、東京都立大、大阪市立大、大阪府立大、兵庫県立大などに66人が合格。
私立大は、法政大、明治大、同志社大、立命館大、関西大、関西学院大な
どに延べ959人が合格。

学校概要◎入学者の多くは、中学校時代に手

がかからなかった学力中位層の生徒

で、教科学習の面で大きな壁を乗り

越えた経験に乏しかった。また、学

習を計画的に進める力が十分ではな

かった。

◎高い目標に向かって努力を続ける

中での喜びを味わわせ、「この学校

に来てよかった」といった気持ちで

卒業させたいと考えた。

直面した課題

輝く
学年団を訪ねて
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近
年
、
志
願
者
数
が
急
増
し
て
い
る
私
立
箕
面

自
由
学
園
高
校
。「
生
徒
の
多
く
は
、
中
学
校
時
代
、

い
わ
ゆ
る
手
の
か
か
ら
な
か
っ
た
学
力
中
位
層
で

す
」
と
、
２
０
１
９
年
度
1
学
年
団
の
学
年
主
任
を

務
め
た
大お

お

東と
う

範の
り

行ゆ
き

先
生
は
説
明
す
る
。

　「
中
学
校
時
代
に
教
師
の
手
を
煩
わ
せ
る
こ
と
が

な
か
っ
た
分
、
手
を
か
け
て
も
ら
っ
た
こ
と
も
少
な

く
、
強
い
意
志
と
計
画
性
を
持
っ
て
壁
を
突
破
し
た

経
験
が
乏
し
い
生
徒
が
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
」

　
19
年
度
1
学
年
の
担
任
の
瀬
戸
口
亜
希
先
生
は
、

一
部
の
生
徒
の
自
己
効
力
感
の
低
さ
に
驚
か
さ
れ
る

こ
と
が
あ
っ
た
と
振
り
返
る
。

　「
3
年
間
し
っ
か
り
勉
強
す
れ
ば
こ
ん
な
大
学
を

目
指
せ
る
よ
と
説
明
し
て
も
、『
私
に
は
無
理
で
す
』

と
、
自
分
の
可
能
性
を
信
じ
切
れ
な
い
生
徒
が
目
立

ち
ま
し
た
。
ま
た
、
１
年
生
の
家
庭
学
習
時
間
は
１

日
１
０
０
分
間
と
い
う
目
標
に
対
し
て
、『
１
０
０

分
間
も
何
を
勉
強
す
れ
ば
よ
い
の
で
す
か
。
ど
う
す

れ
ば
そ
ん
な
時
間
を
確
保
で
き
る
の
で
す
か
』
と
、

自
分
で
学
習
の
見
通
し
を
立
て
ら
れ
な
い
生
徒
も
い

ま
し
た
。
進
路
面
も
学
習
面
も
、
生
徒
の
実
態
に
寄

り
添
っ
た
支
援
が
必
要
だ
と
感
じ
ま
し
た
」

　
大
東
先
生
は
学
年
団
に
所
属
す
る
教
師
に
、「
生

徒
は
、
本
当
は
自
分
の
こ
と
を
見
て
も
ら
い
た
い
は

ず
で
す
。
手
の
か
か
ら
な
い
お
と
な
し
い
生
徒
が
秘

め
た
承
認
欲
求
を
見
逃
さ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ

う
」
と
、
学
年
と
し
て
の
指
導
方
針
を
共
有
し
た
。

　「
こ
の
学
校
に
来
て
人
生
が
変
わ
っ
た
、
こ
の
学

校
を
選
ん
で
本
当
に
よ
か
っ
た
と
、
す
べ
て
の
生
徒

に
思
っ
て
も
ら
う
こ
と
を
目
標
に
、
高
校
3
年
間
の

指
導
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
ま
し
た
」（
大
東
先
生
）

　
学
年
団
は
ま
ず
、
学
習
習
慣
の
定
着
に
力
を
入
れ

た
。
通
学
途
中
な
ど
で
の
隙
間
学
習
も
加
算
し
て
も

よ
い
か
ら
と
、
毎
日
１
０
０
分
間
の
家
庭
学
習
を
生

徒
に
呼
び
か
け
た
。
学
年
全
員
で
取
り
組
む
雰
囲
気

を
つ
く
る
た
め
、
１
０
０
分
間
以
上
学
習
に
取
り
組

め
た
生
徒
に
シ
ー
ル
を
与
え
、
ク
ラ
ス
間
で
シ
ー
ル

の
数
を
競
う
よ
う
に
し
た
。

　
大
東
先
生
が
重
視
し
た
の
が
、
楽
し
く
学
習
を
続

け
ら
れ
る
仕
か
け
づ
く
り
だ
。「
若
手
教
師
も
遠
慮

せ
ず
に
ア
イ
デ
ア
を
出
し
て
ほ
し
い
と
声
を
か
け
て

も
ら
い
ま
し
た
」
と
山
口
哲さ

と

司し

先
生
は
振
り
返
る
。

　「
廊
下
の
壁
を
す
ご
ろ
く
に
見
立
て
て
、
朝
学
習

に
取
り
組
ん
だ
時
間
に
応
じ
て
壁
に
貼
っ
た
自
分
の

シ
ー
ル
を
移
動
さ
せ
る
『
お
は
よ
う
ス
タ
デ
ィ
』
で

は
、
生
徒
は
楽
し
み
な
が
ら
お
互
い
の
学
習
時
間
を

競
っ
て
い
ま
し
た
（
Ｐ
．40
写
真
）。
廊
下
の
壁
に
大

ど
の
よ
う
な
チ
ー
ム
を
目
指
し
ま
し
た
か
？

リ
ー
ダ
ー
と
し
て
心
が
け
て
い
る
こ
と
は
？

学
年
団
と
し
て
の
「
成
功
」
は
？

リ
ー
ダ
ー
と
し
て
自
覚
す
る

長
所
は
何
で
す
か
？

リ
ー
ダ
ー
と
し
て
自
覚
す
る

短
所
は
何
で
す
か
？

み
ん
な
仲
よ
く
、
い
つ
も
笑
顔
で
、
何
で
も
相
談

で
き
る
チ
ー
ム
で
す
。

し
ん
ど
い
こ
と
こ
そ
、
自
分
が
率
先
し
て
や
る
と

い
う
こ
と
で
す
。

い
ろ
い
ろ
な
キ
ャ
リ
ア
、
年
齢
の
教
師
が
一
致
団

結
で
き
て
い
る
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

明
る
く
、
前
向
き
な
と
こ
ろ
で
す
。
学
校
外
の
方

か
ら
生
徒
の
行
動
に
対
す
る
お
叱
り
の
電
話
を
い

た
だ
く
時
も
、
職
員
室
の
先
生
方
に
「
僕
の
電
話

応
対
を
聞
い
て
い
て
く
だ
さ
い
」
と
い
う
気
持
ち

で
、
寄
せ
ら
れ
る
声
に
真
摯
に
向
き
合
い
ま
す
。

朝
令
暮
改
が
多
い
と
こ
ろ
で
す
。
前
向
き
に
言
え

ば
、少
し
で
も
よ
く
な
る
可
能
性
が
あ
る
の
な
ら
、

前
言
を
翻
す
こ
と
を
い
と
わ
な
い
と
い
う
こ
と
で

す
。
そ
し
て
、
自
他
と
も
に
認
め
る
雨
男
で
す
。

QQQQQ AAAAA

手
が
か
か
ら
な
か
っ
た
生
徒
に
、

適
切
に
手
を
か
け
て
あ
げ
た
い

リ
ー
ダ
ー
に
聞
く！

5
つ
の

Q
&
A

楽
し
く
学
ぶ
雰
囲
気
を
つ
く
り
、

学
校
へ
の
帰
属
意
識
を
高
め
る
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学
の
名
前
を
掲
示
し
た
の
は
、
学
習
の
積
み
重
ね
に

よ
っ
て
大
学
に
合
格
で
き
る
こ
と
を
イ
メ
ー
ジ
さ
せ

る
の
と
同
時
に
、
大
学
へ
の
興
味
を
喚
起
さ
せ
る
た

め
で
す
。
ま
た
、
家
庭
学
習
の
習
慣
づ
く
り
を
支
援

す
る
た
め
、瀬
戸
口
先
生
発
案
の
『
９ナ

イ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ
』

と
い
う
企
画
も
実
施
し
ま
し
た
。『Classi

』（
＊
）

を
通
じ
て
英
語
の
問
題
を
配
信
し
、
一
番
早
く
学
習

を
開
始
し
た
生
徒
の
名
前
を
校
内
の
掲
示
板
で
紹
介

し
、
た
た
え
る
と
い
う
も
の
で
す
」

　『
お
は
よ
う
ス
タ
デ
ィ
』
や
『
９
グ
リ
ッ
シ
ュ
』

に
取
り
組
む
中
で
、
ク
ラ
ス
メ
ー
ト
同
士
で
学
習
時

間
の
目
標
を
設
定
し
、
互
い
に
励
ま
し
合
う
姿
も
見

ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　
学
習
習
慣
の
定
着
と
並
行
し
て
取
り
組
ん
だ
の

が
、
生
徒
を
前
向
き
に
す
る
た
め
の
声
か
け
だ
。
大

東
先
生
は
、
学
年
集
会
で
の
講
話
や
学
年
通
信
を
通

じ
て
、「
君
た
ち
は
、
こ
ん
な
に
頑
張
っ
て
い
る
ん

だ
。
自
分
が
望
む
結
果
が
得
ら
れ
る
に
決
ま
っ
て
い

る
。
だ
か
ら
こ
そ
、
努
力
を
続
け
よ
う
！
」
と
、
希

望
進
路
の
実
現
を
イ
メ
ー
ジ
さ
せ
る
言
葉
を
生
徒
に

か
け
続
け
た
（
図
）。
同
じ
学
年
団
に
所
属
す
る
横

田
直
彦
先
生
は
、「
大
東
先
生
の
言
葉
で
、
生
徒
の

学
校
へ
の
帰
属
意
識
が
高
ま
っ
た
」
と
話
す
。

　「
学
年
通
信
で
は
、『
過
去
最
高
の
学
年
で
す
』
と
、

平
素
の
生
徒
の
努
力
を
認
め
た
上
で
、『
次
は
こ
れ

に
取
り
組
め
ば
も
っ
と
よ
く
な
る
』
と
、
そ
の
時
期

の
生
徒
に
望
む
学
習
行
動
な
ど
を
提
示
し
て
い
ま
し

た
。
生
徒
た
ち
は
、
努
力
が
認
め
ら
れ
た
こ
と
を
通

じ
て
、
自
分
た
ち
は
本
当
に
過
去
最
高
の
学
年
で
、

み
ん
な
で
成
長
し
て
き
た
集
団
だ
と
思
っ
て
い
る
は

ず
で
す
」

　
も
ち
ろ
ん
、
生
徒
へ
の
言
葉
に
は
裏
づ
け
も
あ

る
。
大
東
学
年
団
で
は
、
1
年
次
か
ら
ス
タ
デ
ィ
ー

サ
ポ
ー
ト
や
模
擬
試
験
を
実
施
す
る
度
に
、「
中
学

校
の
総
復
習
が
で
き
て
い
る
か
を
確
認
し
よ
う
」「
理

科
、
地
理
歴
史
・
公
民
の
学
力
を
把
握
し
よ
う
」
な

ど
と
、
生
徒
に
そ
の
ア
セ
ス
メ
ン
ト
の
位
置
づ
け
や

意
味
を
明
確
に
伝
え
、
必
要
な
学
習
方
法
を
提
示
し

て
き
た
。
そ
う
し
た
効
果
も
あ
っ
て
、
こ
れ
ま
で
生

徒
た
ち
は
、
全
国
規
模
の
模
擬
試
験
な
ど
で
も
例
年

以
上
に
よ
い
結
果
を
出
し
て
い
る
。

　
１・２
年
生
の
間
に
志
望
校
を
し
っ
か
り
と
掲
げ
、

主
体
的
に
学
習
に
取
り
組
め
る
よ
う
に
な
っ
た
生
徒

は
確
か
に
増
え
た
と
、
ク
ラ
ス
担
任
と
し
て
21
年
度

か
ら
3
学
年
団
に
所
属
す
る
、
進
路
指
導
部
長
の
東

野
寛
紀
先
生
は
手
応
え
を
語
る
。

　「
先
日
の
進
路
面
談
で
も
、
何
人
も
の
生
徒
か
ら
、

＊　株式会社ベネッセホールディングスとソフトバンク株式会社の合弁会社であるClassi 株式会社が提供する、学校教育での ICT 活用を総合的に支援するサービス。

図　学年通信

大東先生が作成する学年通信には、生徒の学習意欲を喚起する多くの言葉と、そ
の時期に生徒に求められる学習行動や、学校行事の意味などの説明が盛り込まれ
ていた。

写真　廊下の壁をすごろくに見立てて、朝学習に取り組んだ時間に応じて生徒
は自分のシールを移動させる。大学名が書かれた掲示物には、興味を持ったら
すぐに調べられるよう、大学のウェブサイトにリンクするＱＲコードをつけた。

※学校資料をそのまま掲載。

「
こ
の
学
校
に
来
て
よ
か
っ
た
」
と
、

生
徒
全
員
に
言
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
に

40 高校版  2021 August

0-01-J-22510-001 2021 年度 VIEW next 高校版 8 月号 40 頁 ＣＭ
ＹＫ

色
校

07/26
引寺

再
念
校

08/06
松下 − −/−

− − −/−
− − −/−

−
P38-41_view-next-koukou-8g.indd   40 2021/08/06   11:01



『
こ
の
学
校
に
来
て
い
な
か
っ
た
ら
、
今
の
自
分
は

な
か
っ
た
』
と
い
っ
た
言
葉
を
聞
き
ま
し
た
。
そ
れ

は
、
高
校
入
学
時
点
か
ら
の
自
分
の
成
長
を
実
感
で

き
て
い
る
か
ら
こ
そ
の
言
葉
で
す
。卒
業
式
の
日
に
、

全
員
に
『
こ
の
学
校
に
来
て
よ
か
っ
た
』
と
言
っ
て

も
ら
え
る
こ
と
が
学
年
団
の
目
標
で
す
」

　
学
年
副
主
任
の
伊
藤
伸の

ぶ

昭あ
き

先
生
は
、
学
年
団
の
雰

囲
気
が
よ
い
の
は
、
ク
ラ
ス
や
分
掌
を
超
え
て
、
教

師
全
員
で
生
徒
を
育
て
る
こ
と
を
意
識
で
き
て
い
る

か
ら
だ
と
考
え
て
い
る
。

　「
例
え
ば
、
生
徒
に
対
し
て
生
活
面
の
指
導
が
必

要
に
な
る
と
、
そ
れ
に
気
づ
い
た
教
師
が
、
大
東
先

生
と
一
緒
に
す
ぐ
に
対
処
し
ま
す
。『
こ
の
事
案
は

生
徒
指
導
部
の
担
当
だ
』
な
ど
と
言
っ
て
、
指
導
の

タ
イ
ミ
ン
グ
を
逃
す
こ
と
は
、
こ
の
学
年
団
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
生
徒
一
人
ひ
と
り
の
ち
ょ
っ
と
し
た
変

化
も
本
当
に
よ
く
共
有
で
き
て
い
ま
す
」

　
大
東
先
生
は
、
21
年
度
か
ら
難
関
国
公
立
大
学
合

格
を
目
指
す
コ
ー
ス
を
統
括
す
る
Ⅰ
類
部
長
に
転

任
。
３
学
年
主
任
は
横
田
先
生
が
務
め
て
い
る
。

　「
高
い
目
標
を
目
指
す
よ
う
に
な
っ
た
か
ら
こ
そ
、

自
分
に
足
り
な
い
も
の
を
直
視
し
、
悩
む
生
徒
も
出

て
き
ま
し
た
。
生
徒
に
は
、
今
、
味
わ
っ
て
い
る
苦

労
の
価
値
を
伝
え
な
が
ら
、
希
望
進
路
の
実
現
を
支

援
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
」（
横
田
先
生
）

　「
お
と
な
し
か
っ
た
生
徒
た
ち
が
、
挑
戦
を
恐
れ

ず
に
頑
張
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
生
徒
の
夢
が
か

な
う
よ
う
、最
後
ま
で
前
向
き
な
言
葉
を
か
け
続
け
、

粘
り
強
く
支
援
し
て
い
き
ま
す
」（
大
東
先
生
）

入
試
相
談
部

山
口
哲
司　
や
ま
ぐ
ち
・
さ
と
し

教
職
歴
３
年
。
同
校
に
赴
任
し
て
４
年
目
。

理
科
。

３
学
年
副
主
任
・
生
徒
指
導
部

伊
藤
伸
昭　
い
と
う
・
の
ぶ
あ
き

教
職
歴
23
年
。
同
校
に
赴
任
し
て
５
年
目
。

国
語
科
。

教
務
部

瀬
戸
口
亜
希　
せ
と
ぐ
ち
・
あ
き

教
職
歴
３
年
。
同
校
に
赴
任
し
て
４
年
目
。

英
語
科
。

進
路
指
導
部
長

東
野
寛
紀　
ひ
が
し
の
・
ひ
ろ
き

教
職
歴
25
年
。
同
校
に
赴
任
し
て
５
年
目
。

地
理
歴
史
・
公
民
科
。

３
学
年
主
任

横
田
直
彦　
よ
こ
た
・
な
お
ひ
こ

教
職
歴
28
年
。
同
校
に
赴
任
し
て
３
年
目
。

数
学
科
。

１
・
２
学
年
時
の
学
年
主
任
　
現
Ⅰ
類
部
長

大
東
範
行　
お
お
と
う
・
の
り
ゆ
き

教
職
歴
24
年
。
同
校
に
赴
任
し
て
６
年
目
。

地
理
歴
史
・
公
民
科
。

生徒が楽しみながら学習習慣を
確立できるような企画のアイデ
アを学年団で出し合い、次々と
実行した

前向きな言葉を生徒にかけ続け
ることで、生徒は成長を実感し、
学校への帰属意識も高まった

「
生
徒
が
ワ
ク
ワ
ク
す
る
学
校
を
一
緒
に
つ
く
ろ
う
」
と
、

先
生
方
に
日
々
お
願
い
し
て
い
ま
す
。
そ
う
し
た
学
校
を

つ
く
る
た
め
に
は
、
個
性
を
発
揮
し
な
が
ら
、
前
向
き
な

気
持
ち
で
生
徒
に
接
す
る
教
師
が
必
要
で
す
。も
ち
ろ
ん
、

校
長
の
私
も
、
日
々
、
笑
顔
で
生
徒
に
接
し
て
い
ま
す
。

わ
く
わ
く
す
る
学
校
を

先
生
方
と
つ
く
る

田
中
良
樹
校
長

学年団　輝きのポイント

輝く
学年団を訪ねて
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自
然
災
害
へ
の
備
え
の
基
本
と
な
る
の
は
、
４
月

号
の
本
コ
ー
ナ
ー
で
取
り
上
げ
た
学
校
保
健
安
全
法

で
す
。
２
０
０
８
年
に
改
正
さ
れ
た
同
法
で
は
、
学

校
安
全
の
具
体
的
な
実
施
計
画
を
示
す
「
学
校
安
全

計
画
」
と
、
事
故
や
災
害
等
の
発
生
時
に
教
職
員
が

円
滑
か
つ
的
確
な
対
応
を
図
る
た
め
の
「
危
機
管
理

マ
ニ
ュ
ア
ル
」
の
作
成
を
義
務
づ
け
、
子
ど
も
へ
の

安
全
教
育
の
実
施
を
求
め
て
い
ま
す
。

　
そ
の
後
、
相
次
い
だ
震
災
や
水
害
、
土
砂
災
害
を

教
訓
に
、
17
年
に
は
「
第
２
次
学
校
安
全
の
推
進
に

関
す
る
計
画
」
が
策
定
さ
れ
ま
し
た
。
そ
こ
で
は
、

学
校
の
組
織
的
な
安
全
体
制
の
構
築
と
、
子
ど
も
が

自
分
の
身
を
守
れ
る
よ
う
に
な
る
た
め
の
安
全
教
育

の
推
進
が
、
学
校
安
全
の
両
輪
で
あ
る
と
示
さ
れ
ま

し
た（
図
）。防
災
に
関
す
る
法
改
正
も
複
数
行
わ
れ
、

市
町
村
地
域
防
災
計
画
に
お
い
て
、
水
防
法
や
土
砂

災
害
防
止
法
（
＊
１
）
に
基
づ
い
て
要
配
慮
者
利
用

施
設
に
位
置
づ
け
ら
れ
た
学
校
や
、
津
波
防
災
地
域

づ
く
り
法
（
＊
２
）
に
基
づ
い
て
津
波
災
害
警
戒
区

域
内
の
避
難
促
進
施
設
と
さ
れ
た
学
校
に
は
、
避
難

確
保
計
画
の
作
成
と
、
避
難
訓
練
の
実
施
が
義
務
づ

け
ら
れ
ま
し
た
（
＊
３
）。
そ
し
て
、
今
年
の
６
月

に
は
、
学
校
の
水
害
・
土
砂
災
害
の
対
策
に
関
す
る

調
査
結
果
が
文
部
科
学
省
か
ら
公
表
さ
れ
、
再
度
、

安
全
体
制
の
強
化
が
通
知
さ
れ
ま
し
た
。

　
新
学
習
指
導
要
領
で
は
、
各
教
科
・
科
目
や
「
総

合
的
な
探
究
の
時
間
」
等
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
特
質
に

応
じ
た
安
全
と
防
災
に
関
す
る
指
導
を
適
切
に
行
う

よ
う
努
め
る
こ
と
が
明
記
さ
れ
ま
し
た
。
公
民
科
や

自然災害への備えの重要事項

校地の自然環境や社会的環境とともに、要配慮者利用
施設や避難促進施設に該当しているかを確認。

ハザードマップや過去の災害を超える事態に備えて、
複数の避難場所と避難経路を設定する。

危険発生時の役割分担を明確にしておく。

実践的な安全教育を行い、生徒が災害時に自分の身
を守るための主体性を育む。

学校
危機管理
基 礎 講 座

自
然
災
害
へ
の
備
え

テーマ

学
校
で
起
こ
り
得
る
危
機
に
対
し
、
ど
の
よ
う
な
備
え
を
し
て
お
く
べ
き
か
。
事
故
や
災
害
な
ど
が
発
生
し
た
ら
、

被
害
を
最
小
限
に
と
ど
め
る
た
め
に
ど
う
対
応
す
れ
ば
よ
い
の
か
。
学
校
の
危
機
管
理
に
つ
い
て
研
究
す
る
坂
田 

仰た
か
し

教
授
が
解
説
す
る
本
コ
ー
ナ
ー
。第
３
回
は
、自
然
災
害
へ
の
備
え
に
つ
い
て
、法
的
視
点
を
踏
ま
え
て
解
説
す
る
。

新
学
習
指
導
要
領
で
も

安
全
教
育
の
実
施
が
求
め
ら
れ
る

日本女子大学
教職教育開発センター
教授　坂田 仰

たかし

大阪府の公立高校に勤務後、東
京大学大学院法学政治学研究科
公法専攻博士課程単位取得退
学。1996 年、日本女子大学に
赴任。専門は、憲法学、公教育
制度論。教職員支援機構などで
スクール・コンプライアンス体
制の確立に向けた活動を展開。

解説者

＊１　正式名称は、「土砂災害警戒区域等における土砂災害防止対策の推進に関する法律」。　＊２　正式名称は、「津波防災地域づくりに関する法律」。　＊３　避難確保計
画は、「危機管理マニュアル」への追記で代替が可能。
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家
庭
科
、
保
健
体
育
科
な
ど
に
は
、
具
体
的
な
学
習

内
容
の
記
述
が
あ
り
ま
す
。

　
　

　
学
校
安
全
の
強
化
を
図
る
際
に
特
に
留
意
し
た
い

点
、
見
落
と
し
や
す
い
点
に
つ
い
て
、
こ
こ
か
ら
ま

と
め
て
い
き
ま
す
。

　
ま
ず
は
、
校
地
の
地
形
や
地
質
、
社
会
的
環
境
、

要
配
慮
者
利
用
施
設
等
の
指
定
の
有
無
を
確
認
し
た

上
で
、
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
や
過
去
の
災
害
を
超
え
る

自
然
災
害
に
備
え
、
複
数
の
避
難
場
所
と
避
難
経
路

を
設
定
し
ま
し
ょ
う
。
災
害
時
の
報
道
で
「
20
年
間

住
ん
で
い
て
初
め
て
川
が
氾
濫
し
た
」
と
い
っ
た
声

が
聞
か
れ
る
よ
う
に
、
過
去
の
経
験
が
通
用
し
な
い

ほ
ど
、
気
象
状
況
は
変
化
し
て
お
り
、「
想
定
外
は

想
定
内
」
と
言
え
ま
す
。
ま
た
、校
地
以
外
で
も
、部

活
動
の
練
習
場
な
ど
、学
校
設
置
者
の
管
理
責
任
の

対
象
と
な
る
活
動
が
行
わ
れ
る
場
所
は
、災
害
対
応

の
範
囲
内
と
な
り
ま
す
。高
校
生
は
活
動
範
囲
が
広

い
で
す
か
ら
、い
ま
一
度
確
認
し
た
い
と
こ
ろ
で
す
。

　
次
に
大
切
な
の
は
、
地
域
や
自
治
体
と
の
連
携
で

す
。
自
然
災
害
で
は
地
域
全
体
が
被
災
し
や
す
い
た

め
、
学
校
だ
け
で
は
対
応
で
き
な
い
こ
と
を
前
提
に

学
校
安
全
計
画
や
危
機
管
理
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
考
え
る

必
要
が
あ
り
ま
す（
＊
４
）。そ
れ
ら
の
作
成
時
に
は
、

家
庭
や
地
域
住
民
、
関
係
各
所
に
意
見
・
助
言
を
求

め
、
作
成
後
は
公
開
す
る
と
よ
い
で
し
ょ
う
。

　
災
害
発
生
時
の
役
割
分
担
は
、
計
画
作
成
時
に
決

め
て
お
く
こ
と
が
肝
要
で
す
。
誰
が
担
当
す
る
か
が

明
確
で
な
け
れ
ば
、
い
ざ
と
い
う
時
に
迅
速
な
対
応

が
で
き
ま
せ
ん
。
担
当
者
が
不
在
の
場
合
に
対
応
が

滞
ら
な
い
よ
う
に
、
担
当
者
は
メ
イ
ン
と
サ
ブ
の
複

数
人
を
置
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
事
前
の
防
災
計
画
と
、
発
生
時
・
発
生
後
の
各
段

階
で
取
る
べ
き
対
応
を
整
理
し
た
ら
、
災
害
発
生
時

に
教
職
員
が
状
況
に
応
じ
て
判
断
・
行
動
で
き
る
よ

う
研
修
す
る
こ
と
も
、
重
要
な
備
え
と
言
え
ま
す
。

　
生
徒
へ
の
安
全
教
育
で
は
、「
自
分
の
身
は
自
分

で
守
る
」と
い
う
意
識
の
醸
成
と
、状
況
に
応
じ
て

主
体
的
に
行
動
す
る
姿
勢
の
育
成
が
重
要
に
な
り
ま

す
。
中
学
校
ま
で
の
安
全
教
育
に
よ
っ
て
、生
徒
に

一
定
の
知
識
や
意
識
が
あ
る
と
し
て
も
、学
校
周
辺

の
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
や
、
地
形
情
報
、
災
害
の
記
録

な
ど
を
活
用
し
て
、
地
域
の
災
害
の
危
険
性
を
生
徒

に
周
知
徹
底
し
ま
し
ょ
う
。
過
去
の
被
害
の
写
真
な

ど
を
用
い
て
、
危
険
性
を
具
体
的
に
イ
メ
ー
ジ
さ
せ

る
こ
と
も
、
意
識
喚
起
に
つ
な
が
り
ま
す
。
ま
た
、

生
徒
は
一
人
ひ
と
り
通
学
路
が
異
な
り
、
様
々
な
場

所
に
出
か
け
て
活
動
す
る
の
で
、
自
分
が
よ
く
活
動

す
る
場
所
で
の
被
災
を
想
定
し
て
避
難
経
路
を
考
え

る
と
い
っ
た
活
動
も
一
案
で
す
。

　
安
全
体
制
や
安
全
教
育
の
実
務
を
担
う
主
任
を
置

け
る
と
よ
い
の
で
す
が
、教
務
主
任
な
ど
の
よ
う
に
、

配
置
が
法
令
で
義
務
づ
け
ら
れ
て
は
い
ま
せ
ん
。管

理
職
が
学
校
安
全
に
高
い
意
識
を
持
っ
て
こ
そ
、
適

切
に
推
進
で
き
る
と
言
え
る
で
し
ょ
う
。
在
任
中
に

災
害
が
起
こ
ら
な
く
て
も
、
安
全
・
防
災
の
意
識
を

高
め
た
生
徒
が
大
人
に
な
り
、
次
の
世
代
を
育
て
、

そ
の
時
に
被
害
を
食
い
止
め
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

自
然
災
害
へ
の
備
え
は
、
世
代
を
超
え
た
持
続
可
能

な
社
会
に
つ
な
が
る
取
り
組
み
な
の
で
す
。

管
理
責
任
と
な
る
活
動
の
場
所
は

校
地
外
で
も
災
害
対
応
の
範
囲

生
徒
が
自
ら
判
断
し
、

主
体
的
に
行
動
す
る
姿
勢
を
育
む

図　 自然災害への備えの両輪

＊４　『VIEW next』教育委員会版 Vol.2 の特別企画（P.20-25）では、防災教育について、研究者の提言と、自治体と学校が連携した取り組みを紹介しています。
記事は、ベネッセ教育総合研究所のウェブサイトからご覧いただけます。HOME ＞教育情報＞教育委員会向け＞バックナンバー＞ 2021 年度 Vol.2

想定以上の自然災害が起こること、また、学校外で被災することも考えら
れる。生徒が主体的に行動できる資質・能力を育むことと、想定外も想定
した学校の安全体制を築くことは、自然災害への備えの両輪だと言える。

◎安全に関する資質・能力の
育成。

◎各教科・科目で、それぞれ
の特質に応じた安全と防災
に関する指導の実践。
◎校地内・外、それぞれの避
難場所と避難経路の想定。

◎学校安全計画、危機管理マ
ニュアルの作成・改善。
◎複数の避難場所・避難経路
の設定。
◎計画やマニュアルの校内で
の周知徹底と研修の実施。
◎地域と連携した災害対策。

自然災害への備え

実践的な
安全教育

組織的な
安全体制
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成績

の変化

2015年

2017年

自己肯定感 の変化2015年 2016年 2017年

ずっと下位

下位→上位・中位
に上昇

ずっと上位

ずっと肯定
（％）

否定→肯定 肯定→否定
不安定 ずっと否定

44.5

29.2 22.0 13.2 13.2 22.3

20.9 17.5 16.2 17.2 28.2

15.9 13.8 15.7 10.0

注目

自分の
クラスが
好きだ

の変化

2015年

2016年

2017年

自己肯定感 の変化2015年 2016年 2017年

ずっと嫌い

嫌い→好き

ずっと好き

ずっと肯定
（％）

否定→肯定 肯定→否定
不安定 ずっと否定

35.8

23.7 22.7 11.4 15.6 26.6

9.0 17.2 18.0 12.3 43.4

17.3 13.0 15.8 18.0

注目

注１）2015 年から 2017 年にかけて「高
1 生→高 3 生」の子どもを対象に集計。
注２）「自分のクラスが好きだ」に、「と
てもあてはまる」「まああてはまる」と
回答した子どもを「好き」、「あまりあ
てはまらない」「まったくあてはまらな
い」と回答した子どもを「嫌い」とした。
変 化 は、2015 年、2016 年、2017 年
の３時点のデータを用い、好きと嫌い
を交互に繰り返したケースは「不安定」
として図から省略した。
注３）数値は小数点第２位を四捨五入
しているため、合計が 100％とならな
いグラフがある。 

ピックアップデータ	東京大学社会科学研究所・ベネッセ教育総合研究所
	 「子どもの生活と学びに関する親子調査」（＊１）

成績の向上やクラスへの帰属意識が、
生徒の自己肯定感を高める鍵に

データから考える！　指導のnext

　
新
学
習
指
導
要
領
で
重
要
性
が
示
さ
れ
て
い
る

自
己
肯
定
感
。
国
立
青
少
年
教
育
振
興
機
構
が
高

校
生
を
対
象
に
行
っ
た
調
査
（
＊
２
）
で
は
、「
自

分
は
ダ
メ
な
人
間
だ
と
思
う
こ
と
が
あ
る
」
と
い

う
設
問
の
肯
定
率
に
お
い
て
、
日
本
の
高
校
生
は

約
73
％
だ
っ
た
。
同
様
の
設
問
に
対
し
て
、
中
国

は
約
56
％
、
米
国
は
約
45
％
、
韓
国
は
約
35
％
で

あ
り
、
日
本
の
高
校
生
は
他
国
と
比
較
し
て
自
己

肯
定
感
が
低
い
こ
と
が
分
か
る
。

　
自
己
肯
定
感
を
高
め
る
ヒ
ン
ト
を
見
い
だ
す
た

め
、
ベ
ネ
ッ
セ
が
東
京
大
学
と
共
同
で
実
施
し
た

調
査
の
結
果
を
分
析
し
た
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
自

己
肯
定
感
が
「
ず
っ
と
肯
定
」
ま
た
は
「
否
定
→

肯
定
」
に
変
化
し
た
生
徒
の
比
率
は
、
成
績
が

「
ず
っ
と
下
位
」
の
ま
ま
の
生
徒
（
38
・
４
％
）
よ

り
も
「
下
位
→
上
位
・
中
位
に
上
昇
」
し
た
生
徒

の
方
が
高
く
（
51
・
２
％
）、
成
績
の
上
昇
が
自
己

肯
定
感
に
影
響
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
（
デ
ー

タ
１
）。
同
様
に
、自
己
肯
定
感
が
「
ず
っ
と
肯
定
」

ま
た
は
「
否
定
→
肯
定
」
に
変
化
し
た
生
徒
の
比

率
は
、
自
分
の
ク
ラ
ス
が
「
ず
っ
と
嫌
い
」
の
ま

ま
の
生
徒
（
26
・
２
％
）
よ
り
も
、「
嫌
い
→
好
き
」

に
変
化
し
た
生
徒
の
方
が
高
く
（
46 
・
４
％
）、
ク

ラ
ス
へ
の
帰
属
意
識
が
、
自
己
肯
定
感
に
影
響
し

て
い
る
こ
と
が
分
か
る
（
デ
ー
タ
２
）。

　
学
力
を
高
め
る
教
育
活
動
や
、
ク
ラ
ス
へ
の
帰

属
意
識
を
高
め
る
学
級
活
動
の
充
実
を
図
る
こ
と

は
、
生
徒
が
自
分
自
身
を
肯
定
的
に
受
け
入
れ
、

前
向
き
に
高
校
生
活
を
送
る
上
で
も
重
要
な
視
点

だ
と
言
え
よ
う
。

「成績の変化」と「自己肯定感の変化」の関係（小中高全体）データ1

「クラスへの愛着の変化」と「自己肯定感の変化」の関係（高校生）データ２

＊１　東京大学社会科学研究所とベネッセ教育総合研究所が共同で立ち上げた「子どもの生活と学び」研究プロジェクトによる調査。2015 年から毎年、小学１年
生から高校３年生までの親子約２万組に調査している。　＊２　「高校生の生活と意識に関する調査報告書ー日本・米国・中国・韓国の比較ー」（2015 年）。肯定率は、

「とてもそう思う」と「まあそう思う」の合計値から算出。

注１）2015 年から 2017 年にかけて「小
４生→小６生」「中１生→中３生」「高１
生→高３生」の子どもを対象に集計。
注２）成績は、小学生は国語・社会・算数・
理科、中学生・高校生は国語・社会・数学・
理科・英語の自己評価を合計し、各年
について「上位」「中位」「下位」に三分
した。成績の変化は、2015 年と 2017
年の２時点のデータを用い、「上位→中
位・下位」「中位→上位」「中位→中位」

「中位→下位」の各群は図から省略した。
回答者全体に占める比率は、「ずっと上
位」20.4％、「下位→上位・中位に上昇」
14.6％、「ずっと下位」23.9％。
注３）数値は小数点第２位を四捨五入
しているため、合計が 100％とならな
いグラフがある。 
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教務担当お勧めの分掌
▲

お勧めの分掌

▲

お勧めの分掌

▲

お勧めの分掌

▲

進路担当 担任

進路担当 担任

教務担当 担任管理職

担任

P. 64

P. 46

P. 54

P. 60

教師個々の教科指導・進路指導に
役立つ事例や情報を、
先生方の思いを乗せてお届けする

リーダーシップ教育　
神奈川県立藤沢清流高校

目標 15	 陸の豊かさも守ろう	 P.54

目標 17	 パートナーシップで目標を達成しよう	

目標 15	 鳥取大学	 P.56

	 農学部　生命環境農学科　植物生態学研究室
目標 17	 慶應義塾大学　	 P.58
	 総合政策学部　xSDG・ラボ（蟹

かに

江
え

研究室）

生徒の将来に影響する社会の動きが「学ぶ」「働く」「暮らす」の視点で分かる

トレンド・ワード　ジェンダー

これから求められる学びとは？　
一歩先を行く授業を実践者が紹介

教科の見方・考え方を働かせる
問いや課題を通じて学びが深まる授業に迫る

持続可能な社会の実現に向けた
問題解決に取り組む大学の研究とは？

大
学
の
学
び

解
説S D G s の

視 点 で 見 る

大学の学び

これからの
　　　　　　のための進 路 指 導

世の中　　　　　解説

化学　東京都立多摩科学技術高校　田中義
よしやす

靖	 P.50

問題や実験計画を作るトレーニングを通じて、
事象を多角的に捉える力と思考力を育成

体育　北海道浦河高校　舟
ふな

田
だ

彩
さい

一
いち

朗
ろう

	 P.46

自分で立てた問題解決のための仮説を、
対話を通して検証し、自分に合った走法を見いだす

集団の目標の達成に向けて、
自らの力を発揮するリーダーシップを育成

授 業 実 践

発問・課題設定をキーに見る

誌上で見学　　　　学びのnext
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1

4

主体的な学び
対話的な学び
深い学び

［
対
象
／
教
科
／
科
目
］
2
年
生
／
保
健
体
育
／
体
育
　［
分
野
・
単
元
］
陸
上
競
技
・
短
距
離
走
（
本
時
は
、
全
6
時

間
の
う
ち
の
5
時
間
目
。
Ｐ
．49
に
単
元
の
指
導
計
画
を
掲
載
）

［
育
成
を
目
指
す
資
質
・
能
力
］
技
能
、
思
考
力
、
表
現
力
、
主
体
性
、
協
働
性

［
学
習
内
容
］「
最
大
速
度
を
高
め
る
」
と
い
う
課
題
に
お
い
て
、「
足
の
接
地
時
間
を
短
く
す
る
方
法
は
？
」
と
、
問

い
を
設
定
。
前
時
に
引
き
続
き
、生
徒
同
士
で
情
報
交
換
し
な
が
ら
、自
分
に
合
っ
た
走
法
を
考
え
、検
証
し
て
い
っ
た
。

本
時
の
最
後
に
50
ｍ
走
を
測
定
し
、
今
日
の
活
動
で
分
か
っ
た
こ
と
、
次
の
授
業
で
取
り
組
み
た
い
こ
と
を
発
表
し
た
。

本時の目標と学習内容の説明

グループを超えて考えを広げる

最大速度を高めるため、足の接地時間を短くする方法を
考えるという本時の内容を確認。舟田先生は、「感覚的に
つかめてきたことを、自分なりの言葉にする」「全力疾走
した時に、考えたこととずれが生じるかどうか確認する」
と、本時の活動で特に留意してほしいことを説明した。

「足首を柔らかく」「股関節から足を動かす」などと、生
徒はそれぞれの考えを伝え合いながら練習を続けた。あ
る女子生徒が別のグループの男子生徒にアドバイスを求
めたところ、「前傾姿勢にならない方が足の回転が速くな
る」と、新たな視点での助言を得ることができていた。

09:40

10:02

本時の概要

ふなだ・さいいちろう　教職歴 14 年。同校に赴任して 9 年目。保健体育科。3 年次主任。
浦河高校１年目から言語活動を重視した保健体育の指導に取り組む。社会問題の解決を目指
した科学データの利活用コンペティションへの参加など、課題研究の指導にも力を入れる。

学校概要
◎浦河町立浦河実践女学校として開校。北海道様

さま

似
に

高校との再編統合を経て、現在に
至る。生徒は、2 年次より希望進路に合わせて人文科学、自然科学、情報・ビジネス、
地域創生の４系列の中からいずれかの系列を選択する。馬術部や陸上競技部、写真部
など、全国大会への出場経験がある部活動も多い。

◎設立　 1932（昭和 7）年
◎形態　全日制／総合学科／共学　
◎生徒数　１学年約 100 人
◎2021年度入試合格実績 (現役のみ )　国公立大は、北海道大、弘前大、宮城大、和
歌山大、高崎経済大、北九州市立大などに８人が合格。私立大は、天使大、藤女子大、
北星学園大、北海学園大、桜美林大、日本大、日本体育大などに延べ 32 人が合格。

授 業 実 践

体
育

自
分
で
立
て
た
問
題
解
決
の
た
め
の
仮
説
を
、

対
話
を
通
し
て
検
証
し
、
自
分
に
合
っ
た
走
法
を
見
い
だ
す

北
海
道
浦
河
高
校

　舟ふ
な

田だ

彩さ
い

一い
ち

朗ろ
う

発問・課題設定をキーに見る
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　生
徒
が
、
生
涯
を
通
し
て
楽
し
め
る
ス

ポ
ー
ツ
に
出
会
え
る
。
そ
し
て
、
ス
ポ
ー

ツ
を
通
し
て
新
た
な
考
え
を
生
み
出
し
た

り
、
協
働
的
に
問
題
を
解
決
し
た
り
す
る

力
を
身
に
つ
け
る
こ
と
が
で
き
る
…
…
そ

れ
が
私
が
目
指
す
体
育
の
授
業
で
す
。
育

成
を
目
指
す
資
質
・
能
力
と
し
て
特
に
重

視
し
て
い
る
の
は
、
種
目
の
特
性
を
理
解

し
て
必
要
な
技
能
を
高
め
る
た
め
の
方
法

を
考
え
、
実
行
し
た
り
、
問
題
解
決
の
た

め
の
意
思
を
表
現
し
た
り
す
る
主
体
性
、

ペ
ア
ワ
ー
ク
や
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
な
ど
で
他

者
の
考
え
や
立
場
を
推
論
で
き
る
協
働

性
、
情
報
を
抽
象
化
し
、
構
造
を
捉
え
ら

れ
る
思
考
力
で
す
。
そ
う
し
た
資
質
・
能

力
の
育
成
に
お
い
て
鍵
と
な
る
の
が
、
生

徒
の
言
語
活
動
で
す
。

　種
目
の
原
理
原
則
が
十
分
理
解
で
き
て

い
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
運
動
能
力
が

高
い
た
め
に
よ
い
結
果
を
出
す
生
徒
が
い

る
一
方
で
、
種
目
の
特
性
を
深
く
理
解
し
、

他
者
と
協
働
で
き
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
運
動
能
力
の
低
さ
か
ら
、
よ
い
結
果

が
出
な
い
生
徒
も
い
ま
す
。
体
育
の
授
業

の
中
で
の
言
語
活
動
を
充
実
さ
せ
、
種
目

2

56

本時のキー課題

●
私
が
目
指
す
授
業

言
語
活
動
の
充
実
に
よ
っ
て

す
べ
て
の
生
徒
が
高
め
合
う

問題解決のための仮説を共有

測定振り返り

生徒は本時までに、走る速度を高めるための情報収集を行
い、問題解決のための仮説の検証を行ってきている。本時
までの振り返りを記録したデイリーワークシートを見なが
ら、自分が今日取り組もうとしていることを生徒同士で共
有した。自分とは異なる考えに触れさせることがねらいだ。

70m走の予定だったが、生徒の様子から、練習に時間を多
く割いた方がよいと判断し、50mに短縮。ラップタイム、
スプリットタイムを測った。舟田先生は、「今日の練習方法
が適切かどうかだけでなく、その走法が自分に合っていたか
どうかも考えて」などと、生徒一人ひとりに声をかけていた。

本時の最後に、今日工夫してみて分かったこと、次の授業でやっ
てみようと考えたことを発表。舟田先生は、「いろいろな意見
が出ているけれど、あくまでもその人の意見。自分にとって正
しいか、合っているかどうかは分からない」「他者の考えを参
考に、自分の考えをまとめることが大切」と、生徒に話した。

09:42

10:1310:25

3接地時間を短くする方法を検証

準備運動の後、事前に行った接地時間を短くするための仮
説共有を通して、本時に一緒に練習すると自分にメリット
があると思った人と、ペアやグループを組んだ。自身の仮
説に基づいた走法の練習を開始し、それぞれが意識してい
ることに対して助言をし合いながら、仮説検証を進めた。

09:53
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の
原
理
原
則
の
理
解
を
大
切
に
す
る
こ
と

で
、
運
動
能
力
に
か
か
わ
ら
ず
、
そ
れ
ぞ

れ
の
現
在
地
か
ら
の
成
長
を
目
指
す
こ
と

が
で
き
ま
す
し
、
運
動
能
力
の
高
い
生
徒

と
低
い
生
徒
が
つ
な
が
り
、
お
互
い
に
高

め
合
え
る
授
業
に
な
り
ま
す
。

　　本
時
の
授
業
で
は
、
速
く
走
る
た
め
の

理
論
的
な
理
解
を
土
台
に
、
接
地
時
間
を

短
く
す
る
た
め
の
自
分
な
り
の
考
え
が
適

切
か
ど
う
か
、
ペ
ア
や
グ
ル
ー
プ
で
検
証

し
て
い
き
ま
し
た
。
そ
し
て
、
授
業
の
最

後
の
振
り
返
り
で
、
検
証
し
て
み
て
分

か
っ
た
こ
と
や
こ
れ
か
ら
の
見
通
し
を
発

表
さ
せ
ま
し
た
。
単
元
ご
と
に
設
定
さ
れ

た
到
達
目
標
に
向
け
て
自
分
の
課
題
を
設

定
し
、
問
題
解
決
の
た
め
の
仮
説
を
立
て

て
、
他
者
と
協
働
し
な
が
ら
試
行
錯
誤
す

る
こ
と
を
、
生
徒
に
求
め
て
い
ま
す
。
そ

う
し
た
授
業
で
は
、
種
目
の
特
性
や
生
徒

の
技
能
、
そ
し
て
各
自
の
考
え
方
に
よ
っ

て
課
題
や
仮
説
が
変
わ
る
た
め
、
私
た
ち

教
師
に
は
、
種
目
の
専
門
性
と
生
徒
理
解

が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
特
に
、
生
徒
理
解
が

不
十
分
だ
と
、
一
般
的
な
ア
ド
バ
イ
ス
し

か
で
き
な
い
た
め
、
そ
の
生
徒
に
本
当
に

る
と
い
っ
た
理
由
で
評
定
が
4
や
3
に
な

る
場
合
は
、指
導
や
評
価
の
仕
組
み
に
改

善
の
余
地
が
あ
る
と
考
え
ま
す
。評
価
の

仕
組
み
が
毎
年
変
わ
る
こ
と
は
、生
徒
一

人
ひ
と
り
に
向
き
合
う
こ
と
が
で
き
て
い

る
か
ら
だ
と
前
向
き
に
捉
え
て
い
ま
す
。

　本
校
の
体
育
で
は
、
運
動
能
力
が
高
い

生
徒
が
必
ず
し
も
成
績
が
よ
い
と
い
う
わ

け
で
は
な
い
と
、
生
徒
も
理
解
し
て
い
ま

す
。「
私
は
運
動
が
苦
手
で
す
が
、
高
校

必
要
な
視
点
を
与
え
る
こ
と
が
で
き
ず
、

生
徒
の
学
び
が
深
ま
り
ま
せ
ん
。

　生
徒
理
解
は
、
授
業
中
の
姿
や
デ
イ

リ
ー
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
（
図
１
）
な
ど
を
通

じ
て
行
い
ま
す
。
接
地
時
間
が
短
縮
さ
れ

ず
、
記
録
も
更
新
さ
れ
な
い
生
徒
で
も
、

デ
イ
リ
ー
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
を
見
れ
ば
、
考

え
方
の
広
が
り
や
意
識
し
て
い
る
こ
と
を

把
握
で
き
ま
す
し
、
練
習
中
に
、「
グ
ル
ー

プ
の
仲
間
に
と
っ
て
は
正
し
い
方
法
か
も

し
れ
な
い
け
れ
ど
、
君
に
と
っ
て
は
ど
う

だ
ろ
う
」な
ど
と
、生
徒
の
特
性
に
応
じ
て
、

さ
ら
に
思
考
を
深
め
さ
せ
る
声
か
け
が
可

能
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
授
業
の
最
初
に
、

デ
イ
リ
ー
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
を
使
っ
て
生
徒

同
士
で
考
え
を
共
有
す
る
こ
と
で
、
他
者

の
考
え
を
新
た
な
自
分
の
考
え
へ
と
つ
な

げ
ら
れ
て
い
る
生
徒
も
多
い
で
す
。

　評
価
に
つ
い
て
は
、
単
元
の
最
初
に
、

観
点
別
の
規
準
を
生
徒
と
必
ず
共
有
し
ま

す
。
そ
の
規
準
に
の
っ
と
っ
て
、
生
徒
の

授
業
中
の
姿
、
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
、
単
元
後

の
レ
ポ
ー
ト
（
図
２
）
な
ど
で
評
価
し
て

い
ま
す
。
各
単
元
で
何
を
評
価
の
対
象
と

す
る
の
か
、
そ
の
規
準
を
ど
の
よ
う
に
設

定
す
る
の
か
は
、
生
徒
の
姿
と
体
育
の
目

標
を
照
ら
し
合
わ
せ
て
、
保
健
体
育
科
の

教
師
で
毎
年
見
直
し
て
い
ま
す
。特
に
、課

題
や
仮
説
の
設
定
で
深
く
思
考
し
、仲
間

と
協
働
で
き
て
い
る
生
徒
が
、技
能
が
劣

図１　デイリーワークシート

図２　単元後のレポート

単元後のレポートでは、授業で身につけた資質・能力について自
己評価をさせ、単元を通じて自身の考えを言語化させている。

デイリーワークシートには、問題解決に向けた見通しや振り返り
などの項目がある。舟田先生は、授業までに生徒全員のワークシー
トに目を通し、コメントをしている。 ※学校資料をそのまま掲載。

※学校資料をそのまま掲載。

●
私
の
発
問
・
課
題
設
定
の
観
点

理
論
的
な
理
解
と
対
話
を
土
台
に
、

自
分
な
り
の
仮
説
を
立
て
さ
せ
る

●
成
果
と
展
望

体
育
で
の
学
び
を
、

他
科
目
、
部
活
動
に
つ
な
げ
る
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主体的・対話的で深い学び

で
は
安
心
し
て
授
業
が
受
け
ら
れ
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
」
と
い
っ
た
言
葉
を
生
徒

か
ら
聞
く
と
う
れ
し
く
思
い
ま
す
。

　
体
育
で
の
成
長
を
、
他
教
科
や
部
活
動

に
つ
な
げ
る
こ
と
が
、
保
健
体
育
科
と
し

て
の
次
の
課
題
で
す
。
実
際
、「
体
育
で

あ
れ
ほ
ど
よ
い
考
え
方
が
で
き
て
い
る
生

徒
な
の
だ
か
ら
、
他
科
目
で
も
も
っ
と
成

果
が
出
せ
る
は
ず
」
と
思
う
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
近
年
、
体
育
で
学
ん
だ
見
方
・
考

え
方
を
他
科
目
で
生
か
し
た
り
、
逆
に
ほ

か
の
科
目
で
学
ん
だ
こ
と
を
体
育
で
生
か

し
た
り
し
た
生
徒
の
情
報
を
教
師
間
で
共

有
し
、
そ
の
中
か
ら
「
最
優
秀
生
徒
」
を

選
び
、
保
健
体
育
科
が
表
彰
し
て
い
ま
す
。

２
年
前
は
、
家
庭
科
の
授
業
や
部
活
動
な

ど
で
学
ん
だ
考
え
方
を
、
自
ら
体
育
に
生

か
し
て
い
た
生
徒
を
表
彰
し
ま
し
た
。
体

育
は
、
高
校
生
と
し
て
の
成
長
の
軸
に
な

り
得
る
科
目
だ
と
、生
徒
に
伝
え
た
い
で
す
。

単元の指導計画

授 業 実 践

【教科・科目】保健体育・体育　【分野・単元】陸上競技・短距離走　【テーマ・作品】最大速度を高める　【設定時数】全６時間（本
時は５時間目）　【単元目標】①中間疾走の高いスピードを維持して速く走れる　②自分や仲間の課題を発見し、合理的、計画的な
問題解決に向けて取り組みを工夫するとともに、自分や仲間の考えたことを他者に伝えられる　③陸上競技に主体的に取り組める

時
数 学習内容 身につけさせたい

資質・能力 授業の流れ 教師の配慮 評価方法

1

•オリエンテーション（単元の
ねらいと流れを確認）
•ウォーミングアップ
•１００ｍ走測定
•振り返り（スプリットタイム、
ラップタイム、スピード分析）

１００ｍ走に意欲的
に取り組んでいる
【表現力・主体性】

①１０ｍごとにタイムを計測する
②１００ｍ走分析プランニング
シートに、スプリットタイム、
ラップタイム、１０ｍごとのス
ピードを記入し、自分のスピー
ドを図示する

【主体的な学び】１００ｍ走のスピードを
可視化することで、生徒が主体的に取
り組めるように仕かける

•生徒の姿

2

•本時の説明
•理論構築（情報収集、構造
化、考え）
•スタート、中間疾走、フィニ
ッシュ分析
•振り返り

信頼できる情報を
収集し、情報の傾
向を読み取れてい
る
【思考力】

①１００ｍ走構造化シートを活用
し、加速度、接地時間につい
ての知識を得る
②１００ｍ走分析プランニング
シートで、自分の走りについ
て分析する

【主体的な学び】課題設定、見通し、行
動、振り返りのサイクルを構築する
【深い学び】探究的な学びをリードする
ことで、生徒の思考の道筋を整理する

•ワーク
シート

3

•本時の説明
•ウォーミングアップ
•加速度を上げるための考え
を検証（練習あり）
•３０ｍ走測定
•振り返り

自分の考えを他者
に伝え、考えを深
められている
【表現力・協働性】

①ペアやグループとなり、得た
知識や分析したことを共有し、
実践する
②３０ｍを測定し、１時間目の記
録と比較する

【主体的な学び】課題設定、見通し、行
動、振り返りのサイクルを構築する
【対話的な学び】生徒自身の考えを共有
させ、知識や情報があることで、対話
の量や質を確保できる

•生徒の姿
•デイリー
ワーク
シート

4

•本時の説明
•ウォーミングアップ
•接地時間を短くするための
考えを検証（練習あり）
•５０ｍ走測定
•振り返り

問題を合理的に
解決することがで
きている
【技能】

①ペアやグループとなり、得た
知識や分析したことを共有し、
実践する
②５０ｍを測定し、１時間目・３
時間目の記録と比較する

【主体的な学び】課題設定、見通し、行
動、振り返りのサイクルを構築する
【対話的な学び】他者への説明を続ける
ことで、つながりのある構造化された
知識や情報となるように働きかける
【深い学び】課題を明確にすることで、
より主体的な学びとなり、知識や技能
のつながりを生み出す

•生徒の姿
•デイリー
ワーク
シート

5

•本時の説明
•ウォーミングアップ
•接地時間を短くするための
考えを再検証（練習あり）
•７０ｍ走測定
•振り返り

自分なりの考えを
形成することがで
きている
【思考力】

①ペアやグループとなり、前時
の気づきや発見したことなど
を共有し、実践する
②７０ｍを測定し、１時間目・３
時間目・４時間目の記録と比
較する

【主体的な学び】課題設定、見通し、行
動、振り返りのサイクルを構築する
【対話的な学び】問題解決に向けて行動
し続けることで、他者とともに新たな
考えを創造する場を生み出す
【深い学び】これまでのことをつなげ、
自分の考えとして整理し、意味づけら
れるように、振り返りの場を設定する

•生徒の姿
•デイリー
ワーク
シート

6

•本時の説明
•ウォーミングアップ
•１００ｍ走測定
•振り返り（スプリットタイム、
ラップタイム、スピード分析）

１００ｍ走に主体
的に取り組んでい
る
【主体性】

①１０ｍごとにタイムを計測する
②１００ｍ走分析プランニング
シートに、スプリットタイム、
ラップタイム、１０ｍごとのス
ピードを朱書きし、自分のス
ピードを図示し、１時間目と
６時間目を比較する

【主体的な学び】１００ｍ走のスピードを
可視化することで、成長を実感できる
【深い学び】デイリーワークシートを参
考に学習活動を振り返り、レポートを
作成することで、自らの考えの変容を
自覚でき、それを共有できる

•ワーク
シート

•レポート

※舟田先生作成の単元の指導計画を基に編集部で作成。

　　　　　　　　　では、 
本時の授業の様子を

ダイジェスト動画で紹介！
＜８月25 日公開予定＞

VIEW n-express 検索
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1

4

主体的な学び
対話的な学び
深い学び

［
対
象
／
教
科
／
科
目
］
３
年
生
／
理
科
／
化
学
　［
分
野
・
単
元
］
化
学
基
礎
と
化
学
の
全
分
野
・
単
元
（
本
時
は
、

全
２
時
間
の
う
ち
の
１
・
２
時
間
目
。
Ｐ
．53
に
単
元
の
指
導
計
画
を
掲
載
）

［
育
成
を
目
指
す
資
質
・
能
力
］
思
考
力
、
表
現
力
、
主
体
性
、
多
様
性
、
協
働
性

［
学
習
内
容
］
前
時
ま
で
に
教
科
書
の
全
範
囲
が
終
了
し
、
本
時
か
ら
問
題
演
習
に
入
っ
た
。
前
半
は
、
教
師
が
作
成

し
た
３
題
に
、
後
半
は
、
2
０
２
１
年
度
大
学
入
学
共
通
テ
ス
ト
の
５
題
に
取
り
組
ま
せ
た
。
い
ず
れ
も
、
個
人
で
約

５
分
間
考
え
た
後
、
数
人
が
解
答
を
発
表
・
板
書
し
、
考
え
を
共
有
。
教
師
が
適
宜
、
補
足
説
明
や
解
説
を
行
っ
た
。

答えが１つではない問いに取り組む

多様な意見を全体で共有

田中先生はまず、問題を掲載したプリントを配布し、本時
は、大学入学共通テストで求められる思考力を養う問題
演習に取り組むと説明。1問目は、二酸化炭素を発生する
方法や現象を挙げさせる問題。各自で考え、解答をプリ
ントに記入した後、数人の生徒が発表し、考えを共有した。

３問目では、さらに数人の生徒が発表。その中には、「色
の濃さから濃度を求める」という意見もあった。田中先
生は、「複数の濃度の標準溶液を作り、蛍光光度計で測定
して比較する比色分析であれば可能ですね。その際には、
検量線を作成します」と、関連知識を補足した。

13:40

14:16

本時の概要

たなか・よしやす　教職歴 24 年。同校に赴任して３年目。指導教諭、科学教育研究
部主任。理科（化学）。東京都理化教育研究会副会長、及び次世代化学教育研究会事
務局長。校内外で、理科教育の研究や化学の普及活動を積極的に行っている。

学校概要
◎育成を目指す生徒像に「先端科学技術のみならず広く自然科学への知的好奇心・探
究心・学ぶ意欲に富む生徒」などを掲げ、科学技術への好奇心と探究心を育て、創造
力を伸ばす教育を実践している。2018 年度、東京都教育委員会「進学指導推進校」
指定。2019 年度、文部科学省「スーパーサイエンスハイスクール」第２期指定。

◎設立　 2009（平成 21）年
◎形態　全日制／科学技術科／共学　
◎生徒数　１学年約 210 人
◎2021年度入試合格実績（現浪計）　北海道大、東北大、埼玉大、千葉大、東京学芸
大、東京農工大、東京都立大などに 50 人が合格。私立大は、青山学院大、慶應義塾大、
上智大、東京農業大、東京理科大、法政大、明治大、早稲田大などに延べ 372 人が合格。

授 業 実 践

化
学

問
題
や
実
験
計
画
を
作
る
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
通
じ
て
、

事
象
を
多
角
的
に
捉
え
る
力
と
思
考
力
を
育
成

東
京
都
立
多
摩
科
学
技
術
高
校

　田
中
義よ

し

靖や
す

発問・課題設定をキーに見る
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私
の
授
業
で
は
、
事
象
や
問
題
を
多
角

的
に
捉
え
、
そ
れ
ら
の
情
報
を
基
に
自
分

の
考
え
を
構
築
す
る
力
の
育
成
を
目
指
し

て
い
ま
す
。
教
師
が
知
識
を
説
明
し
て
理

解
さ
せ
る
の
で
は
な
く
、
生
徒
自
身
が
化

学
の
原
理
や
法
則
を
深
く
理
解
し
、
そ
の

本
質
を
捉
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
授
業
が

理
想
で
す
。

　
そ
う
考
え
始
め
た
の
は
、
前
任
校
の
戸

山
高
校
時
代
で
す
。
思
考
力
、
判
断
力
、

表
現
力
が
よ
り
問
わ
れ
る
大
学
入
学
共
通

テ
ス
ト
が
導
入
さ
れ
る
こ
と
を
受
け
、
私

は
特
に
生
徒
の
思
考
力
に
関
す
る
研
究
を

始
め
ま
し
た
。
生
徒
の
多
く
が
、
化
学
の

本
質
を
十
分
理
解
し
な
い
ま
ま
、
問
題
演

習
を
重
ね
る
中
で
答
え
を
丸
暗
記
す
る
た

め
、
問
題
文
の
表
現
が
少
し
で
も
変
わ
る

と
答
え
ら
れ
な
く
な
っ
て
し
ま
う
こ
と
に

大
き
な
課
題
を
感
じ
て
い
ま
し
た
。

　
２
０
１
８
年
の
夏
に
は
、
全
国
の
先
生

と
思
考
力
を
鍛
え
る
問
題
を
検
討
す
る
研

究
会
を
実
施
。
以
降
、
授
業
で
も
、
様
々

な
解
答
が
考
え
ら
れ
る
問
題
を
出
し
た

り
、
入
試
問
題
を
扱
い
、
問
わ
れ
て
い
る

こ
と
の
本
質
を
説
明
し
た
り
し
ま
し
た
。

2

56

本時のキー課題

●
私
が
目
指
す
授
業

答
え
の
丸
暗
記
で
は
な
く
、

化
学
の
本
質
を
理
解
す
る
授
業

作問に取り組む

大学入学共通テストにチャレンジ教師による解説

２問目は、電気分解において「銅の析出量が 2.0mol」が
答えとなる問題の作成。各自で 5分間取り組んだ後、生徒
2人が、作成した問題を板書。「ほかにないかな？」と田中
先生が投げかけると、さらに１人が発表。それらを受けて、
生徒は自分の問題を見直し、修正案をプリントに記入した。

４問目以降は、2021年度大学入学共通テストの「化学」
の問題。そのうち1問は第5問の問2で、グルコースの溶
液内平衡、物質量の時間変化など、複数の情報を組み合わ
せて考える問題だ。生徒は、自分が正解だと思う選択肢に
対して挙手。正解できたのは数人だった。

田中先生は、「問題文の中の不要な部分を削除してくださ
い」と伝えた上で、問題文の残った部分を板書し、解説。
Xの水溶液が還元性を示さないことを問題文から読み取り、
平衡が阻害されることを説明した。残りの問いも同様の流
れで取り組んだ。

13:51

14:3415:01

3実験計画を自分で立てる

３問目は、「塩化銅（Ⅱ）水溶液の濃度を求める実験を計
画せよ」という問題。各自で５分間考えた後、生徒に考え
を聞くと、「水を蒸発させて結晶を取り出し、質量を測る」
という意見が上がり、ほかの生徒は「あーなるほど」と声
を漏らし、納得の表情を見せていた。

14:05
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21
年
度
大
学
入
学
共
通
テ
ス
ト
の
「
化

学
」
は
、
問
題
文
が
長
く
、
出
題
の
仕
方

が
複
雑
で
、
目
新
し
い
出
題
方
法
も
あ
り

ま
し
た
。
そ
う
し
た
問
題
に
対
応
す
る
に

は
、
出
題
者
の
意
図
に
い
ち
早
く
気
づ
き
、

重
要
な
情
報
の
み
を
選
び
取
っ
て
、
そ
れ

ら
を
関
連
づ
け
て
い
く
力
が
重
要
で
す
。

そ
こ
で
今
年
度
か
ら
、
教
科
書
の
内
容
を

学
習
し
終
え
る
３
年
生
の
１
学
期
に
は
、

大
学
入
試
に
向
け
て
、
ど
の
よ
う
な
出
題

形
式
で
も
焦
ら
ず
論
理
的
に
答
え
を
導
く

こ
と
が
で
き
る
思
考
力
を
鍛
え
る
問
題
演

習
を
実
施
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　
本
時
は
、
前
半
で
は
答
え
が
１
つ
で
は

な
い
問
題
に
取
り
組
む
こ
と
で
、
出
題
者

の
意
図
に
近
づ
く
た
め
の
練
習
を
行
い
、

後
半
で
は
、
そ
こ
で
培
っ
た
ス
キ
ル
を
活

用
し
、
入
試
問
題
に
取
り
組
ま
せ
ま
し
た
。

　
１
問
目
は
、
二
酸
化
炭
素
が
発
生
す
る

方
法
や
現
象
を
思
い
つ
く
限
り
挙
げ
る
問

題
に
し
ま
し
た
。
教
科
書
で
は
、
炭
酸
カ

ル
シ
ウ
ム
に
塩
酸
を
加
え
る
と
二
酸
化
炭

素
が
発
生
す
る
と
学
習
し
ま
す
が
、
本
時

で
は
、
呼
吸
や
燃
焼
な
ど
で
も
二
酸
化
炭

素
が
発
生
す
る
と
い
う
意
見
が
生
徒
か
ら

上
が
り
ま
し
た
。

ば
、
計
算
自
体
は
簡
単
で
す
。
そ
う
し
た

見
方
の
コ
ツ
を
感
じ
て
も
ら
う
た
め
に
、

私
は
解
説
を
し
た
後
、「
こ
う
い
う
立
式

に
な
る
問
題
は
、
ほ
か
に
ど
ん
な
も
の
が

考
え
ら
れ
る
で
し
ょ
う
か
」
と
問
い
か
け

た
の
で
す
が
、
生
徒
は
複
雑
に
考
え
す
ぎ

て
し
ま
い
、う
ま
く
作
問
で
き
な
い
よ
う
で

し
た
。今
後
も
そ
う
し
た
問
い
か
け
を
継
続

し
、思
考
力
を
鍛
え
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
後
期
に
も
、
今
回
の
よ
う
な
問
題
演
習

を
実
施
予
定
で
す
。
そ
の
際
は
、
対
話
の

時
間
を
多
く
設
け
て
、
生
徒
が
自
由
に
学

び
合
え
る
よ
う
に
し
た
い
で
す
。

　
本
時
の
キ
ー
と
な
る
発
問
は
、
3
問
目

の
「
塩
化
銅
（
Ⅱ
）
水
溶
液
の
濃
度
を
求

め
る
実
験
を
計
画
せ
よ
」
で
す
（
図
１
）。

１
・
２
問
目
よ
り
も
難
易
度
を
上
げ
る
と

と
も
に
、
生
徒
が
自
由
に
発
想
で
き
る
よ

う
に
、
実
験
を
計
画
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。

前
半
の
問
い
の
中
で
、
最
も
多
様
な
意
見

が
上
が
る
と
予
想
さ
れ
、
他
者
と
自
分
の

解
答
の
違
い
を
比
較
し
や
す
い
と
考
え
ま

し
た
。
塩
化
銅
の
結
晶
の
質
量
か
ら
求
め

る
方
法
、
水
酸
化
ナ
ト
リ
ウ
ム
で
水
酸
化

銅
を
沈
殿
さ
せ
て
求
め
る
方
法
の
ほ
か
、

比
色
分
析
を
し
て
濃
度
を
求
め
る
と
い
う

ユ
ニ
ー
ク
な
意
見
も
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、

生
徒
の
発
言
か
ら
、
安
全
面
に
配
慮
し
て

い
る
か
、
正
確
に
測
る
方
法
を
考
え
て
い

る
か
な
ど
、
き
ち
ん
と
思
考
し
て
い
る
過

程
が
う
か
が
え
た
の
も
よ
か
っ
た
で
す
。

　
前
半
の
３
問
は
、
答
え
の
自
由
度
が
高

い
問
題
と
す
る
こ
と
で
、
生
徒
か
ら
多
様

な
考
え
が
出
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
し
ま
し

た
。
今
回
は
、
コ
ロ
ナ
禍
の
状
況
に
鑑
み
、

議
論
で
は
な
く
、
板
書
や
発
表
を
通
じ
て
、

様
々
な
考
え
方
が
あ
る
こ
と
を
実
感
さ
せ

る
と
と
も
に
、
自
分
の
考
え
方
や
志
向
を

メ
タ
認
知
し
て
も
ら
う
こ
と
も
ね
ら
い
ま

し
た
。

　
他
者
の
考
え
か
ら
多
様
な
見
方
に
気
づ

か
せ
、
3
問
目
の
よ
う
に
実
験
計
画
を
立

て
さ
せ
る
こ
と
を
通
じ
て
、
同
じ
事
象
で

も
様
々
な
視
点
や
ア
プ
ロ
ー
チ
が
あ
る
こ

と
を
実
感
し
て
ほ
し
い
と
思
っ
て
い
ま
し

た
。
そ
う
し
た
訓
練
を
積
み
、
問
わ
れ
て

い
る
こ
と
を
的
確
に
把
握
す
る
力
を
育
成

し
た
い
と
考
え
て
い
る
の
で
す
。

　
授
業
後
半
で
は
、
21
年
度
大
学
入
学
共

通
テ
ス
ト
に
取
り
組
ま
せ
ま
し
た
。
第
４

問
・
問
５
の
、
ポ
リ
ペ
プ
チ
ド
鎖
の
ら
せ

ん
の
全
長
を
求
め
る
問
題
は
、
セ
ン
タ
ー

試
験
で
は
見
ら
れ
な
か
っ
た
出
題
形
式

で
、
問
題
文
か
ら
必
要
な
情
報
を
抜
き
出

し
、立
式
し
て
数
値
を
求
め
る
問
題
で
し
た
。

必
要
な
数
値
を
抜
き
出
す
こ
と
が
で
き
れ

図１　本時のキー課題を掲載したプリント

※学校資料をそのまま掲載。

3問目は、「塩化銅（Ⅱ）水溶液の濃度を求める実験を計画せよ」という問題。
自分が考えた実験計画のほかに、他者が考えた実験計画と自分の考えの変容
を書き込める欄を設けることで、視野を広げ、考える力を鍛えることをねら
いとした。

●
私
の
発
問
・
課
題
設
定
の
観
点

出
題
者
の
意
図
に
近
づ
く
た
め
、

答
え
か
ら
問
題
を
考
え
さ
せ
る
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主体的・対話的で深い学び

　
本
校
の
21
年
度
大
学
入
学
共
通
テ
ス
ト

の
「
化
学
」
の
平
均
点
は
、
全
国
平
均
よ

り
5
点
以
上
、
上
回
り
ま
し
た
。
授
業
で

学
ん
だ
知
識
を
活
用
す
る
問
題
演
習
を
積

み
重
ね
て
き
た
成
果
だ
と
捉
え
て
い
ま

す
。
今
年
度
は
、
問
題
を
多
角
的
に
捉
え
、

作
問
の
意
図
を
つ
か
む
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を

積
ま
せ
て
、
思
考
力
を
さ
ら
に
伸
ば
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
　

　
授
業
内
で
実
施
す
る
問
題
演
習
で
も
、

生
徒
の
思
考
力
を
見
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。
ま
た
、
生
徒
の
発
言
に
ユ
ニ
ー
ク
な

発
想
が
見
ら
れ
れ
ば
評
価
し
て
い
ま
す
。

そ
し
て
、
定
期
考
査
で
も
、
思
考
力
や
表

現
力
を
評
価
す
る
問
題
を
出
す
よ
う
に
し

て
い
ま
す
。
作
問
を
担
当
す
る
１
年
生
の

1
学
期
の
中
間
考
査
で
は
、
１
問
程
度
、

思
考
力
や
表
現
力
を
評
価
す
る
記
述
式
問

題
を
出
し
ま
し
た
（
図
２
）。
こ
の
問
題

で
は
、
温
度
上
昇
が
穏
や
か
に
な
っ
た
と

い
う
だ
け
で
は
△
で
、
沸
騰
に
熱
が
使
わ

れ
て
い
る
と
い
う
と
こ
ろ
ま
で
を
記
述
す

る
こ
と
を
求
め
て
い
ま
す
。

　
今
後
は
、
今
回
の
よ
う
な
記
述
式
問
題

を
増
や
し
、
そ
れ
ら
の
結
果
を
、
観
点
別

図２　１年生　１学期　中間考査の問題（抜粋）
学
習
状
況
の
評
価
の
う
ち
、
思
考
、
判
断
、

表
現
の
評
価
の
対
象
に
し
よ
う
と
考
え
て

い
ま
す
。

※学校資料を基に編集部で作成。

思考力と表現力を評価する記述式問題。記述内容を、観点別学習状況の評
価の対象にする予定だ。

問３　図１で沸騰が始まった場所を矢印で示し、そのように判断した理由を
簡潔に述べよ。

●
成
果
と
展
望

定
期
考
査
で
も
思
考
力
や
表
現
力

を
問
い
、
学
習
評
価
に
つ
な
げ
る

単元の指導計画

授 業 実 践

【教科・科目】理科・化学　【分野・単元】化学基礎と化学の全分野・単元　【テーマ・作品】思考力を養う問題演習　【設定時数】
全２時間（本時は１・２時間目）　【単元目標】思考力を養う。

時
数 学習内容 身につけさせたい

資質・能力 授業の流れ 教師の配慮 評価方法

１

視点を変え
た問題に取
り組み、思
考 力 を 養
う。

•視点を変えた問題に対
応できるようになる。
•自己の考えを発信するこ
とができるようになる。

【思考力、表現力、主体性、
多様性、協働性】

①次の３題を掲載したプリントを配布。
Q1．二酸化炭素が発生する化学反応をできる限
り多く答えよ。
Q2．電気分解の問題で「銅の析出量が2.0mol」
が解答になるものを作成せよ。
Q3．塩化銅（Ⅱ）水溶液の濃度を求める実験を計
画せよ。（非現実的な実験でも構わない）
②各問題に、５分間ずつで取り組ませる。
③各問題、生徒数人に解答を板書・発表させる。
④教師が解説し、生徒に自分と他者の解答を比
較させる。

【主体的な学び】答えが複数
考えられる問題を出し、生
徒が個性を発揮できるよう
にして、主体的な活動を促
す。
【対話的な学び】各自の解答
を発信し、他者の解答と比
較できるようにして、自己
の変容を促す環境を整備す
る。
【深い学び】比較することで、
自分の考え方や志向を知り、
他者の解答を分析して、自
己の変容につなげるように
促す。

•プリン
トへの
記入内
容

２

視点を変え
た問題に取
り組み、思
考力を養う。

•問われていることを的
確に把握できるように
なる。
•自由な発想で解答や実
験計画を立てられるよう
になる。
•自己の変容をメタ認知
できるようになる。

【思考力、表現力、主体性、
多様性、協働性】

①大学入学共通テストの「化学」の問題から、5
つの小問を掲載したプリントを配布。
②各問題に、５分間ずつで取り組ませる。
③各問題、生徒数人に解答を板書・発表させる。
④教師が解説し、生徒に自分と他者の解答を比
較させる。

•演習問
題の解
答内容

※田中先生作成の単元の指導計画を基に編集部で作成。

　　　　　　　　　では、 
本時の授業の様子を

ダイジェスト動画で紹介！
＜８月27 日公開予定＞

VIEW n-express 検索
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＊１　国際連合広報センター「持続可能な開発目標報告2020」。　＊２　乾燥地域などで、過剰な灌漑などによって、耕地の土壌表面に多量の塩類が集積する現象。
＊３　森林には生物多様性保全のほか、土砂災害防止機能や水源函養（かんよう）機能などがある。

　
　
　
　陸
域
生
態
系
の
保
護
、
回
復
、
持
続
可

能
な
利
用
の
推
進
、持
続
可
能
な
森
林
の
経
営
、砂

漠
化
へ
の
対
処
な
ら
び
に
土
地
の
劣
化
の
阻
止・回

復
及
び
生
物
多
様
性
の
損
失
を
阻
止
す
る

S D G s の
視 点 で 見 る

大学の学び

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
達
成
に
向
け
た
取
り
組
み
や
研
究
の
視
点
で
、
大
学
の
学
び
を
紹
介
す
る
本
コ
ー
ナ
ー
。

今
号
で
は
、
陸
域
の
生
態
系
の
保
護
な
ど
を
目
指
す
目
標
15
と
、
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
の
活
性
化
を
目
指
す
目
標
17
に
関
す
る
大
学
の
学
び
を
取
り
上
げ
る
。

ま
ず
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
目
標
に
つ
い
て
、
世
界
と
日
本
の
状
況
を
解
説
し
た
後
、
目
標
15
は
鳥
取
大
学
、
目
標
17
は
慶
應
義
塾
大
学
の
学
び
を
紹
介
す
る
。

　
目
標
17
で
は
、
持
続
可
能
な
開
発
の
実

現
の
た
め
、
地
球
規
模
の
協
力
・
連
携
を

推
し
進
め
、
資
金
や
技
術
、
自
助
能
力
、

貿
易
な
ど
の
手
段
の
強
化
を
目
指
し
て
い

ま
す
。

　
目
標
達
成
度
は
厳
し
い
状
況
で
す
。
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
で
、
世
界
各

国
で
自
国
の
対
策
が
優
先
さ
れ
、
途
上
国

へ
の
資
金
援
助
額
は
減
少
。
海
外
渡
航
が

で
き
な
い
た
め
、
技
術
的
な
援
助
な
ど
も

十
分
に
行
わ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

　
各
国
の
資
金
援
助
実
績
を
比
較
す
る

上
で
有
効
な
指
標
は
、
国
民
総
所
得

（
G
N
I
）
に
占
め
る
政
府
開
発
援
助

（
O
D
A
）
の
割
合
で
す
が
、
目
標
17
で

掲
げ
ら
れ
て
い
る
目
標
数
値
0
・
7
％
を

達
成
し
て
い
る
の
は
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
、

ノ
ル
ウ
ェ
ー
、
ル
ク
セ
ン
ブ
ル
ク
な
ど
の

わ
ず
か
５
か
国
で
す
（
＊
４
）。

　
他
国
と
協
調
す
る
こ
と
は
、
世
界
全
体

の
利
益
だ
け
で
は
な
く
、
自
国
の
利
益
に

も
な
る
と
考
え
る
中
小
国
を
中
心
に
、
資

コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
で
、

途
上
国
へ
の
援
助
が
不
十
分
に

世
界
の
状
況

解　説

解　説

目
標
15 

　
陸
域
の
生
態
系
の
保
護
は
、
残
念
な
が

ら
よ
い
方
向
に
進
ん
で
は
い
ま
せ
ん
。
特

に
深
刻
な
の
が
、
タ
ー
ゲ
ッ
ト
の
７
に
挙

げ
ら
れ
て
い
る
密
猟
で
す
。
密
猟
は
、
そ

の
動
物
を
絶
滅
さ
せ
る
だ
け
で
な
く
、
私

た
ち
人
間
の
健
康
を
も
危
険
に
さ
ら
し
て

い
ま
す
。
新
興
感
染
症
の
75
％
は
、
人
と

脊
椎
動
物
の
間
で
感
染
す
る
人
獣
共
通
感

染
症
で
す
。
密
猟
・
密
売
に
よ
っ
て
人
間

社
会
に
ウ
イ
ル
ス
が
持
ち
込
ま
れ
る
こ
と

が
原
因
だ
と
さ
れ
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
も
そ
の
１
つ
だ
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
土
地
の
劣
化
も
大
き
な
問
題
で
す
。
陸

地
の
約
２
割
に
あ
た
る
20
億
h
a
以
上

が
劣
化
し
、
32
億
人
が
影
響
を
受
け
る
と

と
も
に
、
生
物
を
絶
滅
に
追
い
や
っ
て
い

ま
す
（
＊
１
）。
気
候
変
動
な
ど
、
劣
化

の
原
因
は
様
々
で
す
が
、
砂
漠
地
帯
の
国

や
地
域
で
は
、
灌
漑
に
よ
っ
て
地
表
に
塩

が
た
ま
る
塩
類
集
積
（
＊
２
）
と
い
う
問

題
を
抱
え
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
世
界
に
お
け
る
森
林
面
積
の
減

密
猟
に
よ
り
人
獣
共
通
感
染
症
が

広
が
り
、人
間
の
健
康
に
も
影
響

世
界
の
状
況

目
標

17 
持
続
可
能
な
開
発
の
た
め
の
実
施
手
段
を
強
化
し
、

グ
ロ
ー
バ
ル・パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
を
活
性
化
す
る
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金
援
助
で
の
貢
献
度
が
高
い
こ
と
が
分
か

り
ま
す
。そ
う
し
た
国
々
が
得
意
と
す
る
、

様
々
な
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
が
対
話
を
通

じ
て
問
題
解
決
に
取
り
組
む
社
会
の
仕
組

み
を
、
世
界
全
体
に
広
げ
て
い
く
必
要
が

あ
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　　
日
本
の
O
D
A
の
対
G
N
I
比
は
、

0
・
29
％
と
、
目
標
の
0
・
7
%
に
遠
く

及
ば
ず
、
日
本
の
経
済
力
に
対
し
て
拠
出

額
は
低
い
状
況
で
す
（
＊
４
）。
人
的
貢

献
も
十
分
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
国
連
関
係

機
関
に
お
け
る
日
本
人
職
員
数
は
、
G
7

諸
国
に
比
較
す
る
と
少
な
い
の
が
現
状
で

す
（
＊
５
）。

　
そ
の
現
状
を
よ
り
よ
い
方
向
に
変
え
て

い
く
に
は
、
大
き
く
２
つ
の
手
立
て
が
必

要
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。
１
つ
は
、
透
明

性
が
あ
り
、
誰
も
が
参
加
で
き
る
社
会
の

仕
組
み
づ
く
り
で
す
。
も
う
１
つ
は
、
多

様
性
を
理
解
す
る
教
育
の
浸
透
で
す
。
グ

ロ
ー
バ
ル
な
問
題
を
解
決
す
る
た
め
に

は
、
多
様
性
を
理
解
し
、
国
を
超
え
た
協

力
関
係
が
重
要
で
あ
る
こ
と
を
、
す
べ
て

の
国
民
が
理
解
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
　

　
そ
れ
ら
を
十
分
に
進
め
て
い
く
た
め
に

は
、
国
や
自
治
体
、
研
究
機
関
、
企
業
、

Ｎ
Ｇ
Ｏ
な
ど
が
垣
根
を
超
え
て
協
働
し
て

い
く
べ
き
で
す
。
例
え
ば
、
科
学
技
術
の

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
、 

S
D
G
s 

達
成
に

大
き
な
役
割
を
果
た
す
と
期
待
さ
れ
て
い

ま
す
が
、
現
状
で
は
各
省
庁
に
よ
る
取
り

組
み
と
な
っ
て
お
り
、
横
の
つ
な
が
り
が

十
分
だ
と
は
言
え
ま
せ
ん
。
グ
ロ
ー
バ

ル
・
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
を
考
え
る
だ
け

で
な
く
、
日
本
国
内
の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ

プ
の
あ
り
方
も
考
え
て
い
く
必
要
が
あ
る

で
し
ょ
う
。

慶
應
義
塾
大
学
大
学
院

政
策
・
メ
デ
ィ
ア
研
究
科

教
授蟹江

憲
史

か
に
え
・
の
り
ち
か

専
門
分
野
は
、国
際
関
係
論
、サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ

学
、
地
球
シ
ス
テ
ム
・
ガ
バ
ナ
ン
ス
。
北
九
州
市

立
大
学
講
師
、
助
教
授
、
東
京
工
業
大
学
大
学
院

准
教
授
、
パ
リ
政
治
学
院
客
員
教
授
な
ど
を
経
て
、

２
０
１
５
年
か
ら
現
職
。

解説者
多
様
性
を
理
解
し
、パ
ー
ト
ナ
ー

シ
ッ
プ
の
あ
り
方
を
見
直
す

日
本
の
状
況

Ｐ．
　

56
〜
57
で
、
目
標
15
の
達
成
に
向

け
た
［
鳥
取
大
学
］
の
学
び
を
紹
介

し
ま
す
。

Ｐ．
　

58
〜
59
で
、
目
標
17
の
達
成
に
向

け
た
［
慶
應
義
塾
大
学
］
の
学
び
を

紹
介
し
ま
す
。

＊４　外務省「​OECDによる2018年の各国ODA実績（暫定値）の公表」（2019年 4月）。　＊５　外務省「国際機関で働く日本人職員」（2019年 12月末現在）。

少
ペ
ー
ス
は
、
や
や
穏
や
か
に
な
っ
て
い

ま
す
が
、目
標
を
達
成
で
き
て
い
ま
せ
ん
。

　
そ
れ
ら
の
問
題
の
原
因
は
、
人
間
の
活

動
に
よ
る
も
の
が
ほ
と
ん
ど
で
す
。
バ

ラ
ン
ス
の
取
れ
た
共
存
を
実
現
す
る
た
め

に
、
人
間
と
自
然
界
の
相
互
関
係
に
つ
い

て
の
理
解
を
深
め
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
日
本
は
緑
豊
か
な
国
で
、
実
は
江
戸
時

代
か
ら
、
森
林
面
積
は
変
わ
っ
て
い
ま
せ

ん
。
現
在
は
、
主
に
戦
後
に
植
え
ら
れ
た

人
工
林
が
全
体
の
４
割
を
占
め
ま
す
。
し

か
し
、
高
度
成
長
期
以
降
、
安
価
な
輸
入

材
が
増
え
、
人
工
林
は
十
分
な
手
入
れ
が

行
わ
れ
ず
、
放
置
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
た

め
、
木
が
過
密
に
な
り
、
弱
々
し
い
木
し

か
育
た
な
い
こ
と
か
ら
、
土
砂
災
害
が
起

こ
り
や
す
い
状
態
に
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

光
が
森
林
に
入
ら
ず
、
多
様
な
生
物
が
住

み
に
く
く
な
っ
て
い
ま
す
。
多
面
的
機
能

（
＊
３
）
を
発
揮
さ
せ
る
た
め
に
は
、
人
工

林
を
適
切
に
管
理
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
人
工
林
か
ら
伐
採
し
た
木
材
を
、
国
内

で
活
用
し
て
い
く
こ
と
も
重
要
で
す
。
適

切
に
管
理
さ
れ
、
切
り
出
さ
れ
た
木
で
あ

る
こ
と
を
認
証
す
る
森
林
認
証
制
度
が
あ

り
ま
す
が
、
森
林
面
積
に
占
め
る
認
証
森

林
の
割
合
は
ま
だ
数
％
程
度
で
、
欧
州
や

北
米
に
比
べ
て
低
位
に
あ
り
ま
す
。
日
本

は
、
公
共
工
事
に
違
法
伐
採
の
疑
い
の
あ

る
熱
帯
林
合
板
が
使
用
さ
れ
る
事
例
も
あ

り
、
適
正
に
生
産
さ
れ
た
木
材
を
活
用
す

る
意
識
は
や
や
低
い
と
言
え
ま
す
。

　
自
然
環
境
を
、
国
民
の
生
活
や
企
業
の

経
営
基
盤
を
支
え
る
重
要
な
資
本
の
１
つ

と
し
て
捉
え
、
経
済
成
長
と
同
時
に
自
然

資
本
の
管
理
・
増
大
を
目
指
す
こ
と
が
求

め
ら
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

鳥
取
大
学 

農
学
部

生
命
環
境
農
学
科

教
授永松 

大

な
が
ま
つ
・
だ
い

専
門
分
野
は
、
植
物
生
態
学
、
植
生
科
学
、
保
全

生
態
学
。
東
北
大
学
大
学
院
理
学
研
究
科
生
物
学

専
攻
博
士
課
程
後
期
修
了
。
農
林
水
産
省
森
林
総

合
研
究
所
研
究
員
、
鳥
取
大
学
地
域
学
部
准
教
授
、

教
授
を
経
て
、
２
０
１
７
年
か
ら
現
職
。

解説者
人
工
林
を
適
切
に
管
理
し
、

国
内
で
の
有
効
活
用
を

日
本
の
状
況
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地
球
温
暖
化
に
起
因
す
る
気
候
変
動

は
、
農
林
業
に
お
い
て
も
対
応
す
べ
き
重

要
な
課
題
だ
。
鳥
取
大
学
農
学
部
生
命
環

境
農
学
科
で
は
、
地
域
か
ら
地
球
ま
で
、

広
範
な
問
題
の
解
決
に
農
学
の
立
場
か
ら

貢
献
す
る
人
材
を
養
成
し
て
い
る
。

　
１
年
次
に
は
、
学
科
の
基
礎
科
目
を
履

修
し
、
農
学
を
学
ぶ
た
め
の
基
礎
学
力
を

身
に
つ
け
る
。
２
年
次
に
は
、
各
自
の
興

味
に
応
じ
て
４
つ
の
教
育
コ
ー
ス（
＊
１
）

に
分
か
れ
、専
門
科
目
を
学
ぶ
と
と
も
に
、

コ
ー
ス
別
の
実
験
・
実
習
で
協
働
力
や
専

門
的
な
実
践
力
を
養
う
。

　
同
学
科
卒
業
後
、
鳥
取
大
学
大
学
院
持

続
性
社
会
創
生
科
学
研
究
科
に
進
学
し
た

修
士
１
年
の
南み

な

方か
た

悠ゆ
う

生き

さ
ん
は
、自
然
に

興
味
が
あ
り
、
同
学
科
に
入
学
し
た
。

　「
植
物
科
学
や
基
礎
生
態
学
の
授
業
を

受
け
た
り
、
大
学
周
辺
の
自
然
に
触
れ
た

り
す
る
中
で
、
森
林
に
興
味
を
持
ち
、
樹

木
に
つ
い
て
学
べ
る
里
地
里
山
環
境
管
理

学
コ
ー
ス
に
進
み
ま
し
た
」

　
同
学
科
４
年
の
藤
原
桃
香
さ
ん
は
、
生

き
物
が
好
き
で
、
中
学
校
の
理
科
の
教
師

を
志
し
、入
学
。１
年
次
に
農
学
の
基
礎
を

幅
広
く
学
び
、
植
物
に
も
興
味
を
持
つ
よ

う
に
な
っ
た
。
植
物
を
深
く
学
び
た
い
と

思
う
よ
う
に
な
っ
た
き
っ
か
け
は
、
２
年

次
の「
里
地
里
山
演
習
Ⅰ
」で
、
そ
れ
は
、大

学
周
辺
の
里
山
地
域
に
赴
き
、そ
の
土
地
と

人
の
か
か
わ
り
に
つ
い
て
学
ぶ
授
業
だ
。

　「
そ
れ
ま
で
木
や
草
花
に
は
あ
ま
り
関

心
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
そ
の
演
習

や
『
植
物
分
類
学
』
の
授
業
で
植
物
の
種

類
を
見
分
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
と
、
興

味
が
湧
い
て
き
ま
し
た
。
今
は
大
学
内
を

歩
い
て
い
て
も
、
生
え
て
い
る
植
物
が
気

に
な
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
」

　
３
年
次
の
後
半
に
は
研
究
室
に
所
属

し
、
専
門
的
な
学
び
を
深
め
て
い
く
。

　
南
方
さ
ん
は
、「
里
山
森
林
実
習
Ⅱ
」

で
大
学
の
研
究
林
で
あ
る
岡
山
県
真
庭

市
・
蒜ひ

る

山ぜ
ん

で
の
実
習
に
行
っ
た
際
、
同
地

が
元
々
草
原
で
、
火
入
れ
（
＊
２
）
後
に

で
き
た
二
次
林
で
あ
る
こ
と
を
知
っ
た
。

実
習
の
調
査
で
、
そ
う
し
た
森
を
放
置
す

る
と
、
特
定
の
樹
種
ば
か
り
が
育
つ
均
質

化
が
起
き
、
生
物
多
様
性
の
維
持
に
支
障

を
来
す
こ
と
を
学
ん
だ
。

　「
蒜
山
の
森
が
ど
の
よ
う
に
遷
移
し
て

い
く
の
か
を
研
究
す
る
こ
と
で
、
今
後
の

森
林
管
理
に
貢
献
し
た
い
と
考
え
、
植
物

生
態
学
が
専
門
の
永
松
大
教
授
の
研
究
室

に
入
り
ま
し
た
」（
南
方
さ
ん
）

　
永
松
教
授
の
植
物
生
態
学
研
究
室
で

は
、「
目
標
15

　陸
の
豊
か
さ
も
守
ろ
う
」

や
目
標
13
の
達
成
に
貢
献
す
る
た
め
、
森

林
や
鳥
取
砂
丘
の
生
物
多
様
性
、
生
態
系

保
全
を
維
持
す
る
研
究
を
行
う
。
同
研
究

室
の
特
徴
は
、
現
地
調
査
を
重
視
し
て
い

る
こ
と
だ
。

２
年
次
に
大
学
周
辺
の
自
然
の

中
で
実
習
し
、
興
味
を
深
め
る

大学の学び

この学びに
関する

SDGsの
目標

豊
か
な
自
然
環
境
で
の
実
習
で
実
践
力
を
磨
き
、

森
林
や
湿
原
の
生
物
多
様
性
を
守
る
研
究
を
行
う

鳥
取
大
学
　

農
学
部
　

生
命
環
境
農
学
科
　
　 

植
物
生
態
学
研
究
室

＊１　国際乾燥地農学、里地里山環境管理学、植物菌類生産科学、農芸化学の４つの教育コースが設置されている。　＊２　草原に火をつけ、草本から高木への遷移を後戻りさせ、
茅葺き屋根の材料となるススキなどの草原を維持するための手段。

現
地
調
査
を
行
い
、
生
物
多
様
性

を
守
る
た
め
の
計
画
を
練
る

私
た
ち
が
紹
介
し
ま
す鳥

取
大
学
大
学
院

持
続
性
社
会
創
生
科
学
研
究
科 

修
士
１
年

南
方
悠
生

み
な
か
た
・
ゆ
う
き

大
阪
府
・
私
立
常
翔
学
園
高
校
、
鳥
取
大
学
農
学
部
生
命

環
境
農
学
科
卒
業
。

高
知
県
立
中
村
高
校
卒
業
。 農

学
部
生
命
環
境
農
学
科

里
地
里
山
環
境
管
理
学
コ
ー
ス

４
年藤原

桃
香

ふ
じ
わ
ら
・
も
も
か

この学びに関する
他の SDGsの目標
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ら
の
調
査
は
大
変
で
す
が
、
フ
ィ
ー
ル
ド

ワ
ー
ク
中
心
の
研
究
は
自
分
に
合
っ
て
い

る
と
感
じ
、
い
つ
も
調
査
日
を
待
ち
遠
し

く
思
っ
て
い
ま
す
。
湿
原
に
十
分
に
水
が

行
き
わ
た
る
水
路
を
計
画
す
る
と
い
う
内

容
で
卒
業
論
文
を
ま
と
め
、
目
標
15
の
達

成
に
貢
献
し
た
い
で
す
」（
藤
原
さ
ん
）

　　
南
方
さ
ん
は
、
学
部
時
代
は
蒜
山
の
ア

カ
マ
ツ
林
の
現
状
に
つ
い
て
調
査
（
写
真

２
）。
現
在
は
、
研
究
林
で
最
も
広
く
分

布
す
る
コ
ナ
ラ
林
の
遷
移
を
研
究
中
だ
。

　「
森
の
上
層
と
下
層
で
、
優
占
し
て
い

る
樹
種
の
違
い
を
調
べ
て
い
ま
す
。ま
た
、

上
層
木
が
枯
れ
て
林
内
が
明
る
く
な
っ
た

場
合
に
、
コ
ナ
ラ
や
ほ
か
の
樹
木
の
成
長

に
ど
の
よ
う
な
影
響
を
与
え
る
の
か
に
つ

い
て
調
査
し
て
い
ま
す
」（
南
方
さ
ん
）

　
30
ｍ
四
方
に
区
切
っ
た
、
３
つ
の
異
な

る
環
境
に
お
け
る
コ
ナ
ラ
の
成
長
の
調
査

で
は
、
森
に
差
し
込
む
光
の
量
を
調
整
す

る
た
め
、
木
を
伐
採
す
る
こ
と
も
あ
る
。

　「
様
々
な
環
境
下
で
の
デ
ー
タ
を
収
集

し
、
何
の
樹
種
の
芽
が
出
て
、
ど
の
よ
う

に
成
長
す
る
の
か
、
未
来
の
森
林
を
予
測

で
き
る
の
が
、こ
の
研
究
の
面
白
さ
で
す
。

研
究
を
継
続
し
、
生
物
多
様
性
の
高
い
森

の
存
続
に
貢
献
し
た
い
で
す
（
目
標
12
・

15
）」（
南
方
さ
ん
）

　
樹
木
の
調
査
は
手
間
が
か
か
る
た
め
、

研
究
室
の
ほ
か
の
仲
間
に
も
手
伝
っ
て
も

ら
う
こ
と
が
多
い
と
の
こ
と
だ
。

　「
研
究
室
の
仲
間
は
、
鳥
取
砂
丘
に
お

け
る
植
生
や
、森
林
と
シ
カ
の
関
係
な
ど
、

多
様
な
研
究
を
し
て
い
ま
す
。
ほ
か
の
研

究
を
手
伝
う
こ
と
で
、
多
様
な
植
物
に
触

れ
た
り
、
様
々
な
調
査
方
法
を
学
ん
だ
り

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
」（
南
方
さ
ん
）

　
同
研
究
室
で
は
、
地
方
公
務
員
の
林
業

職
を
目
指
す
学
生
が
多
い
と
い
う
。

　「
研
究
で
培
っ
た
実
践
力
を
生
か
し
、

環
境
保
全
や
緑
化
な
ど
に
か
か
わ
れ
る
組

織
や
企
業
に
就
職
し
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
」（
南
方
さ
ん
）

　
植
物
に
興
味
を
持
っ
た
藤
原
さ
ん
は
、

同
研
究
室
で
、
鳥
取
県
岩
美
町
に
あ
る
唐

川
湿
原
に
咲
く
、
カ
キ
ツ
バ
タ
群
落
を
再

生
す
る
た
め
の
調
査
を
行
っ
て
い
る
。
同

湿
原
に
は
約
１
０
０
種
類
の
湿
原
植
物
が

自
生
し
て
お
り
、
国
の
天
然
記
念
物
に
指

定
さ
れ
て
い
る
。

　「
１
９
７
０
年
代
以
降
、
ゴ
ル
フ
場
建

設
な
ど
、
湿
原
周
辺
の
開
発
が
進
ん
だ
結

果
、
湿
原
の
乾
燥
化
が
問
題
に
な
っ
て
い

ま
す
。
私
は
、湿
原
の
劣
化
状
況
を
調
べ
、

自
然
再
生
計
画
を
検
討
し
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
」（
藤
原
さ
ん
）　

　
藤
原
さ
ん
は
、
２
週
間
に
１
度
、
ほ
か

の
研
究
室
の
学
生
と
一
緒
に
湿
原
を
訪

れ
、
水
質
や
地
下
水
位
、
植
生
な
ど
を
丸

１
日
か
け
て
調
査
し
て
い
る
（
写
真
１
）。

　「
湿
原
特
有
の
植
物
に
つ
い
て
は
、
知

ら
な
い
こ
と
ば
か
り
で
す
。
勉
強
し
な
が

　
本
学
科
で
は
、農
学
を
極
め
る
「
地
の
利
」

と
先
人
が
蓄
え
た
「
知
の
利
」
を
学
び
、
豊

富
な
実
習
を
経
験
す
る
こ
と
を
通
じ
て
、
未

来
を
拓
く
農
学
者
を
育
て
て
い
ま
す
。

　
私
が
専
門
と
す
る
植
物
生
態
学
は
、
現
場

に
赴
い
て
デ
ー
タ
を
収
集
し
、
そ
れ
ら
の
数

値
に
ど
の
よ
う
な
意
味
が
あ
る
の
か
を
自
ら

解
き
明
か
し
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
す
。
ま

た
、
２
年
次
か
ら
蒜
山
の
研
究
林
や
広
大
な

農
場
で
の
実
習
の
ほ
か
、
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ

プ
や
海
外
農
学
実
践
科
目
な
ど
を
通
し
て
実

践
力
を
磨
き
、
自
ら
の
研
究
に
生
か
し
て
ほ

し
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
各
コ
ー
ス
に
は
、
約
15
ず
つ
の
研
究
室
が

あ
り
、１
つ
の
研
究
室
に
所
属
す
る
学
生
は
、

大
学
院
生
ま
で
含
め
て
６
人
程
度
と
少
な

く
、
き
め
細
か
い
指
導
を
行
っ
て
い
ま
す
。
　
　

　
人
数
が
少
な
く
て
も
、
広
い
視
野
を
持
っ

て
研
究
が
進
め
ら
れ
る
よ
う
、
週
１
回
、
３

つ
の
研
究
室
が
合
同
で
ゼ
ミ
を
実
施
し
、
自

分
と
は
異
な
る
分
野
の
研
究
を
す
る
学
生
と

の
意
見
交
換
の
場
を
設
け
て
い
ま
す
。
多
様

な
視
点
か
ら
、
社
会
貢
献
を
意
識
し
た
研
究

を
進
め
て
ほ
し
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

農
学
部

生
命
環
境
農
学
科

教
授永松 

大

な
が
ま
つ
・
だ
い

恵
ま
れ
た
研
究
環
境
を
利
用
し
、

得
た
デ
ー
タ
か
ら
価
値
を
見
い
だ
す

写真２　蒜山のアカマツ林において、コン
パス測量を行う南方さん。測量などは１人
ではできないため、研究室のメンバーに依
頼し、複数人で調査を進める。

写真 1　
唐川湿原で植生
調査を行う藤原
さん。もう１人
の学生が水質な
どの調査を担当
しており、今後
は集めたデータ
を互いに共有し
て研究を進めて
いく。

学
び
と
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

森
林
の
未
来
を
予
測
し
、

生
物
多
様
性
の
維
持
に
貢
献
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慶
應
義
塾
大
学
総
合
政
策
学
部
は
、
グ

ロ
ー
バ
ル
社
会
の
問
題
の
発
見
・
解
決
に

取
り
組
み
、
社
会
を
先
導
す
る
「
問
題
解

決
の
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
」
と
な
る
人

材
を
育
成
し
て
い
る
。

　
総
合
政
策
学
部
４
年
の
大
貫
萌
子
さ
ん

は
、
幼
少
期
を
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
と
ア
フ
リ
カ

で
過
ご
し
、
貧
富
の
差
な
ど
の
社
会
問
題

に
関
心
を
持
つ
よ
う
に
な
っ
た
。
高
校
時

代
に
は
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
普
及
を
目
指
す
Ｎ

Ｇ
Ｏ
の
活
動
に
参
加
し
て
い
た
が
、
次
第

に
目
標
の
浸
透
だ
け
で
は
不
十
分
で
は
な

い
か
と
思
い
始
め
た
。

　「
ど
の
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
の
何
が
変

わ
れ
ば
、
社
会
変
革
を
起
こ
せ
る
の
か
と

考
え
た
時
に
、
個
人
の
消
費
行
動
を
変
え

る
こ
と
が
鍵
な
の
で
は
な
い
か
と
思
う
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
サ
ス
テ
ィ

ナ
ビ
リ
テ
ィ
学
を
専
門
に
研
究
し
て
い
る

蟹
江
憲の

り

史ち
か

教
授
の
下
で
深
く
学
ぼ
う
と
、

入
学
を
決
め
ま
し
た
」

　
同
学
部
２
年
の
落
合
航
一
郎
さ
ん
は
、

高
校
時
代
に
参
加
し
た
ボ
ル
ネ
オ
島

（
＊
１
）
で
の
フ
ィ
ー
ル
ド
ツ
ア
ー
で
、

パ
ー
ム
油
を
生
産
す
る
た
め
に
熱
帯
雨
林

を
伐
採
し
て
開
墾
さ
れ
た
ア
ブ
ラ
ヤ
シ
農

園
の
状
況
を
目
の
あ
た
り
に
し
、
環
境
問

題
の
解
決
に
関
心
を
持
っ
た
。

　「
農
園
が
見
渡
せ
る
展
望
台
に
立
つ
と
、

鳥
や
虫
の
鳴
き
声
も
、
川
の
せ
せ
ら
ぎ

も
聞
こ
え
な
い
異
様
な
空
間
が
広
が
っ
て

い
ま
し
た
。
そ
の
空
間
を
生
ん
だ
原
因
は

私
た
ち
の
消
費
だ
と
危
機
感
を
抱
き
、
持

続
可
能
な
パ
ー
ム
油
の
生
産
を
行
う
た
め

に
、
国
や
N
G
O
が
連
携
し
て
国
際
的

な
認
証
組
織
を
つ
く
る
こ
と
が
で
き
な
い

か
、
研
究
し
た
い
と
考
え
ま
し
た
」

　
同
学
部
で
は
、
授
業
科
目
は
学
年
別
に

設
置
さ
れ
て
お
ら
ず
、
学
生
が
自
分
に

と
っ
て
必
要
な
科
目
を
必
要
な
学
年
で
履

修
で
き
る
仕
組
み
に
な
っ
て
い
る
。
大
貫

さ
ん
は
、
１
・
２
年
次
は
、
ど
の
よ
う
に

社
会
が
形
成
さ
れ
て
い
る
の
か
を
学
び
た

い
と
考
え
た
。
特
に
自
身
の
研
究
に
役

立
っ
た
の
は
、
蟹
江
教
授
の
「
環
境
対
応

プ
ラ
ク
テ
ィ
ス
」
と
い
う
科
目
だ
っ
た
。

環
境
に
関
す
る
国
際
制
度
の
設
計
に
は
、

国
家
間
の
交
渉
が
不
可
欠
で
あ
り
、
そ
の

過
程
を
体
験
的
に
学
ぶ
こ
と
が
で
き
た
。
　

　「
社
会
的
合
意
を
果
た
す
に
は
、
自
国

の
利
益
を
主
張
す
る
の
で
は
な
く
、
互

い
の
妥
協
点
を
見
い
だ
し
な
が
ら
合
意
を

図
っ
て
い
く
難
し
さ
を
学
び
ま
し
た
」

　　
同
学
部
の
学
び
の
中
心
と
な
る
の
は
、

１
年
次
か
ら
所
属
で
き
る
研
究
会
だ
。
学

年
に
関
係
な
く
、
所
属
す
る
学
生
が
学
び

合
い
、問
題
解
決
に
実
践
的
に
取
り
組
む
。

　
２
人
は
、
１
年
次
の
秋
学
期
か
ら
蟹
江

教
授
の「
ｘ
Ｓ
Ｄ
Ｇ
・
ラ
ボ
」に
所
属
。「
目

標
17

　パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
で
目
標
を
達

成
し
よ
う
」
な
ど
の
S
D
G
s
に
関
す

る
研
究
の
ほ
か
、
企
業
や
自
治
体
と
連
携

し
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
取
り
組
む
。

環
境
問
題
や
社
会
問
題
を

自
身
の
手
で
解
決
し
た
い

大学の学び

この学びに
関する

SDGsの
目標

１
年
次
か
ら
実
践
的
な
問
題
解
決
に
取
り
組
み
、

持
続
可
能
な
社
会
の
担
い
手
を
目
指
す

慶
應
義
塾
大
学
　

総
合
政
策
学
部 

　

x
S
D
G
・
ラ
ボ
（
蟹か

に

江え

研
究
室
）

熱
意
や
行
動
力
だ
け
で
な
く
、

学
術
的
な
意
義
を
意
識
し
研
究

総
合
政
策
学
部
２
年

落
合
航
一
郎

お
ち
あ
い
・
こ
う
い
ち
ろ
う

東
京
都
立
武
蔵
高
校
卒
業
。

総
合
政
策
学
部
４
年

大
貫
萌
子

お
お
ぬ
き
・
も
え
こ

東
京
都
・
私
立
国
際
基
督
教

大
学
高
校
卒
業
。

私
た
ち
が
紹
介
し
ま
す

この学びに関する
他の SDGsの目標

＊１　ボルネオはマレーシア領、インドネシア領、ブルネイからなる島。落合さんはボルネオ島のマレーシア領、サバ州に渡航。

58 高校版  2021 August

0-01-J-22510-001 2021 年度 VIEW next 高校版 8 月号 58 頁 ＣＭ
ＹＫ

色
校

07/26
引寺

念
校

08/04
松下

再
念
校

08/06
引寺 − −/−

− − −/−
−

P58-59_view-next-koukou-8g.indd   58 2021/08/06   13:49



価
す
る
項
目
を
、
新
聞
社
が
実
施
す
る
Ｓ

Ｄ
Ｇ
ｓ
の
調
査
を
ベ
ー
ス
に
、
学
生
の
視

点
を
踏
ま
え
て
設
定
し
よ
う
と
し
て
い
ま

す
。
難
し
い
の
は
、
主
観
と
根
拠
の
バ
ラ

ン
ス
で
す
。
新
し
い
評
価
指
標
を
追
加
す

る
際
も
、
明
確
な
根
拠
を
示
さ
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。
自
分
の
主
観
だ
け
で
決
め

て
い
な
い
か
、常
に
自
分
を
客
観
視
し
て
、

研
究
を
進
め
て
い
ま
す
」（
大
貫
さ
ん
）

　
大
貫
さ
ん
は
、
同
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
卒

業
論
文
に
ま
と
め
る
予
定
だ
。
就
職
活
動

中
の
学
生
が
企
業
の
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
へ
の
貢
献

度
を
踏
ま
え
て
、
仕
事
や
職
場
を
選
択
す

る
よ
う
に
な
る
こ
と
に
貢
献
で
き
れ
ば
と

考
え
て
い
る
（
目
標
８
）。

　「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
ウ
ォ
ッ
シ
ュ
」（
＊
３
）
問

題
に
関
心
の
あ
っ
た
落
合
さ
ん
も
、
今
年

度
か
ら
同
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
参
加
。
ラ
ボ

の
メ
ン
バ
ー
と
協
働
し
、「
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
な
ど
の
緊
急
時
に

お
け
る
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
有
無
」と
い
っ
た
、

従
来
に
は
な
か
っ
た
企
業
の
評
価
項
目
を

追
加
し
た
と
言
う
。

　「
若
い
世
代
が
求
め
て
い
る
企
業
の
あ

り
方
を
明
確
に
示
す
こ
と
で
、
各
企
業
の

取
り
組
み
が
表
面
的
な
も
の
で
は
な
く
、

よ
り
実
質
的
な
も
の
に
な
れ
ば
と
考
え
て

い
ま
す
（
目
標
16
）」（
落
合
さ
ん
）

　
落
合
さ
ん
が
１
年
次
に
参
加
し
た
の

は
、
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン

ピ
ッ
ク
が
社
会
に
与
え
る
影
響
に
つ
い
て

調
べ
、
S
D
G
s
の
観
点
か
ら
評
価
す

る
新
聞
社
と
連
携
し
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
だ

（
写
真
１
）。
会
場
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
の
状

況
や
、
会
場
で
提
供
さ
れ
る
食
材
の
持
続

可
能
な
調
達
の
状
況
（
＊
２
）
な
ど
を
調

べ
た
。
研
究
の
過
程
で
、
高
校
時
代
と
の

問
題
へ
の
取
り
組
み
方
の
違
い
を
感
じ

た
。

　「
高
校
時
代
は
、
例
え
ば
、
ゴ
ミ
問
題

が
気
に
な
れ
ば
、
繁
華
街
に
ゴ
ミ
拾
い
に

行
く
な
ど
、
ま
ず
行
動
に
移
し
て
い
ま
し

た
。
一
方
、
大
学
で
の
研
究
は
、
仮
説
を

裏
づ
け
る
デ
ー
タ
を
収
集
し
、
そ
こ
か
ら

新
し
い
価
値
観
を
見
い
だ
し
て
発
表
す
る

こ
と
で
、
社
会
の
よ
り
大
き
な
動
き
に
つ

な
げ
て
い
き
ま
す
。
熱
意
や
行
動
力
を
大

事
に
し
つ
つ
、
新
規
性
や
有
効
性
、
信
頼

性
と
い
っ
た
学
術
的
な
意
義
も
意
識
す
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
」（
落
合
さ
ん
）

　
大
貫
さ
ん
は
、
１
・
２
年
次
に
兵
庫
県

の
中
学
校
で
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
教
育
を
行
う
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
に
参
加
（
写
真
２
）。
３
年
次

に
は
、
元
々
取
り
組
み
た
い
と
思
っ
て
い

た
、
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
の
違
い
に
よ
る

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
へ
の
貢
献
度
を
研
究
し
よ
う

と
、「
学
生
に
よ
る
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
貢
献
度
に

関
す
る
企
業
分
析
と
評
価
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
」
を
蟹
江
教
授
に
提
案
し
、
現
在
は
、

リ
ー
ダ
ー
と
し
て
メ
ン
バ
ー
20
人
を
率
い

て
い
る
。

　「
企
業
の
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
へ
の
貢
献
度
を
評

　
私
の
ラ
ボ
で
は
、
本
学
部
の
目
指
す
「
問

題
解
決
の
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
」
を
育
成

す
る
た
め
、
S
D
G
s
の
考
え
方
を
応
用

し
、
企
業
や
地
域
の
問
題
解
決
に
取
り
組
む

学
び
を
進
め
て
い
ま
す
。
学
部
１
年
生
か
ら

大
学
院
生
ま
で
が
、
１
つ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

で
と
も
に
実
践
的
に
学
ぶ
中
で
、
社
会
で
活

用
で
き
る
知
識
・
技
能
を
身
に
つ
け
て
ほ
し

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
た
だ
、
理
論
的
な
基
盤
が
な
く
、
現
場
の

雰
囲
気
に
流
さ
れ
て
活
動
し
て
い
る
だ
け
で

は
、
真
の
問
題
解
決
に
は
た
ど
り
着
け
ま
せ

ん
。
実
践
と
と
も
に
、
知
識
・
技
能
の
重
要

性
も
理
解
し
て
ほ
し
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
問
題
に
深
く
切
り
込
む
に
は
、
多

様
な
経
験
に
基
づ
い
た
自
分
の
考
え
を
持
つ

こ
と
が
重
要
で
す
。
国
際
連
合
の
本
部
や
ハ

イ
レ
ベ
ル
政
治
フ
ォ
ー
ラ
ム
な
ど
に
学
生
を

同
行
さ
せ
、
広
い
視
点
で
問
題
を
捉
え
る
感

性
を
養
え
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

　
S
D
G
s
に
関
心
が
あ
る
高
校
生
に
は
、

本
当
に
自
分
が
課
題
だ
と
思
う
こ
と
を
追
究

し
、
多
く
の
仲
間
と
議
論
す
る
経
験
を
積
ん

で
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

慶
應
義
塾
大
学
大
学
院

政
策
・
メ
デ
ィ
ア
研
究
科

教
授蟹江

憲
史

か
に
え
・
の
り
ち
か

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
の
実
践
か
ら
、

使
え
る
知
識
・
技
能
を
身
に
つ
け
る

写真２　大貫さんは、１年次に、兵庫県豊
岡市の中学生向けに、ＳＤＧｓの視点で同
市へのＵターン人口を増やす方法をともに
考える授業を実施した。

写真1　落合さんは、ラボを代表して「小
学生 SDGsサミット」に参加。自身のプロジェ
クトについて発表し、小学生の時から持続
可能性について考える重要性を訴えた。

企
業
の
S
D
G
s
へ
の
貢
献
度
を

評
価
す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
立
案

学
び
と
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

＊２  森林・海洋資源の保全や生物多様性に配慮した採取・栽培、 食材の生産における強制労働や木材の違法伐採の排除など、持続可能性に配慮して食材が調達され
ているかを調査。　＊３　実態が伴わないのに SDGs に取り組んでいると主張すること。
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　「
ジ
ェ
ン
ダ
ー
」
は
、
一
般
に
、
生
物

学
的
な
性
別
「
セ
ッ
ク
ス
」
に
対
し
、
社

会
的
・
文
化
的
に
つ
く
ら
れ
る
性
別
の
こ

と
を
指
し
て
用
い
ら
れ
る
。
し
か
し
、
世

界
的
な
ジ
ェ
ン
ダ
ー
意
識
の
高
ま
り
を
受

け
、
そ
の
用
法
は
変
化
し
つ
つ
あ
る
。
関

西
大
学
の
多
賀
太ふ

と
し

教
授
は
、
次
の
よ
う
に

説
明
す
る
。

　「
欧
米
を
中
心
に
、
性
別
一
般
を
表
す

言
葉
と
し
て
、『
ジ
ェ
ン
ダ
ー
』
が
使
わ

れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ

Ｑ
（
＊
１
）
と
い
っ
た
多
様
な
性
の
あ
り

方
が
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
人
間
を
生

物
学
的
な
男
女
の
2
種
類
に
分
け
る
こ
と

自
体
も
、
社
会
的
・
文
化
的
な
認
識
の
下

に
行
わ
れ
て
い
る
と
い
う
考
え
方
が
生
ま

れ
て
き
た
か
ら
で
す
」

　
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
目
標
の
１
つ
に
も
掲
げ
ら

れ
て
い
る
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
の
実
現
は
、

世
界
的
な
課
題
だ
。
具
体
的
に
は
、
女
性

へ
の
差
別
や
人
権
侵
害
、
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
Ｑ
と

い
っ
た
性
的
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
ー
の
人
々
の

生
き
づ
ら
さ
を
解
消
す
る
こ
と
が
挙
げ
ら

れ
る
。
男
性
が
ジ
ェ
ン
ダ
ー
の
関
係
性
の

中
で
苦
し
む
ケ
ー
ス
も
見
ら
れ
、
そ
れ
も

課
題
だ
と
言
え
る
。

　「
男
性
は
、
男
ら
し
さ
と
し
て
『
強
く

あ
れ
』『
競
争
に
勝
て
』
と
い
っ
た
こ
と

を
求
め
ら
れ
、
働
い
て
一
家
を
養
う
責
任

を
背
負
う
状
況
に
苦
し
め
ら
れ
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。
つ
ま
り
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等

は
、
性
別
に
か
か
わ
ら
ず
、
誰
に
と
っ
て

も
切
実
な
課
題
な
の
で
す
」

　
世
界
的
に
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
が
重
視
さ

れ
る
背
景
に
は
、
そ
の
実
現
が
社
会
や
地

域
の
持
続
的
な
発
展
に
欠
か
せ
な
い
と
い

う
理
由
も
あ
る
。

　「
日
本
で
は
、
少
子
高
齢
化
に
よ
り
労

働
力
が
不
足
し
、
女
性
も
働
き
手
と
し
て

期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。
女
性
が
安
心
し
て

働
け
る
た
め
に
は
、
性
別
に
よ
る
待
遇
の

違
い
の
解
消
や
、
男
性
の
家
事
や
育
児
へ

ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
は
、

あ
ら
ゆ
る
人
々
に
切
実
な
テ
ー
マ

＊１　レズビアン（女性同性愛者）、ゲイ（男性同性愛者）、バイセクシュアル（両性愛者）、トランスジェンダー（心と体の性が一致しない人）、クエスチョニン
グ＆クイア（自分の性が分からない人や、性別をどれかに決めない人）の頭文字を取った言葉。

関
西
大
学

　文
学
部

　教
授

多
賀
太 

た
が
・
ふ
と
し

久
留
米
大
学
文
学
部
助
教
授
な
ど
を

経
て
、
現
職
。
専
門
分
野
は
、
教
育

社
会
学
、
男
性
学
。
社
会
活
動
と
し

て
、「
男
性
の
非
暴
力
啓
発
運
動
」

に
も
力
を
入
れ
る
。
著
書
に
、『
男

子
問
題
の
時
代
？
』（
学
文
社
）、『
揺

ら
ぐ
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
生
活
』（
ミ
ネ

ル
ヴ
ァ
書
房
）
な
ど
。

トレンド・ワード

ジ
ェ
ン
ダ
ー

生
徒
の
学
び
や
進
路
選
択
、
そ
し
て
そ
の
後
の
人
生
に
影
響
を
与
え
る
よ
う
な
革
新
的
な
技
術
や
価
値
観
を
「
社
会
の
ト

レ
ン
ド
」
と
し
て
、「
学
ぶ
」「
働
く
」「
暮
ら
す
」
の
観
点
か
ら
解
説
す
る
本
コ
ー
ナ
ー
。
今
回
は
「
ジ
ェ
ン
ダ
ー
」
を
取

り
上
げ
る
。
性
の
違
い
に
よ
る
差
別
や
人
権
侵
害
の
解
消
を
目
指
す
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
の
実
現
は
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
目
標
の

１
つ
に
も
掲
げ
ら
れ
、
世
界
的
な
課
題
と
な
っ
て
い
る
。
日
本
は
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
へ
の
対
応
の
遅
れ
が
指
摘
さ
れ
て

い
る
が
、一
方
で
、若
い
世
代
を
中
心
に
、ジ
ェ
ン
ダ
ー
意
識
が
高
ま
っ
て
い
る
状
況
だ
。
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
が
実
現
す
る
と
、

人
々
の
価
値
観
や
社
会
の
あ
り
方
は
ど
の
よ
う
に
変
化
す
る
の
か
、
関
西
大
学
文
学
部
の
多
賀
太ふ

と
し

教
授
に
話
を
聞
い
た
。

性
別
に
よ
っ
て
生
き
方
や
振
る
舞
い
が
制
限
さ
れ
ず
、

誰
も
が
自
分
ら
し
く
生
き
ら
れ
る
社
会
に

サマリー

これからの
　　　　　　のための進 路 指 導

解
説
者

世の中　　　　　解説
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の
参
加
促
進
な
ど
、
誰
も
が
活
躍
し
や
す

い
環
境
づ
く
り
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
」

　
日
本
は
、
世
界
経
済
フ
ォ
ー
ラ
ム
（
以

下
、Ｗ
Ｅ
Ｆ
）
が
公
表
す
る
「
ジ
ェ
ン
ダ
ー

ギ
ャ
ッ
プ
指
数
」（
＊
２
）
が
、
２
０
２
１

年
は
１
５
６
か
国
中
１
２
０
位
だ
っ
た

（
図
１
）。
Ｗ
Ｅ
Ｆ
の
レ
ポ
ー
ト
で
は
、
低

順
位
の
要
因
と
し
て
、
女
性
の
大
臣
や
国

会
議
員
の
少
な
さ
、
企
業
の
女
性
管
理
職

の
割
合
の
低
さ
、
男
女
の
所
得
格
差
な
ど

が
指
摘
さ
れ
て
い
る
（
図
２
）。

　
日
本
の
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
へ
の
対
応
の

遅
れ
に
は
、
ど
う
い
っ
た
問
題
が
あ
る
の

だ
ろ
う
か
。

　「
欧
米
で
は
、
オ
イ
ル
シ
ョ
ッ
ク
に
よ

る
不
況
や
女
性
解
放
運
動
の
高
ま
り
な
ど

を
受
け
、
１
９
８
０
年
代
以
降
、
男
女

の
役
割
の
見
直
し
が
進
み
ま
し
た
。
一

方
、
バ
ブ
ル
経
済
の
好
況
に
あ
っ
た
日
本

で
は
、
男
性
が
働
き
、
女
性
が
家
庭
を
守

る
と
い
う
体
制
か
ら
抜
け
切
れ
ず
、
そ
の

結
果
、
男
女
平
等
の
世
界
的
潮
流
か
ら
取

り
残
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
も
、
男
性
の

長
時
間
労
働
を
前
提
と
し
た
就
業
モ
デ
ル

や
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
の
関
係
性
で
優
位
な
立

場
に
あ
る
年
長
の
男
性
が
政
治
や
経
済
の

要
職
を
占
め
る
状
況
は
大
き
く
変
化
す
る

こ
と
は
な
く
、
現
在
に
至
っ
て
い
ま
す
」

　
一
方
で
、
経
済
状
況
の
変
化
に
よ
り
、

日
本
で
も
共
働
き
が
一
般
的
に
な
っ
た
。

男
性
の
育
児
休
業
の
取
得
率
は
依
然
と
し

て
低
迷
し
て
い
る
が
、
わ
ず
か
な
が
ら

年
々
高
ま
っ
て
お
り
、
若
い
世
代
を
中
心

に
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
意
識
は
着
実
に
変
わ
り

つ
つ
あ
る
。

　「
メ
デ
ィ
ア
で
女
性
差
別
発
言
が
あ
る

と
、
男
性
か
ら
も
抗
議
の
声
が
上
が
る
よ

う
に
な
っ
た
状
況
に
は
、
日
本
社
会
の
変

化
を
感
じ
ま
す
。
今
後
は
、
女
性
だ
け
で

は
な
く
男
性
に
と
っ
て
も
、
当
事
者
意
識

ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
の
流
れ
に

取
り
残
さ
れ
た
日
本

●
次
ペ
ー
ジ
か
ら
は
、「
学
ぶ
」「
働
く
」

「
暮
ら
す
」の
３
つ
の
切
り
口
で
、ジ
ェ

ン
ダ
ー
平
等
に
よ
る
、
社
会
や
生
活

の
変
化
を
具
体
的
に
見
て
い
く
。

＊２　世界経済フォーラム（World Economic Forum：WEF）が毎年公表する、各国における男女格差を測る指数。「経済」「政治」「教育」「健康」の４つの
分野のデータから作成される。値が大きい程、男女格差が少ない。

を
持
っ
て
現
状
を
変
え
る
行
動
を
起
こ
す

こ
と
が
重
要
に
な
る
で
し
ょ
う
。
啓
発
活

動
に
頼
る
だ
け
で
な
く
、
法
制
度
の
面
か

ら
も
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
を
図
る
こ
と
で
、

日
本
も
性
別
に
よ
っ
て
生
き
方
や
振
る
舞

い
が
制
限
さ
れ
ず
、
自
分
ら
し
く
生
き
ら

れ
る
社
会
に
少
し
ず
つ
近
づ
い
て
い
く
と

考
え
て
い
ま
す
」

ジェンダーギャップ指数の上位国と
日本の順位（2021年）図１

就業者、及び管理的職業従事者に占める
女性の割合（国際比較）

図２

※ World Economic Forum （http://www3.weforum.org/docs/
WEF_GGGR_2021.pdf）を基に編集部で作成。

注１）総務省「労働力調査 ( 基本集計）」（2019 年）、その
他の国は“ILOSTAT”より作成。
注２）日本、フランス、スウェーデン、ノルウェー、アメリカ、
イギリス、ドイツ、フィリピンは、2019 年、その他の国は
2018 年の値。
注３）総務省「労働力調査」における、「管理的職業従事者」
とは、就業者のうち、会社役員、企業の課長相当職以上、
管理的公務員等。また、「管理的職業従事者」の定義は国に
よって異なる。
※内閣府「令和２年版　男女共同参画白書」を基に編集部
で作成。

順位 国名・地域名 値 前年値 前年からの
順位変動

1 アイスランド 0.892 0.877 —

2 フィンランド 0.861 0.832 1

3 ノルウェー 0.849 0.842 -1

4 ニュージーランド 0.840 0.799 2

5 スウェーデン 0.823 0.820 -1

6 ナミビア 0.809 0.784 6

7 ルワンダ 0.805 0.791 2

8 リトアニア 0.804 0.745 25

9 アイルランド 0.800 0.798 -2

10 スイス 0.798 0.779 8

11 ドイツ 0.796 0.787 -1

12 ニカラグア 0.796 0.804 -7

13 ベルギー 0.789 0.750 14

14 スペイン 0.788 0.795 -6

15 コスタリカ 0.786 0.782 -2

16 フランス 0.784 0.781 -1

17 フィリピン 0.784 0.781 -1

18 南アフリカ共和国 0.781 0.780 -1

120 日本 0.656 0.652 1

日本

フランス

スウェーデン

ノルウェー

アメリカ

イギリス

ドイツ
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　教
育
機
会
の
男
女
格
差
の
解
消
は
、
世

界
的
に
大
き
な
課
題
の
１
つ
だ
。
日
本
で

は
、
長
年
の
取
り
組
み
に
よ
り
、
大
学
等

へ
の
進
学
率
の
男
女
差
は
ほ
ぼ
解
消
し

た
。
た
だ
し
、
大
学
院
進
学
者
の
割
合

（
18
年
度
）
は
、
男
性
が
約
15
％
、
女
性

が
約
６
％
で
あ
り
、
依
然
と
し
て
開
き
が

あ
る
。
加
え
て
、
専
攻
分
野
の
性
差
も
大

き
い
。
理
学
や
工
学
な
ど
は
男
性
、
人
文

科
学
や
薬
学
、
看
護
学
な
ど
は
女
性
の
進

学
者
が
多
い
。

　「専
攻
分
野
や
職
業
の
性
別
の
ス
テ
レ

オ
タ
イ
プ
を
基
に
、
本
人
が
意
識
的
・
無

意
識
的
に
選
択
し
た
り
、
周
囲
の
大
人
が

誘
導
し
た
り
す
る
こ
と
が
要
因
だ
と
考
え

ら
れ
ま
す
。
結
果
的
に
、本
来
や
り
た
か
っ

た
こ
と
や
、
自
分
に
向
い
て
い
る
こ
と
が

で
き
ず
、
自
己
実
現
が
阻
ま
れ
た
り
、
社

会
的
に
有
為
な
人
材
が
生
か
せ
な
か
っ
た

り
す
る
弊
害
が
生
じ
て
し
ま
い
ま
す
」

　ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
が
実
現
し
た
社
会
で

は
、
そ
の
よ
う
な
ス
テ
レ
オ
タ
イ
プ
が
弱

ま
り
、
本
人
の
希
望
や
意
思
に
沿
っ
た
進

学
が
実
現
し
や
す
く
な
る
と
期
待
さ
れ

る
。
そ
の
た
め
に
は
、
進
路
指
導
に
お
い

て
大
切
な
点
が
あ
る
と
い
う
。

　「単
に
生
徒
本
人
の
希
望
を
尊
重
す
る

だ
け
で
な
く
、
そ
の
希
望
が
男
女
の
役
割

に
つ
い
て
の
無
意
識
の
思
い
込
み
に
影
響

さ
れ
て
い
な
い
か
振
り
返
っ
て
み
た
り
、

男
性
（
女
性
）
が
多
数
派
の
職
場
で
生
き

生
き
と
活
躍
し
て
い
る
女
性
（
男
性
）
の

役
割
モ
デ
ル
を
示
し
た
り
す
る
こ
と
も
大

切
で
す
」

　進
学
先
や
就
職
先
で
性
別
に
よ
る
有

利
・
不
利
を
生
じ
さ
せ
な
い
た
め
に
は
、

大
学
や
企
業
な
ど
の
受
け
入
れ
側
の
取
り

組
み
も
欠
か
せ
な
い
だ
ろ
う
。

　そ
し
て
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
の
社
会
を

築
い
て
い
け
る
生
徒
を
育
む
た
め
に
は
、

校
内
の
ジ
ェ
ン
ダ
ー
・
バ
イ
ア
ス
（
＊
３
）

を
取
り
除
く
努
力
も
重
要
だ
。

　「環
境
面
で
は
、
男
女
別
の
名
簿
や
色

分
け
、
男
女
別
の
制
服
な
ど
が
挙
げ
ら
れ

ま
す
。
性
別
に
よ
る
呼
び
方
、
褒
め
方
、

叱
り
方
の
違
い
、
ス
テ
レ
オ
タ
イ
プ
に

沿
っ
た
進
路
指
導
な
ど
も
、
生
徒
に
影
響

を
与
え
る
で
し
ょ
う
。
合
理
的
な
理
由
が

　労
働
の
観
点
で
は
、
管
理
職
登
用
の
性

差
や
賃
金
格
差
な
ど
が
問
題
視
さ
れ
る
こ

と
が
多
い
。

　「男
女
雇
用
機
会
均
等
法
に
よ
り
、
制

度
上
、
性
の
違
い
に
よ
る
差
別
は
な
く
な

り
ま
し
た
が
、
日
本
の
企
業
の
多
く
は
、

長
年
勤
続
し
て
長
時
間
働
く
社
員
が
出
世

や
昇
給
を
し
や
す
い
シ
ス
テ
ム
に
な
っ
て

い
ま
す
。
結
果
と
し
て
、
出
産
や
育
児
で

長
期
休
業
す
る
女
性
が
不
利
に
な
り
や
す

い
こ
と
が
、
男
女
格
差
を
生
じ
さ
せ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
出
産
・
育
児
に
よ
る
退
職

を
経
て
復
職
す
る
際
、
非
正
規
雇
用
と
な

る
ケ
ー
ス
が
多
い
こ
と
も
、
賃
金
格
差
の

大
き
な
要
因
と
な
っ
て
い
ま
す
」

　現
在
、
そ
う
し
た
問
題
を
解
消
し
よ
う

と
、
働
き
方
改
革
が
推
進
さ
れ
て
い
る
。

日
本
で
も
共
働
き
が
一
般
的
と
な
り
、
家

事
や
育
児
、
介
護
を
夫
婦
で
分
担
す
る
意

識
が
、若
い
世
代
を
中
心
に
高
ま
っ
て
い
る
。

　「た
だ
し
、
国
際
的
に
見
る
と
、
日
本

の
男
性
の
家
事
・
育
児
時
間
は
著
し
く
少

な
い
状
況
で
す
（
図
３
）。
個
人
の
努
力

に
は
限
界
が
あ
る
の
で
、
長
時
間
労
働
を

前
提
と
し
た
男
性
を
稼
ぎ
手
と
す
る
就
業

モ
デ
ル
を
見
直
す
必
要
が
あ
る
で
し
ょ

う
。
例
え
ば
、
正
規
・
非
正
規
な
ど
の
雇

用
形
態
や
立
場
に
か
か
わ
ら
ず
、
同
じ
価

値
を
持
つ
仕
事
に
対
し
て
同
額
の
賃
金
を

支
払
う
『
同
一
価
値
労
働
同
一
賃
金
』
が

な
い
限
り
、
性
の
違
い
で
区
別
し
な
い
こ

と
が
基
本
的
な
考
え
方
で
す
」

　生
徒
に
対
す
る
ジ
ェ
ン
ダ
ー
教
育
で

は
、
性
別
に
か
か
わ
ら
ず
経
済
的
自
立
や

ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス
の
大
切
さ
を
教

え
て
い
き
た
い
。

　「ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
が
実
現
さ
れ
る
と
、

個
々
の
考
え
に
基
づ
い
て
人
生
を
つ
く
り

上
げ
て
い
く
姿
勢
が
よ
り
重
要
に
な
り
ま

す
。
そ
の
人
ら
し
く
生
き
や
す
い
半
面
、

自
己
決
定
や
自
己
責
任
が
要
求
さ
れ
る
こ

と
に
留
意
し
て
キ
ャ
リ
ア
観
や
人
生
観
を

育
ん
で
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
」

＊３　男女の役割について、無意識のうちに固定的な観念を持つこと。

働
く

性
別
の
役
割
分
担
か
ら
解
放
さ
れ
、キ
ャ
リ
ア
形
成
が
柔
軟
に

学
ぶ

本
人
の
希
望
や
意
思
に
沿
っ
た
進
学
が
し
や
す
く
な
る
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今後の家事労働の担い手図４

社会と家族の持続可能な発展のためには、家事・育児・
介護の担い手が分散されることが不可欠だ。
※図の出典は、欄外＊４参照。

ケアの
担い手

市場
有償サービス

地域
ＮＰＯ・

ボランティア

家族

国家
自治体

　家
事
や
育
児
、
介
護
は
、
こ
れ
ま
で
女

性
に
よ
る
無
償
労
働
が
中
心
だ
っ
た
。
し

か
し
、
日
本
で
も
共
働
き
世
帯
が
増
加
す

る
中
、
家
事
労
働
の
担
い
手
は
、
公
的
サ
ー

ビ
ス
や
民
間
の
代
行
業
者
な
ど
、
国
や
自

治
体
、
企
業
、
地
域
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど

に
分
散
さ
れ
る
と
考
え
ら
れ
る
（
図
４
）。

　ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
が
実
現
す
れ
ば
、
人

生
設
計
も
大
き
く
変
わ
る
だ
ろ
う
。
男
性

は
仕
事
、
女
性
は
家
庭
と
い
う
ス
テ
レ
オ

タ
イ
プ
が
見
直
さ
れ
れ
ば
、
男
女
が
固
定

的
な
役
割
を
押
し
つ
け
合
う
こ
と
な
く
、

ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス
を
大
切
に
し
た

生
活
を
実
現
し
や
す
く
な
る
。

　例
え
ば
、
成
人
男
性
が
、
平
日
の
日
中

に
歩
い
て
い
る
と
、
近
所
の
人
か
ら
「
今

日
は
お
休
み
で
す
か
？
」
と
声
を
か
け
ら

れ
る
こ
と
が
あ
る
。
そ
れ
は
、「
男
性
は

平
日
に
働
い
て
い
る
も
の
」
と
い
う
固
定

観
念
が
あ
る
か
ら
だ
。

　「そ
う
し
た
固
定
観
念
が
な
く
な
れ
ば
、

男
性
が
子
育
て
や
地
域
活
動
に
参
加
し
や

す
く
な
る
で
し
ょ
う
。
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等

の
社
会
と
は
、
性
別
に
か
か
わ
ら
ず
、
仕

事
・
地
域
・
家
庭
生
活
の
責
任
と
そ
の
喜

び
を
分
か
ち
合
い
、
安
心
・
安
全
に
、
健

康
に
、
生
き
生
き
と
暮
ら
せ
る
社
会
で
あ

り
、
一
人
ひ
と
り
が
そ
の
積
極
的
な
担
い

手
と
な
る
こ
と
で
、
実
現
へ
と
近
づ
い
て

い
く
の
で
す
」

実
現
す
れ
ば
、
性
別
に
関
係
な
く
、
個
人

の
意
思
で
働
き
方
を
選
び
や
す
く
な
る
で

し
ょ
う
」

　そ
う
し
た
労
働
環
境
で
あ
れ
ば
、
ラ
イ

フ
ス
テ
ー
ジ
に
合
わ
せ
て
、
子
ど
も
が
小

さ
い
頃
は
夫
婦
と
も
に
仕
事
を
抑
え
て
育

児
を
楽
し
ん
だ
り
、
夫
が
転
職
活
動
中
に

妻
が
働
い
て
家
計
を
支
え
た
り
と
、
状
況

に
合
わ
せ
た
働
き
方
が
で
き
る
よ
う
に
な

る
だ
ろ
う
。

　ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
の
社
会
で
は
、
従
来

の
性
別
に
よ
る
役
割
分
担
か
ら
解
放
さ

れ
、
誰
も
が
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
に
合
わ
せ

て
、
よ
り
柔
軟
に
キ
ャ
リ
ア
を
形
成
し
て

い
く
姿
が
見
え
て
く
る
。

＊４　落合恵美子ほか「日本におけるケア・ダイアモンドの再編成：介護保険は『家族主義』を変えたか」（国立社会保障・人口問題研究所『海外社会保障研究』
No.170 号 , 2010 年）に掲載の図を参考とした多賀教授の解説を基に編集部で作成。

これからの
　　　　　　のための進 路 指 導

世の中　　　　　解説

暮
ら
す

家
庭
で
も
地
域
で
も
、
人
々
が
支
え
合
う
社
会
へ

６歳未満の子どもを持つ夫婦の家事・育児関連時間の国際比較
（全体平均・１日あたり）

図３

注１）総務省「社会生活基本調査」（2016 年）、Bureau of Labor Statistics of the U.S "American 
Time Use Survey"(2018) 及び Eurostat "How Europeans Spend Their Time Everyday Life of 
Women and Men" (2004) より作成。
注２）日本の値は、「夫婦と子どもの世帯」に限定した夫と妻の 1 日あたりの「家事」「介護・看護」

「育児」及び「買い物」の合計時間（週全体平均）。
注３）国名の下に記載している時間は、左側が「家事・育児関連時間」の夫と妻の時間を合わせた時間。
右側が「うち育児の時間」の夫と妻の時間を合わせた時間。

※内閣府「令和２年版　男女共同参画白書」を基に編集部で作成。

■家事・育児関連時間　■うち育児の時間

日本
（8:57/4:34）

アメリカ
（8:55/3:45）

イギリス
（8:55/3:22）

フランス
（8:19/2:37）

ドイツ
（9:11/3:17）

スウェーデン
（8:50/3:17）

ノルウェー
（8:38/3:30）

8765432108 7 6 5 4 3 2 1 0 （時間）（時間）

7:34 1:23
0.49

3:071:11

2:461:00

2:30

3:00

3:211:07

3:121:13

3:45

5:48 2:34

6:09 2:22

5:49 1:57

6:11 2:18

5:29 2:10

5:26 2:17

妻 夫

0:40

0:59
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授業の最後に行う振り返りでは、自分を含むグループのメ
ンバーの行動や発言の中で、目標の達成において役立った
ことをワークシートに記入した。

１
　

授
業
の
内
容
は
？

権
限
や
役
職
に
よ
ら
な
い
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ

の
意
味
や
大
切
さ
に
つ
い
て
理
解
し
、
日
常

生
活
で
発
揮
す
る
こ
と
が
目
標
で
す
。「
目
標

共
有
・
率
先
垂
範
・
相
互
支
援
」
の
３
要
素

を
軸
に
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
な
ど
を
行
い
ま
す
。

２
　

育
成
を
目
指
す
資
質
・
能
力
は
？

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力
や
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
力
、
傾
聴
力
、
情
報
収
集
力
な
ど
、

社
会
人
に
必
要
な
力
を
幅
広
く
育
成
し
ま
す
。

３
　

な
ぜ
、
こ
の
学
び
が
必
要
？

リ
ー
ダ
ー
経
験
の
な
い
生
徒
で
も
、
自
分
に

も
発
揮
で
き
る
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
が
あ
る
と

知
り
、
実
践
す
る
こ
と
で
、
す
べ
て
の
教
育

活
動
が
一
層
活
性
化
す
る
と
考
え
ま
し
た
。

ど
ん
な
　
　
　
学
び
？

本時の活動は、自
校をアピールする
ための商品やサー
ビスを考えて、プ
レゼンテーション
の準備をするこ
と。アイデアがま
とまると、プレゼ
ンテーションに向
けて、キャッチコ
ピーの考案や、ポ
スターに掲載する
イラスト作成など、
役割を決め、それ
ぞれの活動を率先
して行っていた。

リーダーシップ教育
集団の目標の達成に向けて、

自らの力を発揮するリーダーシップを育成
神奈川県立藤沢清流高校

誌上で見学　　　　学びのnext
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一
般
的
に
リ
ー
ダ
ー
と
言
え
ば
、
優
れ

た
能
力
で
集
団
を
率
い
る
人
を
イ
メ
ー
ジ

す
る
と
思
い
ま
す
が
、
本
校
で
は
、
誰
も

が
発
揮
で
き
る
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
育
成

し
て
い
ま
す
。
そ
れ
は
、
目
標
共
有
（
目

標
の
浸
透
）、
率
先
垂
範
（
自
ら
行
動
し
、

周
囲
を
巻
き
込
む
）、
相
互
支
援
（
仲
間

を
支
え
る
・
支
援
を
求
め
る
）
の
３
要
素

か
ら
成
り
ま
す
。
例
え
ば
、
グ
ル
ー
プ
の

代
表
と
し
て
発
表
す
る
人
だ
け
で
な
く
、

資
料
作
成
に
専
念
し
た
人
も
、
リ
ー
ダ
ー

シ
ッ
プ
を
発
揮
し
て
い
る
と
捉
え
ま
す
。

ま
た
、
ち
ょ
っ
と
し
た
提
案
で
議
論
を
前

に
進
め
る
こ
と
も
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
発

揮
で
あ
り
、
そ
う
し
た
グ
ル
ー
プ
で
の
目

標
の
達
成
に
向
け
て
主
体
的
に
か
か
わ
る

資
質
・
能
力
の
育
成
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　
本
校
の
生
徒
は
真
面
目
で
す
が
、
お
と

な
し
く
、
意
思
表
示
を
た
め
ら
う
傾
向
が

あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
生
徒
が
３
要
素
を

身
に
つ
け
れ
ば
、
授
業
で
の
活
動
や
学
校

行
事
な
ど
が
活
性
化
す
る
の
で
は
な
い
か

と
考
え
、
２
０
１
６
年
度
、リ
ー
ダ
ー
シ
ッ

プ
教
育
を
導
入
し
ま
し
た
。
そ
し
て
、
こ

の
教
育
を
支
援
す
る
企
業
と
と
も
に
カ
リ

キ
ュ
ラ
ム
を
作
成
し
、17
年
度
、
１
年
次
の

学
校
設
定
科
目
と
し
て
「
み
ん
な
の
リ
ー

ダ
ー
シ
ッ
プ
入
門
」
を
開
講
し
ま
し
た
。

　
授
業
は
１
コ
マ
90
分
間
で
、
毎
回
４
～

５
人
の
グ
ル
ー
プ
に
な
っ
て
活
動
し
ま

す
。
単
元
の
展
開
は
ま
ず
、
前
述
の
３
要

素
に
つ
い
て
説
明
し
た
上
で
、
常
に
具
体

的
な
目
標
を
設
定
し
、
意
識
し
て
行
動
す

る
よ
う
伝
え
ま
す
。
そ
し
て
、
毎
時
間
、

グ
ル
ー
プ
で
活
動
し
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
力
や
傾
聴
力
な
ど
を
高
め
て
い
き

ま
す
。
そ
れ
ら
の
活
動
を
踏
ま
え
、グ
ル
ー

プ
で
本
校
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
商
品
や
サ
ー

ビ
ス
を
考
え
、
そ
れ
を
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
（
図
）。

　
毎
授
業
の
最
後
に
は
、
グ
ル
ー
プ
の
メ

ン
バ
ー
相
互
に
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
を
行
い

ま
す
。
自
身
の
活
動
の
貢
献
度
や
次
時
に

向
け
た
改
善
点
を
考
え
る
た
め
の
「
振
り

返
り
」
を
し
、
そ
の
内
容
を
グ
ル
ー
プ
内

で
共
有
し
ま
す
。
グ
ル
ー
プ
に
貢
献
で
き

た
と
い
う
実
感
は
、
生
徒
の
自
己
肯
定
感

を
高
め
ま
す
。
さ
ら
に
、
本
時
の
学
び
が

他
の
授
業
や
生
活
の
中
で
ど
う
生
か
せ
る

か
を
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
に
書
か
せ
、
次
時
ま

で
に
実
践
す
る
よ
う
促
し
て
い
ま
す
。

　
そ
れ
ら
の
積
み
重
ね
に
よ
っ
て
、
生
徒

は
様
々
な
場
面
で
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発

揮
し
て
い
き
ま
す
。あ
る
部
活
動
で
は
、先

輩･

後
輩
を
問
わ
ず
意
見
を
出
し
合
い
、
活

動
方
法
を
改
善
し
た
結
果
、
チ
ー
ム
が
活

性
化
し
た
こ
と
が
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。

「みんなのリーダーシップ入門」単元計画（抜粋）図

1 オリエンテーション リーダーシップの３要素を学
ぶ。

2 クラスのキャッチ
コピー・行動計画

理想のクラス像を絵に描き、ク
ラスのキャッチコピーを考える。

3
自己理解・他者理解
（コンセンサス）

NASA の「月面サバイバル」
のコンセンサス･ ゲームを通
じて、視野を広げる助けとし
て自分の意見と異なる意見を
捉えることを学ぶ。

4
ノンバーバル

コミュニケーション

同じ言葉を複 数の生徒が 発
し、口調や表情でどのように
印象が異なるかを考える。

5
情報を組み立てる

（課題解決ゲーム）

各人の情 報を整 理しながら
テーマパークの施設の配置を
明らかにする作業を通じて、コ
ミュニケーション力を高める。

6
協働する力

（人間コピー）

廊下の絵の内容を、絵を見て
いない人に伝え、口頭の情報
だけで絵を仕上げる。

7 ペーパークラフト
グループで、紙１枚と限られ
た道具で１つのものを制作。
伝え、聞く力や３要素を発揮。

8
プレゼンテーション

基礎

まず結論を述べてから、具体
例を加えて説明する発表の手
法を身につける。

9 商品開発①企画　 自校をアピールする商品 や
サービスを考え、プレゼンテー
ションする。ポスターを描い
たり、プレゼンテーションソフ
トを活用したリと、提案方法
は各グループで考える。

10
商品開発②

企画・発表準備

11 商品開発③発表

※学校資料を基に編集部で作成。

学
校
概
要

◎
神
奈
川
県
立
大
清
水
高
校
と
同
藤
沢
高
校
が
再
編

統
合
し
、
大
清
水
高
校
の
校
地
に
開
校
。
キ
ャ
ッ
チ
フ

レ
ー
ズ
は
、「
ま
じ
め
が
か
っ
こ
い
い
」。
２
０
１
３
～

15
年
度
、
神
奈
川
県
「
確
か
な
学
力
向
上
推
進
重
点

校
」（
ア
ク
テ
ィ
ブ
ラ
ー
ニ
ン
グ
に
基
づ
く
学
力
向
上

推
進
）、16
～
21
年
度
、同
「
授
業
力
向
上
推
進
重
点
校
」

に
指
定
さ
れ
、
主
体
的
・
対
話
的
で
深
い
学
び
の
視

点
で
の
授
業
改
善
に
取
り
組
む
。

◎
設
立
　 

２
０
１
０
（
平
成
22
）
年
　

◎
形
態
　
全
日
制
／
普
通
科
／
共
学
　

◎
生
徒
数
　
１
学
年
約
２
８
０
人

◎
２
０
２
１
年
度
入
試
合
格
実
績
（
現
浪
計
）　

国
公
立
大
は
、
静
岡
大
に
１
人
が
合
格
。
私
立
大
は
、

青
山
学
院
大
、
駒
澤
大
、
専
修
大
、
東
海
大
、
東
洋
大
、

日
本
大
、
法
政
大
、
明
治
大
、
神
奈
川
大
、
関
東
学

院
大
な
ど
に
延
べ
２
６
２
人
が
合
格
。

教
職
歴
34
年
。
同
校
に
赴
任
し
て
11
年
目
。
外
国
語

科
（
英
語
）。

総
括
教
諭
・

キ
ャ
リ
ア
支
援
グ
ル
ー
プ

小
島
昭
彦
　

こ
じ
ま
・
あ
き
ひ
こ

目
標
を
共
有
し
、
自
ら
行
動
し
て

仲
間
を
支
え
る
力
を
身
に
つ
け
る

仲
間
を
認
め
合
う
振
り
返
り
で

自
己
肯
定
感
を
高
め
る

　　　　　　　　　では、 
「ウェブで見学　学びのnext」で、
同校のリーダーシップ教育について

さらに詳しく紹介！
＜８月23 日公開予定＞

VIEW n-express 検索
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2021年６月号へのご意見

『VIEW next』高校版、『VIEW21』高校版
2020 年４月号以降の記事は、電子ブック
でご覧いただけます。ベネッセ教育総合
研究所のウェブサイトでご確認ください。
HOME→教育情報→高校向け→情報誌最
新号

　　　　
高校版は

電子ブックで閲覧可能です

対象を意識したスクール・ポリシーの策定を目指す
　スクール・ポリシーを策定する際、難しい言葉や言い回しを使いがち
だが、6 月号の特集の香川県立高松北中学校・高校が実施したスクール・
ポリシーに対するアンケートを見て、中学生や保護者にとって分かりや
すい表現を考えなければならないことを学んだ。本校でも、お飾りでは
なく、対象に伝わることを意識したスクール・ポリシーをつくりたい。

岐阜県立加
か も

茂農林高校　渡邉強
かつ

矢
や

自校の教育活動をスクール・ポリシーに落とし込む
　本校では、グランドデザインの策定や、育成を目指す資質・能力につ
いてのルーブリックの作成、探究学習を起点としたキャリア教育などを
実践してきたが、それらの実践の内容と、成果として得られた生徒の変
容を、外部にうまく発信していくことに課題を感じていた。６月号の特
集を読んで、教育活動をスクール・ミッションやスクール・ポリシー（特
にカリキュラム・ポリシー）に落としこむ重要性を再認識できた。校内で、
スクール・ポリシーを作成する意義を伝えていきたい。

東京都立南多摩中等教育学校　徳武英人

高校生でも「何かを変えられる」経験の大切さ
　校則に関して、生徒や保護者、地域住民から意見をいただくことが増
えた。生徒会が中心となり、時代に応じて不要な校則を廃止したり、変
更したりしたいが、そのハードルが高く、現状では、生徒が「何も変え
られないことを学ぶ」ことになっていると感じる。大人の世界でも何か
を変えることは難しいが、6 月号の「未来を描く！　創る！　イノベーティ
ブな生徒たち」で紹介された広島県・私立安田女子中学高校の生徒たち
のように、自分たちで校則を見直し、自分たちの行動も見直すという経
験は、生きる力につながると思う。　　　 東京都立葛飾総合高校　川島健太郎

授業は生徒が主役
　6 月号の「主体的・対話的で深い学び　授業実践」で紹介された山梨
県立青

せい
洲
しゅう

高校の飯
いいむろ

室雄
たけひろ

大先生の授業は、単なる反転学習ではなく、先生
自身が、アメリカで学んだ「スチューデント・センタード・ラーニング」
に基づいていることに感銘を受けた。授業は生徒が主役だと分かってい
ても、そうした授業を実践するのはなかなか難しい。文法の授業を受け
た生徒の変容ぶりを読み、私も飯室先生の授業を体験したいと思った。

徳島県立総合教育センター　牧野浩章

これからの時代に必要な金融教育
　人生 100 年時代と言われる中で、経済・金融の面からキャリア形成を
考えることは、生徒にとって有意義である。世界では金融教育が行われ
ており、日本はその点において遅れていると感じる。自分の授業でも金
融教育の導入を検討中であるため、6 月号の「誌上で見学 学びの next」
の宮城県・私立常

と き わ
盤木

ぎ
学園高校の取り組みは大変参考になった。

静岡県立静岡東高校　神谷隼
とし

基
き

先生方からの
ご意見を
紹介します

10月15日発刊
（予定）

『VIEW next』高校版は
年６回の発刊です

高校版　2021年10月号

　今号の「発問・課題設定をキーに見る　主
体的・対話的で深い学び　授業実践」では、
本コーナー初の体育の授業を取り上げまし
た（北海道浦河高校　舟

ふな

田
だ

彩
さいいちろう

一朗先生）。グ
ラウンドに立つのは学生時代以来となるこ
とにワクワクしつつ、運動靴に履き替え、
取材に臨みました。当日は、誌面用と動画
用の２台のカメラが、熱いまなざしで生徒
を追いかけましたが、広いグラウンドに生
徒が散り散りになってグループ活動をして
いたため、大事な場面を逃さないようにと、
走り回っての撮影に。編集スタッフも、画面
に映り込まないよう、カメラマンと一緒に動
き回りました。そんな苦労の甲斐もあって、
生徒が試行錯誤しながら学びを深めていく
様子を、誌面でお伝えすることができたので
はないかと思います。ウェブコーナー「VIEW 
n-express」で公開予定の授業のダイジェ
スト動画も、ぜひご覧ください！（渡邉）

https://berd.benesse.jp
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京
都
・
私
立
聖
学
院
中
学
校
・
高

校
で
は
、
６
年
間
を
通
し
て
、
生

徒
が
主
体
の
探
究
・
Ｐ
Ｂ
Ｌ
型
の
学
習
活

動
に
力
を
注
ぐ
。
そ
う
し
た
学
び
の
中

で
、
生
徒
は
社
会
問
題
に
向
き
合
う
意
義

に
気
づ
き
、
そ
の
解
決
に
向
け
た
プ
ロ
セ

ス
を
身
に
つ
け
て
い
く
。
中
に
は
自
主
的

に
校
外
で
の
社
会
貢
献
活
動
に
取
り
組
ん

だ
り
、
在
学
中
に
起
業
し
た
り
す
る
生
徒

も
い
る
。

　
山
口
由
人
さ
ん
は
、
２
０
２
０
年
、
一

般
社
団
法
人
「Sustainable G

am
e

」
を

設
立
。
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
（
＊
）
の
実
現
に
向
け

て
中
高
生
が
活
動
す
る
仕
組
み
づ
く
り
に

取
り
組
ん
で
い
る
。

　「
社
会
問
題
に
関
心
を
持
っ
た
中
高
生

が
、
企
業
の
人
な
ど
、
様
々
な
大
人
た
ち

と
一
緒
に
、
問
題
解
決
の
た
め
に
活
動
で

き
る
よ
う
に
支
援
す
る
団
体
を
中
学
３
年

生
の
時
に
立
ち
上
げ
ま
し
た
」

　
山
口
さ
ん
は
、
小
学
校
ま
で
を
ド
イ
ツ

で
過
ご
し
た
。
そ
の
頃
の
体
験
が
、
中
学

２
年
生
の
時
に
授
業
で
学
ん
だ
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

と
結
び
つ
き
、
社
会
問
題
に
興
味
を
持
つ

よ
う
に
な
っ
た
。

　「
ド
イ
ツ
で
は
、
自
分
は
マ
イ
ノ
リ

テ
ィ
ー
で
あ
る
外
国
人
で
し
た
か
ら
、
疎

外
感
を
味
わ
い
ま
し
た
し
、
難
民
差
別
に

中高生が社会参加
できる仕組みとは？

東

＊　Sustainable Development Goals　の略。2015 年に国連が掲げた、持続可能な開発目標のこと。「貧困をなくそう」「飢餓をゼロに」など、17 の目標と 169 のター
ゲットから成る。

社会問題に関心を持った中高生が
実社会で活動できるように支援

山口由
ゆ う

人
じ ん

さん・高校２年生

東京都・私立聖学院中学校・高校

未来を描く！ 創る！

イノベーティブな
生徒たち

第2 回

編集部からのお知らせ

今号の「誌上で見学　学びの next」で紹介し
た、神奈川県立藤沢清流高校の「リーダーシッ
プ教育」について、指導の留意点、学習の振
り返りや評価の方法などを、さらに詳しくお
伝えします。

今号の「発問・課題設定をキーに見る　主体的・対話的で深い学び　授業実践」
で紹介した、北海道浦河高校・舟

ふ な

田
だ

彩
さ い い ち ろ う

一朗先生の体育の授業と、東京都立多
摩科学技術高校・田中義

よ し や す

靖
先生の化学の授業の様子を、
ダイジェスト動画でご覧い
ただけます。

I N F O R M A T I O N

「VIEW n-express」では、最新の教育現場の状況や取り組み、今求められている情報、現
場の教師や識者のオピニオンなどを、「express＝速達」でお伝えします。

ウェブで見学 学びのnext誌面で紹介した２つの授業が動画で見られる！

自校の研修・会議に使える！　対話促進スキル向上・オンライン講座のご案内

ベネッセ教育総合研究所ウェブサイト内のコーナー　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　リリース

2021年度大学入試で躍進した高校が、躍進の一因となった対話の場について解説！

参加申し込み
受け付け中！

詳しくは
本誌 24ページを
ご覧ください。

ニューコンテンツ、続々

や教育に関連する最新情報をタイムリーにお届けします。
友だち登録をすれば、冊子の発刊時や新コンテンツの公開時に通知が届きます。
＊友だち登録の方法は、右の２次元コードを読み取っていただくか、LINE アプリの

「友だち追加」＞「ID 検索」で「@view21」とご入力いただき、追加をお願いいたします。

公式アカウント

友 だ ち 募 集 中！

の LINEをご登録いただければ、
                      や の電子ブックに、ダイレクトにアクセスできます！

本誌特集テーマとも
連動！

開催日時 2021年10月4日（月）
	 16時30分〜17時40分
形式 オンライン（ライブ配信）

※お申し込みいただいた方に、
詳しい参加方法をご案内します。

参加申し込み締め切り　2021年9月29日（水）　
参加費 無料

田中先生の授業動画では、生
徒が他者の発言から問題を多
面的に捉えていく過程を紹介
します。

舟田先生の授業動画では、生徒同
士で試行錯誤しながら、走る速度
を高める方法を見いだしていく様
子が分かります。

アクセスは
こちら！

長崎県立諫
いさはや

早高校
教務主任

後
うしろ

田
だ

康蔵
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生徒より

特
集  

２
０
２
１
年
度
大
学
入
試
合
格
者
の
姿
か
ら
考
え
る 

志
望
を
か
な
え
る「
マ
イ
・
ス
ト
ー
リ
ー
」

身
に
つ
け
た
教
養
を
、

国
際
社
会
で
も

発
揮
で
き
る
よ
う
に

Yoshida M
otohiko

吉
田
元
彦
先
生

兵
庫
県
・
私
立
姫
路
女
学
院
中
学
校
・
高
校

心
の
教
育
を
重
視
し
て
き
た
本
校
は
、礼
儀

作
法
や
言
葉
遣
い
な
ど
を
学
ぶ
学
校
設

定
教
科「
教
養
」を
通
し
て
、
生
徒
に
豊
か
な
人

間
性
を
育
ん
で
き
ま
し
た
。
2
0
2
0
年
度
に

兵
庫
県
播
磨
高
校
か
ら
姫
路
女
学
院
高
校
へ
校

名
を
変
更
し
、
21
年
度
、
創
立
1
0
0
周
年
を

迎
え
ま
し
た
。
ま
さ
に
次
の
一
歩
を
踏
み
出
し
た

本
校
が
、
心
の
教
育
を
根
幹
に
据
え
、
変
化
に
対

応
す
る
力
を
育
む
た
め
、
力
を
入
れ
て
い
る
の

が
、
リ
ベ
ラ
ル
ア
ー
ツ
教
育
と
国
際
教
育
で
す
。

　
リ
ベ
ラ
ル
ア
ー
ツ
教
育
で
は
、
隔
週
土
曜

日
に「
リ
ベ
ラ
ル
ア
ー
ツ
・
デ
ー
」
を
設
け
、

S
D
G
s
を
題
材
に
し
た
グ
ル
ー
プ
討
議
や
、

外
部
講
師
を
招
い
た
少
人
数
の
ゼ
ミ
形
式
の
授

業
を
集
中
的
に
実
施
し
、
社
会
課
題
に
触
れ
な

が
ら
、
そ
の
背
景
に
あ
る
多
様
性
の
理
解
を
深

め
て
い
ま
す
。
ま
た
、
国
際
教
育
で
は
、
オ
ー
ル

イ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ
の
授
業
や
、
海
外
姉
妹
校
と
の

交
流
な
ど
を
通
じ
て
、
グ
ロ
ー

バ
ル
な
視
野
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
能
力
を
育
成
し
て
い
ま

す
。
そ
う
し
た
教
育
活
動
と
と

も
に
、「
な
ぜ
？
」「
何
の
た
め

に
？
」
と
本
質
に
迫
る
問
い
を

生
徒
に
繰
り
返
し
投
げ
か
け
た

り
、
立
ち
止
ま
っ
て
か
ら
挨
拶

を
す
る「
停
止
礼
」
を
教
師
も

徹
底
し
た
り
す
る
こ
と
が
生
徒

の
成
長
を
促
し
ま
す
。

　
先
日
、
１
人
の
生
徒
が
、「
近

所
の
方
に
停
止
礼
を
し
た
ら

驚
か
れ
ま
し
た
。
学
校
の
外
で

実
践
し
て
も
よ
い
の
で
す
か
」

と
質
問
し
て
き
ま
し
た
。
私
は
、

「
身
に
つ
け
た
力
が
本
物
な

ら
、
国
境
を
も
越
え
て
相
手
の

心
に
届
く
」
と
、
２
年
前
に
国

連
本
部
を
訪
問
し
た
生
徒
が
停
止
礼
を
行
っ
た

際
に
、
ド
イ
ツ
の
外
交
官
に
感
動
さ
れ
た
逸
話

を
交
え
て
答
え
ま
し
た
。
身
に
つ
け
た
資
質
・
能

力
を
、
社
会
で
堂
々
と
発
揮
で
き
る
よ
う
に
な

る
こ
と
が
、
生
徒
の
次
の
一
歩
だ
と
思
い
ま
す
。

よ
し
だ
・
も
と
ひ
こ
　
教
職
歴
28
年
。
同
校

に
赴
任
し
て
３
年
目
。
教
頭
。
進
路
部
統
括
部

長
。国
語
科
、書
道
科
。

兵
庫
県
・
私
立
姫
路
女
学
院
中
学
校
・
高
校

全
日
制
／
普
通
科
、商
業
科
／
女
子
校
／
１

学
年
約
2
4
0
人
／
２
０
２
１
年
度
入
試
合

格
実
績（
現
役
の
み
）国
公
立
大
は
、鳥
取
大
、

岡
山
大
、神
戸
市
外
国
語
大
に
３
人
が
合
格
。

私
立
大
は
、立
命
館
大
、近
畿
大
、甲
南
大
、武

庫
川
女
子
大
な
ど
に
延
べ
51
人
が
合
格
。

１
年
生
の
時
は
、
リ
ベ
ラ
ル

ア
ー
ツ
・
デ
ー
の
グ
ル
ー
プ

討
議
で
発
言
す
る
の
は
大
体
同
じ

人
で
、
議
論
も
う
ま
く
進
ま
な
か
っ

た
の
で
す
が
、
２
年
生
に
な
っ
た
今

は
、
全
員
が
自
分
の
意
見
を
言
え
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
Ａ
Ｌ

Ｔ
の
先
生
と
の
会
話
も
、
恥
ず
か
し

さ
を
感
じ
る
こ
と
が
な
く
な
り
、
自

分
の
考
え
を
正
確
に
伝
え
る
こ
と

を
、
意
識
し
て
話
す
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
今
後
は
、
本
校
な
ら
で
は
の

学
び
で
あ
る
停
止
礼
な
ど
の
礼
儀

作
法
を
、
社
会
に
出
た
時
に
も
自
信

を
持
っ
て
発
揮
で
き
る
よ
う
に
、
磨

い
て
い
き
た
い
で
す
。

2021 
August

学校の今に寄り添い、先生方とともに未来を描く
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